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問われる 教育の新機軸

先生方とともに
高校生の今と未来をつなぐ
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特集
改革事例から導く！
「学校教育デザイン」を描く道標

新潟県立巻高校
　主体的・対話的で深い学びへ
実践　アクティブ・ラーニング

物理　兵庫県立星陵高校　平賀直志

古文　長崎県立佐世保西高校　峯　悦子
　
指導変革の軌跡

福島県立大沼高校
静岡県立三島北高校
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情熱教師 F i l e 13

今月の表紙　岡山県立倉敷天
あま

城
き

高校　中
な か み ね

峯明
め い ろ う

朗先生

生 徒 と 紡 ぐ

中峯明朗先生　教職歴 34 年。同校
に赴任して５年目。指導教諭。２学
年主任。地歴公民科。サッカー部顧問。

岡山県立倉敷天城高校　全日制／普通科・理数科／共学／１学年 約 240 人／ 2018
年度入試合格実績（現浪計）国公立大は、東京大、京都大、大阪大、岡山大、九州
大などに 140 人が合格。私立大は、慶應義塾大、早稲田大などに延べ 311 人が合格。

一人ひとりを見つめて
　　　明

めいろう

朗先生の世界史の授業は、「熱血」という言
葉がぴったりですよね。「歴史はドラマだ！」と言って、
身振り手振りも大きく、教壇の上を歩き回って、一人
ひとりにストーリーを語りかけるように話すから、つ
い先生をじっと見て、聞いちゃいます。
　　　そうそう。だから授業中に先生とよく目が合う！
　　　「自分に言われている」と思えれば、しっかり聞
いて、理解も深まるだろう？　「言葉は目から入ってく
る」といつも言っているのは、そういうことなんだよ。
　　　先生が一人ひとりを見ていると実感したのは、
下校時に先生から「元気か？」と言われた時です。確
かにその頃忙しくて、疲れているかもと思って。先生
のその気遣いがうれしくて、頑張ろうって思いました。
　　　あの時は、担任の先生から様子を聞いていて、
気になっていたからね。そうして普段から話をしてい
れば、相談したい時に話しかけやすいだろう？
　　　そうかも！　志望学部を医療か教育かで迷った
時、明朗先生に相談しました。私の思いを聞いて、「ど
ちらも人との触れ合いが大切な職業だから、両方とも
向いていると思うよ」と言われて、どちらを選んでも

大丈夫だからじっくり考えようと思えました。
　　　部活動でも観察眼が鋭くて、ちょっと気持ちが
緩んでいたら、先生がすごい勢いで真っ直ぐ歩いてき
て、「自分だけよければいいんか！」と叱られて。しっ
かりしなければと、気が引き締まりました。
　　　きみたちはリーダーなのだから、みんなを引っ
張るという自覚を持ってほしくて、わざとみんなの前
で言ったんだよ。小さなことだからこそ、周りの気持ち
を大切にしてほしいんだ。例えば、廊下のロッカーの上
に物を置きっぱなしにしないというルールも、全員が
心がけているから、毎日気持ちよく過ごせるんだからね。
　　　学年集会の最後に、明朗先生が生徒に大切にし
てほしいことを話されますよね。中でも、「１人でも
怠けている人がいるせいで、真面目に努力している人
が損をするような学年にはなってほしくない」と言わ
れたのが、心に強く残っています。3年生になったら、
苦しいことやつらいことがあると思うけれど、全員で
受験に向かっていく雰囲気をつくっていきたいです。
　　　その気持ちがあれば大丈夫！　これから1年、
みんなで頑張ろう！

生徒

先生

先生
先生

生徒
生徒

生徒

生徒

＊プロフィールは 2019 年３月時点のものです。

先生

生徒

年間勤務した前任校は、県下有数の進学校で

した。そのため、同僚や生徒との会話は成績

に関連した話題が多く、それはとても大切なことだ

と分かった上で、生徒が将来を見据えて、自身をもっ

と高みへ押し上げたくなるような働きかけをしたい

と考えるようになりました。「景気が悪い」「先が見

えない」と大人から言われながら育ってきた生徒が、

「自分は、こんなふうに人生を生き抜くぞ！」と、希

望を持って目指す将来像を描けるようにしてあげた

いと思ったのです。しかし、教師としても、社会人

としても、まだまだ経験の浅い私には、生徒に明確

に示せる言葉はすぐには見つかりませんでした。

　生徒が生きる未来はどんな社会で、どんな力が求

められるのか。私はいろいろな本を読み、校内外の

様々な人に話を聞きました。地元有力企業の人事部

長に面会を申し込んだこともあります。そんな中、

経済産業省が主催した有識者会議から、これからの

社会で求められる資質・能力として定義された社会

人基礎力が示されました。その中には、主体性、働

きかけ力、実行力といった要素から成る「アクション」

という資質・能力がありました。これこそが、自校

の生徒に私が示すべきものだと感じました。

徒たちは優秀であるため、仲間や教師の考え

を察知し、スマートにリアクションするこ

とができます。半面、自らアクションを起こそうと

することは少ないため、壁にぶちあたる機会は多く

はありませんでした。しかし、失敗経験は改善や成

長につながる貴重な機会として必要です。そこで私

は、「Action」という言葉をいろいろな場面で発し、

生徒に前に踏み出すことを求めました。感動的な

「Action」はクラスを超えてたたえようと、トロフィー

も作りました。生徒たちはホームルームや学校行事

で自ら目標を掲げ、高校生活をよりよいものにする

ために新しい企画を立て始めました。時には、それ

までの学校の常識を打ち破るような提案も出されま

したが、「Action」を促した責任を果たすため、生徒

とともに管理職のもとに説明に行きました。そして、

提案が実現できなかった時は１人の仲間として生徒

に自分の力不足をわび、一緒に悔し涙を流しました。

　「Action」は生徒だけでなく、自分自身にも求めま

した。県内の若手教師に呼びかけ、経験や悩みを語

り合う勉強会を立ち上げたのもその１つです。勉強

会は今も続き、１人で頑張っている人、モヤモヤを

抱えている人がいると聞けば、私から電話をして「一

緒に頑張ろう」と声をかけています。そうした自分

の「Action」は、失敗も含めてできるだけ生徒に話

してきました。未来は確かに予測できませんが、分

からないからといって立ち止まって待つわけにはい

きません。分からなくても一歩踏み出している自分

の姿を、人生の後輩である生徒に見せたいからです。

学年主任として生徒を送り出した年、私は前

任校を離れました。離任式の日、卒業式を終

えた 3 年生全員から、「最高の Action はあなただ」

というメッセージとともにトロフィーが返ってきま

した。「Action」という言葉が言
こと

霊
だま

を宿して私と生徒

に染みついたのだと、この上ない喜びを感じました。

No. 013
大分県立竹田高校

田所　伸先生
たどころ・しん

◎教職歴１6 年。同校に赴任して２年目。進
路指導副主任。地理歴史科担当。前任校
在 籍 時 に 立 ち上 げ た「Oita Education 
Seminar」は、現在も存続。学校の違いを
超えて教師が自主的に集い、学び合うスタイ
ルは、その後、長崎県など全国に広がった。

大分県立竹田高校　全日制／普通科／共学／１学年約160人／2018年度入試合格実績（現役のみ）：国公立大は、岡山大、広島大、長
崎大、熊本大、大分大などに43人が合格。私立大は、神奈川大、近畿大、西南学院大、立命館アジア太平洋大などに延べ 71 人が合格。
※プロフィールは、2019 年３月時点のものです。
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特集

改良！　指導ツール　ビフォーアフター

主体的・対話的で深い学びへ　実践　アクティブ・ラーニング

指導変革の軌跡

「課題研究」　ルーブリック

 30 物理
	 	 兵庫県立星陵高校　平賀直

た だ し

志
	 	 モデルによる現象の理解と協働的な学びを通して、
	 	 物理の本質に迫る

 34 古文
	 	 長崎県立佐世保西高校　峯

み ね

　悦子
	 	 熟考と対話の中で生徒に気づきを委ねながら、
	 	 ものの見方や感じ方を深める

 38 福島県立大沼高校
	 	 キャリア教育
	 	 生徒の進路意識と思考力・表現力を高めるべく、
	 	 全校体制でキャリア教育を推進

 42 静岡県立三島北高校
	 	 SGHを軸にした学校改革
	 	 全校体制による課題研究で、生徒の学びを深めさせ、
	 	 社会への広い視野を育む

 4 課題整理
	 	 これからの高１生が直面する高校教育と大学入試の変化とは？
 6 実践１●　青森県立青森高校
	 	 シラバスで育ちのプロセスを具体化し、
	 	 コンピテンシー・ベースの「青

せ い こ う

高力」を育成
 10 実践２●　東京都・私立郁

い く ぶ ん か ん

文館夢
ゆ め が く え ん

学園　郁文館中学校・高校／郁文館グローバル高校
	 	 主体性と協働性、グローバルな視野の育成を目指した
	 	 探究学習を推進
 14 実践３●　兵庫県立相

あ い お い

生高校
	 	 １学年独自の活動とともに、全校で情報を共有しながら
	 	 授業や定期考査を改善
 18 実践４●　大分県立杵

き つ き

築高校
	 	 ポートフォリオ、グローバル教育、定期考査と、
	 	 できる改善から推進
 22 座談会
	 	 資質・能力の育成に向けたマインドセットをつくり、学年・学校全体で共有する
  青森県立青森高校　笠井敦

あつ

司
し

／東京都・私立郁文館高校　西
にしたに

谷知
あき

穂
ほ

／
	 	 兵庫県立相生高校　荒

あらうち

内秀明／大分県立杵築高校　芦
あし

刈
かり

信司
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問われる
教育の新機軸

◎昨年度の４月号では、同年度
の入学生が、2020 年度に初めて
実施される「大学入学共通テスト」
を受験する学年ということで、例
年以上に注目を集める１年生であ
ると、この欄で述べました。今年
度の１年生も、「令和元年」の入学
生ということから印象に残る学年
となりそうですが、指導上も重要
な学年と言えるのではないでしょ
うか。というのも、18 年度・高１
生への指導は、多くの学校にとっ
て試行錯誤の連続だったと思い
ますが、今年度は、昨年度の経
験から指 導の本質を見いだし、
これからの高１指導の方針や考
え方を定め、その下で教育活動
を実践していくことができる学年
です。自校の高１指導はどうある
べきか─今号の特集がそれを
考える一助となれば幸いです。

『VIEW21』高校版
編集長　柏木崇

今月の表紙メッセージ

これからの会議・研修のあり方、つくり方
	 	 実践者に聞く！　
	 	 津屋崎ブランチLLP代表、
	 	 LOCAL&DESIGN（株）代表取締役　山口　覚

さとる

	 	 なぜ、学校現場に「対話」が求められているのか

56

大学生による高校生のための　大学の学び　最新ナビ

 52 信州大学　繊維学部	
	 	 農学・理学・工学・医学を融合して学び、繊維の可能性を広げる研究に挑む

	 54 奈良大学　文学部　文化財学科
	 	 世界遺産の宝庫、奈良で本物に触れながら、文化財専門職を目指す

52

教師を育てた言葉たち

Reader’s VIEW

  「Action!」　大分県立竹田高校　田
た

所
どころ

　伸
し ん

巻末

64

改革事例から導く！　「学校教育デザイン」を描く道標
しるべ

26
 26 新潟県立巻

ま き

高校
	 	 育成を目指す資質・能力と学ぶ内容との関係を
	 	 明確化した教育課程表を作成し、確実に実践

４つの実践に見る
これからの「高１指導」考

学校を飛び出し、学びを巡る　高校教師study-tour

	 	 公立小学校のプログラミング教育
	 	 「社会の箱庭」で仲間とともに答えが１つではない問いに向き合う

50 新連載
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４つの実践に見る
これからの「高１指導」考

特集

＊上記の声は、2018年度の高 1指導方針・方法・
計画を変更したことによって新たに見えてきた課題
を、『VIEW21』高校版読者モニターにアンケートで
聞いた結果（アンケートは、2019年 2月にウェブ
とファクスで実施。回答数は104）を基に作成。
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　「大学入学共通テスト」（以下、共通テスト）

の実施初学年である、2018 年度高校１年

生が入学して１年が経つ。共通テストにお

ける思考力・判断力・表現力を評価するた

めの記述式問題、共通テストの枠組みに

おいて活用される民間の英語の資格・検定

試験、そして、多様な方法で多面的・総合

的に評価する入試と、大学入試の仕組み

や内容が大きく変わろうとしていることを受

けて、各校とも、これまでにはなかった教

育活動や指導を試行錯誤しながら進めて

きたことだろう。

　では、この１年間を振り返ることで見えて

くる、これからの高１指導において大切な

視点や考え方とは、どのようなものなのか。

今回の特集では、これまでの高１指導から

大きく方針や方法を変えた４校の実践を取

り上げ、各校に共通する指導の視点や考

え方を見いだしていく。

４つの実践に見る
これからの「高１指導」考

これからの高１生が直面する
高校教育と大学入試の変化とは？	 P.4

青森県立青森高校	 P.6　　

東京都・私立郁
い く ぶ ん か ん

文館夢
ゆ め が く え ん

学園	 P.10

兵庫県立相
あ い お い

生高校	 P.14　　

大分県立杵
き つ き

築高校	 P.18

資質・能力の育成に向けた
マインドセットをつくり、
学年・学校全体で共有する	 P.22

題
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整
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会

課

４

座

理

実 践
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新
２
年
生
以
下
の
世
代
で
は
、
高
大
接

続
改
革
（
図
１
）
の
多
く
の
施
策
が
実
行

に
移
さ
れ
る
（
図
２
）。

　
そ
の
代
表
的
な
施
策
が
、
大
学
入
試
セ

ン
タ
ー
試
験
に
代
わ
っ
て
２
０
２
１
年

に
実
施
さ
れ
る
「
大
学
入
学
共
通
テ
ス

ト
」
だ
（
図
３
）。
実
施
に
先
立
ち
、
18

年
11
月
に
は
２
回
目
の
試
行
調
査
が
行
わ

れ
た
。
17
年
度
の
１
回
目
の
試
行
調
査
と

併
せ
て
分
析
す
る
と
、
探
究
活
動
や
授
業

の
場
面
で
の
知
識
・
技
能
の
活
用
を
見
る

問
題
や
、
思
考
力
を
よ
り
重
視
し
た
問
題

が
出
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
ま
た
、
１

回
目
と
比
べ
て
問
題
文
の
分
量
は
少
な
く

な
っ
た
も
の
の
、
現
行
の
セ
ン
タ
ー
試
験

よ
り
は
依
然
と
し
て
多
く
、
読
解
力
が
求

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
特
徴
に
挙
げ
ら
れ

る
。

　
ま
た
、
英
語
４
技
能
の
評
価
に
つ
い
て

は
、そ
の
仕
組
み
と
し
て
設
け
ら
れ
る「
大

学
入
試
英
語
成
績
提
供
シ
ス
テ
ム
」
の
概

要
が
18
年
12
月
に
公
表
さ
れ
、
共
通
Ｉ
Ｄ

の
登
録
な
ど
の
流
れ
が
分
か
っ
て
き
た
。

　
全
入
試
区
分
で
多
面
的
・
総
合
的
評
価

が
実
施
さ
れ
、
高
校
３
年
間
の
活
動
の
内

容
や
質
が
問
わ
れ
る
点
も
、
大
き
な
変
化

学力の３要素を
多面的・総合的に評価する

大学入学者選抜

学力の３要素を
育成する

高校教育

高校までに培った力を
さらに向上・発展させ、
社会に送り出すための

大学教育

学校教育を転換させるため、
高校教育・大学教育・大学入試を一体的に改革

改革の背景は？
◎国際化、情報化の急速な進展により、社会構造が急速に、かつ

大きく変革している。
◎知識基盤社会の中で、新たな価値を創造していく力を育てること

が必要。

改革の目的は？
◎そうした変化する社会において自立的に活動するために必要な学

力の３要素をバランスよく育む。

学力の３要素とは？
◎①知識・技能の確実な習得、②①を基にした思考力、判断力、表

現力、③主体性を持って多様な人 と々協働して学ぶ態度。
＊図１・２は、中央教育審議会初等中等教育分科会「高大接続改革の進捗状況
について」(2019 年１月 )を基に編集部で作成。

これからの高１生が直面する
高校教育と大学入試の変化とは？

「大学入学共通テスト」実施２年目の世代となる新１年生が入学してきた。
新２年生の１年次の指導を振り返り、新１年生を含む今後の高１指導を考える前に、

これからの高1生が直面する高校教育と大学入試の変化を整理する。

思
考
力
等
の
育
成
、英
語
４
技
能
、

多
面
的
・
総
合
的
評
価
が
鍵

題 整課 理

図１

三位一体で進める高大接続改革とは？

現状整理

•「大学入学共通テスト」実施大綱の策定・公表

•「高校生のための学びの基礎診断」本格的
な利活用開始

•「大学入学共通テスト」確認プレテストの実
施

•「大学入試英語成績提供システム」に参加す
る英語の資格・検定試験の共通 IDの申し込
み初年度

２０１９年度

•「大学入学共通テスト」実施初年度２０20年度

•新学習指導要領実施（年次進行）２０22年度

•新学習指導要領に対応した大学入試の実施２０24年度

図２

今後の大学入試改革の流れは？
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４つの実践に見るこれからの「高１指導」考特集

だ
。
生
徒
が
高
校
生
活
に
お
け
る
自
身
の

活
動
を
振
り
返
り
、
活
動
の
質
を
上
げ
て

い
く
た
め
に
も
、
ま
た
提
出
書
類
作
成
の

た
め
に
も
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
蓄
積
が

求
め
ら
れ
る
。

　
19
年
度
は
、
次
期
学
習
指
導
要
領
の
移

行
期
間
と
な
る
。
新
１
学
年
で
は
「
総
合

的
な
探
究
の
時
間
」
が
始
ま
る
な
ど
、
探

究
学
習
の
本
格
的
な
実
施
が
求
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
（
図
３
）。

　
21
年
に
「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」
が

実
施
さ
れ
る
こ
と
に
対
応
し
て
、
多
く
の

高
校
が
18
年
度
１
学
年
の
指
導
を
従
来
と

は
変
化
さ
せ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
の
実
践

の
成
果
や
課
題
も
踏
ま
え
て
、
今
後
の
高

１
指
導
を
計
画
・
実
践
す
る
こ
と
が
、
高

校
現
場
に
は
求
め
ら
れ
る
。

　
そ
こ
で
次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
18
年
度
１

学
年
か
ら
大
き
く
指
導
を
変
え
た
４
校
の

実
践
と
、
そ
の
実
践
を
中
心
と
し
て
担
っ

た
教
師
４
人
の
座
談
会
を
通
し
て
、
こ
れ

か
ら
の
高
１
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
を
考
え
て

い
く
。

　

資質・能力が評価される大学入試に
◎思考力・判断力・表現力がより求められる

「大学入学共通テスト」では、「国語」「数学Ⅰ」「数学Ⅰ・
Ａ」において、思考力・判断力・表現力等を測る記述
式問題が出される。

◎英語の４技能評価を実施
「大学入学共通テスト」の枠組みにおいて民間の英語の
資格・検定試験を活用する、英語の４技能評価の仕組
みが導入される。

◎多面的・総合的評価と調査書の仕様変更
個別大学の入試に新たなルールが設けられ、すべての
入試区分において多面的・総合的な評価が実施される。
それに合わせて調査書の記載内容を改善。両面１枚の
制限も撤廃し、より弾力的に記載できるように。

移行措置として「総合的な探究の時間」開始
2019 年度から、次期学習指導要領の移行措置として「総
合的な探究の時間」が始まる。また、移行期間ではあるが、
資質・能力の 3 つの柱のバランスのよい育成も求められる。

青森県立青森高校︎	 ▶P.6

•コンピテンシー・ベースの学校教育目標「青高力」
を策定

•上記を基にしたルーブリックとシラバスを作成
し、授業と定期考査を改善

• 振り返りがしやすいようｅポートフォリオを導入
• キャリア教育委員会が仕組みをつくり、１学年

団は実践に集中

東京都・私立郁
い く ぶ ん か ん

文館夢
ゆ め が く え ん

学園	 ▶P.10

•「社会探究」「協働ゼミ］で探究学習を実施
• 教育活動の軸に据えた SDGs（＊１）と、授業

や学校行事、特別活動などを関連づけ、生徒
の学びを深めさせる

• 紙のポートフォリオとｅポートフォリオを併用し、
振り返りをしやすくする

兵庫県立相
あ い お い

生高校︎	 ▶P.14

•「総合的な学習の時間」で、相生市と連携した
探究学習を実施

• 授業内外で英語を使う場面を増やす
• 学校行事など、定期的に振り返りの場を設け、

ｅポートフォリオも活用
•コンピテンシー・ベースの学校グランドデザイン

を策定

大分県立杵
き つ き

築高校︎	 ▶P.18

• 学年目標として、「きつき力」を設定
•ポートフォリオの目的や入力方法などを指導し、

生徒全員が実りのある振り返りを行う
• 英語４技能の育成を強化。外国に触れるプロ

ジェクトを始動
• 定期考査の一部に、思考力・判断力・表現力

をより求める問題を導入

社会で求められる資質・能力の育成
や大学入試の変化に対応した
４つの実践を紹介

＊１　Sustainable Development Goals の略。2015 年に国連が掲げた、持続可能な開発目標のこと。①貧困をなくそう、②飢餓をゼロになど、17 の目標と 169 のターゲッ
トから成る。

18
年
度
の
実
践
を
、
今
後
の

高
１
指
導
に
ど
う
生
か
す
か

図３

大学入試、高校︎教育はどう変わる？
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高
力
」
を
育
成
す
る
た
め
に
、生
徒
に
何

を
学
ば
せ
、成
長
を
ど
う
見
取
る
か
だ
っ

た
。
そ
こ
で
ま
ず
、
学
び
の
目
的
と
手
段

を
可
視
化（
図
２
）。
習
得（
分
か
る
）→

活
用
Ⅰ
（
で
き
る
）→
活
用
Ⅱ
（
使
え
る
）

→
探
究
（
生
み
出
す
）
の
４
段
階
と
す
る

「
育
ち
の
プ
ロ
セ
ス
」
を
示
し
た
。
そ
の

概
念
図
を
基
に
、「
青
高
力
」
の
10
の
資

質
・
能
力
と
関
連
す
る
分
掌
を
割
り
あ
て
、

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
原
案
を
作
成
し
た
。大

瀬
幸ゆ

き
は
る治

教
頭
は
、そ
の
意
図
を
こ
う
語
る
。

　「『
青
高
力
』
の
策
定
に
は
教
師
全
員
が

か
か
わ
り
、
共
通
理
解
は
で
き
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
作
成
で

は
、『
課
題
発
見
力
』
と
『
課
題
解
決
力
』

　
青
森
県
立
青
森
高
校
が
、
若
手
・
ミ
ド

ル
リ
ー
ダ
ー
中
心
の
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
」
を
設
置
し
、
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
を
策
定
し
た
の
は
、
２
０
１
７
年
の
こ

と
。
同
校
の
綱
領
「
自
律
自
啓
・
誠
実
勤

勉
・
和
協
責
任
」
を
踏
ま
え
、
育
成
を
目

指
す
10
の
資
質
・
能
力
を
「
青せ

い
こ
う高

力
」（
図

１
）
と
定
義
し
、
各
教
育
活
動
と
の
関
係

を
整
理
し
た
（
本
誌
18
年
４
月
号
参
照
）。

　
18
年
度
は
、「
青
高
力
」の
評
価
手
法
の

開
発
、
授
業
改
善
、
多
面
的
評
価
に
着
手

し
た
。
そ
の
中
で
の
最
大
の
課
題
は
、「
青

は
探
究
学
習
部
、『
原
因
分
析
力
』
と
『
自

己
実
現
力
』
は
進
路
指
導
部
と
い
っ
た
よ

う
に
、
資
質
・
能
力
の
内
容
に
応
じ
て
各

分
掌
が
分
担
し
ま
し
た
。
教
師
一
人
ひ
と

り
が
深
く
考
え
る
こ
と
で
、
生
徒
へ
の
育

成
を
目
指
す
『
青
高
力
』
を
具
体
的
に
イ

メ
ー
ジ
し
て
も
ら
い
、
自
身
の
指
導
に
落

と
し
込
め
る
よ
う
に
し
ま
し
た
」

　
10
月
上
旬
、
各
分
掌
が
１
か
月
か
け
て

作
成
し
た
原
案
を
並
べ
、
水
準
や
言
い
回

し
を
比
較
し
て
、
違
い
が
見
ら
れ
た
部
分

を
修
正
し
た
。
例
え
ば
、
語
尾
が
「
で
き

る
」
で
は
な
く
、「
さ
せ
る
」
と
な
っ
て

い
た
場
合
な
ど
、
教
師
主
導
の
指
導
を
イ

メ
ー
ジ
さ
せ
る
言
い
回
し
を
変
え
た
。

　
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
作
成
に
は
、生
徒
も

加
わ
っ
た
。
生
徒
指
導
部
担
当
の
「
受
信

力
・
発
信
力
」「
協
働
力
」「
行
動
力
」「
自

己
管
理
能
力
」の
原
案
を
生
徒
会
役
員
が

作
成
し
た
の
だ
。最
初
は
評
価
規
準
を
作

る
こ
と
に
戸
惑
っ
て
い
た
生
徒
た
ち
だ

＊プロフィールは2019年３月時点のものです。

青
森
県
立
青
森
高
校

◎
旧
青
森
県
立
青
森
高
校
と
旧
青
森
県
立
青
森
女

子
高
校
が
統
合
し
て
生
ま
れ
た
。
綱
領
に
「
自
律

自
啓
」「
誠
実
勤
勉
」「
和
協
責
任
」
を
掲
げ
る
。

２
０
１
４
年
度
に
文
部
科
学
省「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー

バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」、
17
年
度
に
「
ス
ー
パ
ー
サ

イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」
の
指
定
を
受
け
る
。

◎
設
立

　
１
９
０
０
（
明
治
33
）
年

◎
形
態

　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数

　
１
学
年
約
２
８
０
人

◎
２
０
１
８
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）　
国

公
立
大
は
、北
海
道
大
、弘
前
大
、東
北
大
、東
京
大
、

一
橋
大
、
大
阪
大
な
ど
に
２
０
６
人
が
合
格
。
私

立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
東
京
理
科
大
、
明
治
大
、

早
稲
田
大
な
ど
に
延
べ
１
４
５
人
が
合
格
。

◎U
RL

　http://w
w

w
.aom

ori-h.asn.ed.jp/

１
学
年
担
任

市
川
泰
斗
　

い
ち
か
わ
・
た
い
と

教
職
歴
７
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

２
年
目
。
数
学
科
。

進
路
指
導
主
事

笠
井
敦
司
　

か
さ
い
・
あ
つ
し

教
職
歴
22
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

７
年
目
。
国
語
科
。

教
頭大瀬

幸
治

お
お
せ
・
ゆ
き
は
る

教
職
歴
31
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

２
年
目
。

青
森
県
立
青
森
高
校

シ
ラ
バ
ス
で
育
ち
の
プ
ロ
セ
ス
を
具
体
化
し
、

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
・
ベ
ー
ス
の「
青せ

い

こ

う高
力
」を
育
成

青
森
県
立
青
森
高
校
は
、
生
徒
へ
の
育
成
を
目
指
す
10
の
資
質
・
能
力
を
「
青
高
力
」
と
定
義
し
、

そ
の
到
達
度
を
測
る
た
め
の
評
価
規
準
と
尺
度
を
示
し
た
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
と
、
育
成
の
過
程
を
示
し
た
シ
ラ
バ
ス
を
作
成
し
た
。

現
在
は
、
そ
の
具
現
化
に
向
け
、
授
業
と
定
期
考
査
の
改
善
、
多
面
的
評
価
の
た
め
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

実

践

1
全
分
掌
、
生
徒
も
巻
き
込
ん
で

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
原
案
を
作
成
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　「
本
校
の
以
前
の
シ
ラ
バ
ス
は
コ
ン
テ

ン
ツ
・
ベ
ー
ス
で
、
い
つ
、
ど
ん
な
学
習

を
行
い
、
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
の
か
を

示
し
た
学
習
計
画
書
で
し
た
。
そ
れ
を
大

き
く
変
え
、
今
自
分
が
身
に
つ
け
て
い
る

資
質
・
能
力
は
ど
の
レ
ベ
ル
な
の
か
、
ど

の
資
質
・
能
力
を
重
点
的
に
伸
ば
せ
ば
よ

い
の
か
を
、
生
徒
が
メ
タ
認
知
で
き
る
シ

ラ
バ
ス
を
目
指
し
ま
し
た
」（
笠
井
先
生
）

　
シ
ラ
バ
ス
は
、
各
科
目
と
も
Ａ
４
版
２

枚
と
し
た
（
Ｐ
．８
図
３
）。
１
枚
め
に
は
、

資
質
・
能
力
の
３
つ
の
柱
の
そ
れ
ぞ
れ
に

つ
い
て
「
習
得
・
活
用
Ⅰ
・
活
用
Ⅱ
」
と

い
う
到
達
度
を
示
し
、
関
連
す
る
「
青
高

力
」
と
評
価
方
法
を
明
記
し
た
。
２
枚
め

に
は
、
各
学
期
の
定
期
考
査
後
に
、
成
長

し
た
と
思
う
点
や
課
題
を
振
り
返
り
、
次

の
目
標
を
書
く
欄
を
設
け
た
。
そ
し
て
、

全
教
科
・
科
目
分
を
１
冊
に
ま
と
め
て
、

19
年
４
月
、全
校
生
徒
に
配
布
す
る
予
定
。

そ
の
後
は
、
同
校
の
教
育
の
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
と
し
て
受
け
継
い
で
い
く
方
針
だ
。

　「
か
つ
て
は
学
年
団
主
導
で
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
は
学
校
全
体
が
チ
ー
ム
と
し
て

動
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
教

師
が
異
動
し
て
も
、
本
校
の
ス
タ
イ
ル
が

ぶ
れ
ず
に
確
立
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
生

徒
や
保
護
者
か
ら
の
信
頼
が
さ
ら
に
高
ま

る
と
考
え
て
い
ま
す
」（
大
瀬
教
頭
）

が
、生
徒
指
導
部
の
教
師
と
の
対
話
を
通

し
て
、自
分
た
ち
が
身
に
つ
け
る
べ
き
資

質
・
能
力
を
考
え
、生
徒
の
誰
も
が
理
解
で

き
る
よ
う
何
度
も
書
き
直
し
、完
成
さ
せ

た
。進
路
指
導
主
事
の
笠
井
敦あ

つ

司し

先
生
は
、

生
徒
を
参
加
さ
せ
た
理
由
を
こ
う
語
る
。

　「『
青
高
力
』
は
、
本
校
の
綱
領
の
１
つ

で
あ
る
『
自
律
自
啓
』
に
最
終
的
に
ま
と

ま
っ
て
い
く
も
の
で
す
。
生
徒
が
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
の
作
成
に
か
か
わ
る
こ
と
で
、
自

分
た
ち
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
学
校
を
ど

う
し
た
い
の
か
を
考
え
さ
せ
、
生
徒
全
員

に
『
青
高
力
』
の
意
義
を
浸
透
さ
せ
た
い

と
考
え
ま
し
た
」

　
18
年
度
の
体
育
祭
で
は
、生
徒
会
役
員

が
行
事
の
目
的
を
述
べ
た
中
に
「
青
高
力
」

を
意
識
し
た
発
言
が
あ
り
、自
分
た
ち
が

身
に
つ
け
る
べ
き
資
質
・
能
力
と
し
て「
青

高
力
」
が
定
着
し
た
様
子
が
見
ら
れ
た
。

　
11
月
下
旬
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
完
成
後

に
は
、
シ
ラ
バ
ス
を
作
成
し
た
。
次
期
学

習
指
導
要
領
で
示
さ
れ
た
資
質
・
能
力
の

３
つ
の
柱
と「
青
高
力
」
や
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
と
を
ひ
も
づ
け
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
・

ベ
ー
ス
の
記
述
に
し
た
こ
と
が
特
徴
だ
。

＊学校資料を基に編集部で作成。

＊学校資料を基に編集部で作成。

主体性と協調性をもって果敢に未来を切り拓く生徒
•自己管理の態度と心身の健康に努める生徒
•多様性を尊重し社会規範を遵守する生徒
•主体的に課題を発見し、最適解を探究する生徒

目指す
生徒像

育成を目指す資質・能力（青高力）

各教科の内容を理解し、それを活用する力
及び技能

①知力・学力

複数の統計や資料から、改善・克服すべき
課題を設定する力

②課題発見力

客観的データや先行研究を踏まえ、自らの理
論を筋道立てて構築する力

③論理的思考力

解決のための仮説を立て、それを実証するた
めに行動する力

④課題解決力

課題の背景や要因を、複数のデータに基づ
いて多角的な視点で捉える力

⑤原因分析力

人の話を傾聴し様 な々情報を受け取る力、自
分の考えを分かりやすく相手に伝える力

⑥受信力・発信力

他者の価値観を尊重しつつ他者と協力し、１
つのものを成し遂げる力

⑦協働力

自分の掲げる目的を達するために、主体的か
つ計画的に実行する力

⑧行動力

基本的生活習慣を確立し、健康と安全を意
識して行動する力

⑨自己管理能力

社会の中で生きる自分を想像し、多くの情報
を活用して実現させようとする力

⑩自己実現力

手
段 

ど
う
や
っ
て

目
的 

何
の
た
め
に

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び

「青高力」を身につけるための
基礎となる知識・技能を理解
する。

客観テスト（小
テスト・定 期
考査／実力テ
スト）

分かる
習得

★

教師
主導

教師の指導の下、基礎的な知
識・技能を使ってその能力を
支障なく発揮できる（受動
的）。

客観テスト（実
力テスト／定
期考査）／ルー
ブリック

できる
活用Ⅰ

★★

教師
主導

教師の指示以外でも自ら主体
的にその能力を発揮し、活動
を主導できる（能動的）。

客観テスト（実
力テスト／定
期考査）／ルー
ブリック

使える
活用Ⅱ

★★★

教師／
生徒

生徒個人が自ら課題を発見
し、培った能力を複合的に組
み合わせて能動的に取り組
み、解決に至ることができる。

ポートフォリオ
評価／パフォ
ーマンス評価

①知力・学力

生み出す
探究

★★★★

生徒
主導

誰が どの場面で 評価の仕方学びの次元 定義・概念

授業／週末
課 題 ／ＨＲ
活動

授 業（小 単
元 の ま と
め）／ 学 校
行事

授 業（大 単
元 の ま と
め）／ 学 校
行事

プロジェク
ト学習（ＳＳ
／ＳＧ）

ルーブリック作成のための概念図（何のために、どうやって、誰が、どの場面で）

知識・技能
②課題発見力
③論理的思考力
④課題解決力
⑤原因分析力
⑥受信力・発信力

思考力・判断力・表現力
⑦協働力
⑧行動力
⑨自己管理能力
⑩自己表現力

学びに向かう力・人間性

目指す生徒像と育成を目指す資質・能力（青高力）図１

シ
ラ
バ
ス
に
資
質
・
能
力
の

３
つ
の
柱
で
評
価
規
準
を
示
す

ルーブリック作成のための概念図（何のために、どうやって、誰が、どの場面で）図２
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題
を
増
や
し
た
。
い
ず
れ
も
、
定
理
・
公

式
や
解
法
を
暗
記
す
る
だ
け
で
は
解
く
の

は
難
し
く
、
与
え
ら
れ
た
条
件
と
既
存
の

知
識
を
結
び
つ
け
た
り
、
単
元
の
本
質
を

理
解
し
て
い
な
い
と
解
け
な
い
問
題
だ
。

１
学
年
担
任
の
市
川
泰た

い

斗と

先
生
は
、
出
題

の
ね
ら
い
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
初
見
の
問
題
で
も
、
既
習
事
項
を
活

用
し
て
解
け
る
か
ど
う
か
を
考
え
ら
れ
る

よ
う
に
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
正
答
率

は
高
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
生
徒
の
多
く

が
、
模
擬
試
験
で
見
慣
れ
な
い
問
題
が
出

て
も
動
じ
な
く
な
っ
た
よ
う
で
す
」

　
プ
リ
ン
ト
に
は
、問
題
ご
と
に
シ
ラ
バ

ス
に
示
し
た「
習
得
・
活
用
Ⅰ
・
活
用
Ⅱ
」

を
明
記
し
た
。
こ
の
問
題
は
、「
公
式
を

活
用
す
る
」「
既
習
事
項
を
組
み
合
わ
せ

る
」
と
い
っ
た
こ
と
が
ひ
と
め
で
分
か
る

た
め
、
到
達
目
標
を
意
識
で
き
る
と
生
徒

に
好
評
だ
。
ま
た
、単
元
の
最
後
に
は「
振

り
返
り
シ
ー
ト
」
を
書
か
せ
て
、
そ
の
時

の
学
習
内
容
と
既
習
事
項
と
の
関
連
を
意

識
さ
せ
て
い
る
と
、
市
川
先
生
は
話
す
。

　「
数
学
で
は
、
問
題
が
解
け
て
も
、
そ

の
単
元
の
本
質
を
理
解
で
き
て
い
な
い
生

徒
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
学
習
内
容
を

振
り
返
り
、
他
分
野
と
の
関
連
を
考
え
る

こ
と
で
、
数
学
の
見
方
・
考
え
方
を
つ
か

ん
で
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
シ
ラ
バ
ス
と
連
動
し
て
、
授
業
と
定
期

考
査
も
変
え
、校
内
で
行
う
３
つ
の
試
験

の
目
的
と
構
成
を
再
定
義
し
た
（
図
４
）。

　「
定
期
考
査
で
教
科
の
本
質
の
理
解
を

見
る
問
題
や
初
見
の
資
料
を
扱
っ
た
問
題

な
ど
を
出
す
こ
と
で
、生
徒
の
学
び
の
意

識
転
換
を
図
っ
て
い
ま
す
」（
笠
井
先
生
）

　
こ
こ
で
は
、
国
語
科
と
数
学
科
の
取
り

組
み
を
紹
介
す
る
。

◎
国
語
科
の
取
り
組
み

　
国
語
科
で
は
、
授
業
内
容
の
理
解
を
基

に
、
初
見
の
文
章
を
読
み
取
る
力
を
測
る

こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
、
教
科
書
本
文
と

同
じ
テ
ー
マ
で
、
生
徒
に
と
っ
て
初
見
と

な
る
課
題
文
を
示
し
、
教
科
書
の
素
材
文

と
の
共
通
性
を
論
じ
る
問
題
を
出
し
た
。

　
２
学
期
末
に
は
、
資
料
読
解
の
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
を
行
い
、
学
年
末
考
査
で
は
少

子
化
を
テ
ー
マ
と
し
た
資
料
の
読
み
取
り

問
題
を
出
し
た
。
そ
の
結
果
、
社
会
問
題

に
対
す
る
関
心
や
資
料
を
読
み
取
る
力
に

課
題
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
授
業
で
も

そ
の
育
成
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

◎
数
学
科
の
取
り
組
み

　
数
学
科
の
定
期
考
査
で
も
、
初
見
の
問

題
や
問
題
文
の
読
解
力
が
求
め
ら
れ
る
問

＊学校資料をそのまま掲載。シラバスの全体は、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト
（https://berd.benesse.jp）からダウンロードできます。「HOME →教育情報→高校向け」
でご覧ください。

使える
活
用
Ⅱ
できる
活
用
Ⅰ
分かる
習
得

知識・技能

定期考査

定期考査

実力テスト

校内模試

実力テスト・校内模試

思考・判断（表現）
知識・技能を複
合的に用いて高
度な思考・判断
をし、かつ簡潔に
表現できるか。

知識・技能を活
用して、基本的な
思考・判断がで
き、それを的確に
表現できるか。

基礎となる知識・
技能とその活用
方法を理解してい
るか。

活
用
Ⅱ

活用Ⅰ習得

習得 活用Ⅰ 活用Ⅱ

活用Ⅱ活用Ⅰ

想定
得点率

（%）
10050

60%

50%

40%

定期考査・実力テスト・校内模試それぞれの出題レベルとその比率
を明確にし、教科・科目間で難易度のばらつきがなくなるようにした。
＊学校資料を基に編集部で作成。

資質・能力の３つ
の柱の評価規準を
示し、その科目の
授業でどのように
資質・能力を伸ば
していけばよいの
かを、生徒がイメー
ジしやすくした。

１学年「国語総合」のシラバス（抜粋）　図３

シ
ラ
バ
ス
を
ベ
ー
ス
に

授
業
と
定
期
考
査
を
変
え
る

定期考査・実力テスト・校内模試の目的と構成図４
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18
年
度
は
、多
面
的
評
価
に
も
着
手
し
、

独
自
に
作
成
し
た
自
己
評
価
シ
ー
ト
（
図

５
）を
活
用
し
た
。
シ
ー
ト
は
、「
青
高
力
」

の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
、
自
己
評
価
と
そ
の

理
由
、
資
質
・
能
力
を
高
め
た
活
動
の
記

入
欄
を
設
け
た
も
の
だ
。
18
年
度
は
、
年

度
末
に
記
入
さ
せ
た
が
、
19
年
度
か
ら
は

学
期
に
１
回
の
記
入
を
検
討
し
て
い
る
。

　「
18
年
度
は
、『
仲
間
と
協
力
で
き
た
か

ら
、
協
働
性
は
Ａ
』
と
い
う
よ
う
に
、
甘

く
評
価
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
19

年
度
は
、
客
観
的
に
評
価
す
る
ポ
イ
ン
ト

を
周
知
し
、
メ
タ
認
知
能
力
を
高
め
る
こ

と
が
課
題
で
す
」（
市
川
先
生
）

　「Classi

」（
＊
１
）
に
よ
る
ｅ
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
の
活
用
も
進
め
て
い
る
。
定
期

考
査
と
学
校
行
事
の
振
り
返
り
を
必
須

と
し
、
生
徒
が
個
別
に
行
う
Ｓ
Ｇ
Ｈ
（
＊

２
）
の
活
動
な
ど
も
入
力
さ
せ
る
よ
う
に

し
た
。
ま
た
、
課
題
配
信
機
能
の
テ
ン
プ

レ
ー
ト
を
活
用
し
た
と
こ
ろ
、
記
入
率
が

格
段
に
上
が
っ
た
と
、市
川
先
生
は
語
る
。

　「
そ
の
テ
ン
プ
レ
ー
ト
に
は
、『
よ
か
っ

た
こ
と
』『
今
後
の
活
動
に
生
か
す
こ
と
』

な
ど
、
振
り
返
り
の
観
点
が
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
振
り
返
り
が
し
や
す
く
な
り
、
回

数
を
重
ね
る
度
に
入
力
す
る
量
も
質
も
上

が
っ
て
い
き
ま
し
た
」

　
19
年
度
は
、
振
り
返
り
の
結
果
を
ど
の

よ
う
に
次
の
行
動
に
移
さ
せ
る
か
が
課
題

だ
。
担
任
が
面
談
で
行
動
の
変
容
を
促
し

た
り
、
朝
自
習
の
計
画
を
自
分
で
立
て
さ

せ
る
な
ど
の
方
策
を
検
討
し
て
い
る
。

＊１　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社である Classi 株式会社が提供する、学校教育での ICT 活用を総合的に支援するサービス。　
＊２　文部科学省のスーパーグローバルハイスクール。　

　
そ
う
し
た
一
連
の
改
革
を
牽
引
し
て
き

た
の
が
、
管
理
職
、
教
科
主
任
、
分
掌
主

任
か
ら
成
る
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
委
員
会
」

だ
。
以
前
は
、
教
育
課
程
委
員
会
と
進
路

指
導
委
員
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
担
当

し
て
い
た
が
、
高
大
接
続
改
革
に
よ
っ
て

迅
速
な
意
思
決
定
が
必
要
に
な
っ
た
こ
と

を
機
に
、
16
年
度
に
２
つ
の
委
員
会
を
統

合
し
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
統
括
す
る
組
織

と
し
て
、
同
委
員
会
を
立
ち
上
げ
た
。

　
現
場
か
ら
課
題
や
議
案
が
上
が
る
と
、

大
瀬
教
頭
が
委
員
を
招
集
し
て
議
論
し
、

決
定
事
項
を
す
ぐ
に
職
員
会
議
で
伝
え

て
、
学
校
全
体
で
共
有
し
て
い
る
（
18
年

度
は
６
回
実
施
）。
教
師
間
で
共
通
理
解

を
図
り
な
が
ら
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と

が
、
ス
ム
ー
ズ
な
改
革
の
鍵
だ
と
、
笠
井

先
生
は
強
調
す
る
。

　「
進
路
・
教
務
・
学
年
団
が
個
別
に
動

い
て
い
て
は
、意
思
決
定
が
遅
れ
や
す
く
、

取
り
組
み
の
意
図
も
十
分
浸
透
せ
ず
、
効

果
が
限
定
的
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
管

理
職
・
分
掌
・
学
年
団
の
代
表
者
が
一
堂

に
会
し
た
委
員
会
で
、
課
題
が
ス
ム
ー
ズ

に
共
有
さ
れ
、
機
動
的
に
改
革
を
進
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

　
18
年
度
入
学
生
を
迎
え
て
１
年
間
が

経
っ
た
。
改
革
の
最
大
の
成
果
は
、
シ
ラ

バ
ス
や
自
己
評
価
シ
ー
ト
な
ど
、
コ
ン
ピ

テ
ン
シ
ー
・
ベ
ー
ス
の
教
育
活
動
を
行
う

環
境
が
整
っ
た
こ
と
だ
。
教
師
や
生
徒
の

「
青
高
力
」へ
の
理
解
が
深
ま
り
、「Classi

」

も
、
生
徒
を
よ
り
深
く
見
取
る
上
で
欠
か

せ
な
い
ツ
ー
ル
に
な
っ
て
い
る
。

　
19
年
度
の
課
題
は
、
同
校
の
教
育
活
動

へ
の
保
護
者
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
だ
。

現
在
、
学
年
通
信
を
学
期
に
１
回
、
保
護

者
に
配
布
し
、
学
力
観
の
転
換
、
大
学
入

試
の
変
化
な
ど
、
教
育
動
向
を
伝
え
て
い

る
が
、
十
分
理
解
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い

難
い
。
そ
こ
で
、
同
校
の
改
革
の
ね
ら
い

や
内
容
も
周
知
す
る
こ
と
で
家
庭
の
支
援

を
引
き
出
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
シ
ラ

バ
ス
や
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
か
か
わ
る
課

題
も
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
か
え
っ
て
楽
し

み
で
も
あ
る
と
、
笠
井
先
生
は
語
る
。

　「
初
め
て
の
取
り
組
み
も
、
ま
ず
は
始

め
、
実
践
す
る
中
で
課
題
を
洗
い
出
し
、

随
時
対
応
し
て
い
く
と
い
っ
た
姿
勢
で
進

め
て
き
ま
し
た
。
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、

課
題
を
具
体
的
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
土

台
が
で
き
て
き
た
証
拠
で
す
。
問
題
が

あ
っ
て
も
、
１
つ
ず
つ
着
実
に
解
決
し
て

い
く
こ
と
で
、
本
校
が
理
想
と
す
る
教
育

に
近
づ
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

「青高力」のルーブリックの右端に記入欄を設け、生徒が評価規準を見ながら活動を振り返り、自己評価しやす
いようにした。＊学校資料をそのまま掲載。自己評価シートの全体は、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（https://
berd.benesse.jp）からダウンロードできます。「HOME →教育情報→高校向け」でご覧ください。

ルーブリックに基づいた自己評価シート（抜粋）図５
ｅ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
で

振
り
返
り
を
定
期
的
に
行
わ
せ
る

組
織
改
編
で
機
動
力
の
向
上
と

ス
ム
ー
ズ
な
意
思
決
定
を
実
現
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力
を
獲
得
す
る
た
め
の
「
学
力
」、
主
体

的
に
生
き
抜
く
た
め
に
異
質
な
他
者
と
共

生
し
、
未
来
を
切
り
拓
く
「
グ
ロ
ー
バ
ル

力
」
の
育
成
を
図
っ
て
い
る
。

　
例
え
ば
、「
夢
合
宿
」（
中
学
１
年
次
は

５
泊
、
２
年
次
は
７
泊
、
高
校
は
10
泊
。

郁
文
館
中
学
校
２
年
次
と
郁
文
館
グ
ロ
ー

バ
ル
高
校
２
年
次
は
海
外
研
修
・
海
外
留

学
を
実
施
）
で
は
、
農
林
業
体
験
や
野
外

調
理
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
な
ど
に
よ
る
協
働

活
動
を
通
じ
て
、
社
会
で
求
め
ら
れ
る
人

間
性
や
協
働
性
な
ど
を
養
う
。
郁
文
館
高

校
の
進
路
指
導
部
部
長
の
内
藤
昌
宏
先
生

は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
東
京
都
・
私
立
郁い

く
ぶ
ん
か
ん

文
館
夢ゆ

め
が
く
え
ん

学
園
は
、
郁

文
館
中
学
校
と
郁
文
館
高
校
、
海
外
大

学
へ
の
進
学
も
視
野
に
入
れ
た
指
導
を
行

う
郁
文
館
グ
ロ
ー
バ
ル
高
校
の
３
校
か
ら

成
る
中
高
一
貫
校
だ
。
教
育
目
標
に
「
子

ど
も
た
ち
に
夢
を
持
た
せ

　

夢
を
追
わ
せ

　

夢
を
叶
え
さ
せ
る
」
を
掲
げ
、
そ
の
夢
を

か
な
え
る
た
め
の
３
つ
の
力
と
し
て
、
夢

を
持
ち
、自
ら
人
間
性
を
高
め
て
い
く「
人

間
力
」、
学
ぶ
意
欲
と
学
習
習
慣
を
備
え
、

絶
対
的
な
知
識
と
夢
実
現
に
必
要
な
応
用

　「
高
大
接
続
改
革
で
求
め
ら
れ
て
い
る

資
質
・
能
力
を
育
む
た
め
の
教
育
活
動
は
、

既
に
本
校
で
は
行
わ
れ
て
い
る
と
自
負
し

て
い
ま
す
。
２
０
１
８
年
度
は
、
大
学
入

試
改
革
へ
の
対
応
も
踏
ま
え
た
、
探
究
学

習
や
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
推
進
、
英
語
４

技
能
の
育
成
の
強
化
な
ど
の
取
り
組
み
を

よ
り
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
課
題
で
し
た
」

　
郁
文
館
高
校
で
は
、
次
期
学
習
指
導
要

領
を
見
据
え
て
、
16
年
度
か
ら
「
社
会
探

＊プロフィールは 2019 年３月時点のものです。＊１　Sustainable Development Goals の略。2015 年に国連が掲げた、持続可能な開発目標のこと。
①貧困をなくそう、②飢餓をゼロになど、17 の目標と 169 のターゲットから成る。

東
京
都
・
私
立
郁
文
館
夢
学
園

◎
私
立
郁
文
館
と
し
て
創
立
。
２
０
１
０
年
度
、

男
子
校
か
ら
共
学
化
。
難
関
大
学
の
合
格
を
目
指

す
郁
文
館
中
学
校
・
高
校
と
、
海
外
大
学
進
学
も

視
野
に
入
れ
る
郁
文
館
グ
ロ
ー
バ
ル
高
校
を
設
置
。

◎
設
立

　
１
８
８
９
（
明
治
22
）
年

◎
形
態

　
全
日
制
／
普
通
科
・
国
際
科
／
共
学

◎
生
徒
数

　
学
園
全
体
で
約
１
５
０
０
人

◎
２
０
１
８
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）　
国

公
立
大
は
、
帯
広
畜
産
大
、
東
北
大
、
筑
波
大
、

千
葉
大
、名
古
屋
大
、広
島
大
な
ど
に
21
人
が
合
格
。

私
立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
上
智
大
、
東
京
理
科
大
、

早
稲
田
大
な
ど
に
延
べ
３
９
０
人
が
合
格
。
海
外

大
学
は
、ア
メ
リ
カ
、カ
ナ
ダ
、イ
ギ
リ
ス
、マ
レ
ー

シ
ア
な
ど
の
大
学
に
延
べ
52
人
が
合
格
。

◎U
RL

　https://w
w

w
.ikubunkan.ed.jp/

郁
文
館
高
校

　英
語
科
主
任

牧
野
圭
太
郎

ま
き
の
・
け
い
た
ろ
う

教
職
歴
11
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

11
年
目
。
英
語
科
。

郁
文
館
高
校

　進
路
指
導
部

西
谷
知
穂
　に
し
た
に
・
あ
き
ほ

教
職
歴
14
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

３
年
目
。
国
語
科
。
１
学
年
担
任
。

郁
文
館
高
校

　進
路
指
導
部
部
長

内
藤
昌
宏
　

な
い
と
う
・
ま
さ
ひ
ろ

教
職
歴
33
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

33
年
目
。
英
語
科
。

郁
文
館
グ
ロ
ー
バ
ル
高
校

　夢
教
育

推
進
部
／
留
学
・
国
際
交
流
系
主
任

宮
坂
美
奈
子
　み
や
さ
か
・
み
な
こ

教
職
歴
23
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

23
年
目
。
家
庭
科
。

郁
文
館
グ
ロ
ー
バ
ル
高
校
　統
括
主
任

藤
井
崇
史
　

ふ
じ
い
・
た
か
し

教
職
歴
８
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

８
年
目
。
社
会
科
。

東
京
都
・
私
立
郁い

く
ぶ
ん
か
ん

文
館
夢ゆ

め
が
く
え
ん

学
園

郁
文
館
中
学
校
・
高
校
／
郁
文
館
グ
ロ
ー
バ
ル
高
校

主
体
性
と
協
働
性
、グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
の

育
成
を
目
指
し
た
探
究
学
習
を
推
進

東
京
都
・
私
立
郁
文
館
夢
学
園
で
は
、
学
園
全
体
で
生
徒
主
体
の
探
究
学
習
を
推
進
し
、
主
体
性
や
協
働
性
の
涵
養
を
図
っ
て
き
た
。

２
０
１
８
年
度
か
ら
は
、
教
育
活
動
の
軸
と
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
＊
１
）
を
取
り
入
れ
、
よ
り
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
重
視
し
た
取
り
組
み
に

転
換
し
て
い
る
。

実

践

2
夢
を
か
な
え
る
た
め
の

人
間
力
・
学
力
・
グ
ロ
ー
バ
ル
力

生
徒
の
潜
在
的
な
資
質・
能
力
が

発
揮
さ
れ
る
探
究
学
習
に
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４つの実践に見るこれからの「高１指導」考特集

究
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
社
会
が
抱
え

る
課
題
に
つ
い
て
、
生
徒
が
自
ら
テ
ー
マ

を
決
め
、
問
題
提
起
と
仮
説
・
検
証
を
行

う
探
究
学
習
で
、
そ
の
進
め
方
は
次
の
通

り
だ
。

　
１
年
次
の
４
～
10
月
、
１
年
生
全
員
で

起
業
体
験
を
行
い
、
社
会
に
対
す
る
課
題

や
気
づ
き
を
得
る
。
２
学
期
に
は
、
そ
れ

を
基
に
、
社
会
問
題
を
分
類
し
た
13
領
域

か
ら
１
つ
選
び
、
学
級
横
断
で
５
～
６
人

の
グ
ル
ー
プ
を
組
ん
で
、
研
究
テ
ー
マ
を

設
定
す
る
。
領
域
は
、「
国
際
政
治
・
社

会
の
課
題
と
日
本
の
か
か
わ
り
方
」な
ど
、

文
系
６
領
域
、「
モ
ノ
づ
く
り
の
こ
れ
か

ら
と
人
間
・
社
会
」
な
ど
、
理
系
３
領
域
、

「
経
済
発
展
と
環
境
・
持
続
可
能
な
社
会
」

な
ど
、
文
理
融
合
４
領
域
で
あ
る
。

　
２
年
次
に
は
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
探
究

学
習
を
行
う
。
１
学
期
に
、
調
査
方
法
や

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
探
究
学
習

を
進
め
る
上
で
必
要
な
知
識
や
ス
キ
ル
を

学
び
、
夏
季
休
業
以
降
、
研
究
テ
ー
マ
に

応
じ
て
大
学
や
企
業
な
ど
で
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
を
実
施
。
10
月
上
旬
の
文
化
祭
で

中
間
発
表
を
行
い
、
３
学
期
に
全
グ
ル
ー

プ
が
発
表
用
の
動
画
を
作
成
し
て
、
そ
れ

を
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
配
信
し
、
代
表
グ

ル
ー
プ
が
保
護
者
会
で
発
表
す
る
。

　
18
年
度
は
、「
社
会
探
究
」
の
成
果
を

＊２　Newspaper in Education の略。新聞などを教材として活用する教育活動。　＊３ Project/Problem Based Learning（問題解決型学習）の略。　

携
え
て
外
部
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
す
る

こ
と
を
推
奨
し
た
。
あ
る
グ
ル
ー
プ
は
、

東
京
都
環
境
局
が
行
っ
た
「
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ス
ト
ロ
ー
に
代
わ
る
ア
イ
デ
ア
募
集
」

に
応
募
し
、
飴
細
工
の
ス
ト
ロ
ー
を
提
案

し
て
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
（
写
真
１
）。

地
元
の
飴
細
工
職
人
に
依
頼
し
て
試
作
品

を
製
作
す
る
な
ど
、
グ
ル
ー
プ
の
意
欲
的

な
活
動
が
実
っ
た
。

　「『
社
会
探
究
』
で
は
、
教
科
学
習
が
必

ず
し
も
得
意
で
は
な
い
生
徒
が
リ
ー
ド
し

て
グ
ル
ー
プ
を
ま
と
め
る
な
ど
、
そ
の
生

徒
が
持
つ
資
質
・
能
力
を
発
揮
し
て
い
ま

す
。
生
徒
が
こ
れ
ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た

力
を
自
覚
し
、
自
己
効
力
感
を
高
め
る
こ

と
が
で
き
る
の
も
、
探
究
学
習
の
よ
さ
だ

と
実
感
し
て
い
ま
す
」（
内
藤
先
生
）

験
を
基
に
研
究
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
探
究

し
、
最
終
的
に
個
人
で
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と

め
る
計
画
だ
。

　「
Ｐ
Ｂ
Ｌ
ツ
ア
ー
」
と
し
た
ね
ら
い
は
、

視
野
を
広
げ
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
手

法
を
学
ぶ
こ
と
だ
と
、西
谷
先
生
は
語
る
。

　「
こ
れ
ま
で
は
、
研
究
の
進
め
方
を
生

徒
に
任
せ
て
い
た
た
め
、
大
学
や
企
業
な

ど
に
自
ら
連
絡
し
て
探
究
す
る
グ
ル
ー
プ

も
あ
れ
ば
、
自
分
た
ち
で
調
べ
学
習
を
し

て
ま
と
め
る
と
い
っ
た
グ
ル
ー
プ
も
あ

り
、探
究
の
レ
ベ
ル
に
差
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
全
員
必

須
と
し
、自
分
で
探
究
を
深
め
る
土
台
を

身
に
つ
け
さ
せ
よ
う
と
考
え
ま
し
た
」

　
毎
朝
全
校
で
行
う
Ｎ
Ｉ
Ｅ
で
も
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
と
の
連
動
を
進
め
て
い
る
（
写
真

２
）。
以
前
は
、
生
徒
に
関
心
の
あ
る
ト

　
18
年
度
か
ら
は
、
探
究
テ
ー
マ
を
、
持

続
可
能
な
開
発
目
標
で
あ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

17
の
目
標
と
絡
め
て
考
え
さ
せ
る
実
践
を

行
っ
て
い
る
。進
路
指
導
部
の
西に

し

谷た
に

知あ
き

穂ほ

先
生
は
、そ
の
ね
ら
い
を
こ
う
語
る
。

　「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
は
社
会
の
諸
課
題
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
生
徒
は
探
究
学
習

の
テ
ー
マ
を
具
体
的
に
絞
り
込
み
や
す
く

な
り
ま
す
。
従
来
か
ら
行
っ
て
い
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
や
Ｎ
Ｉ
Ｅ
（
＊
２
）
な
ど

も
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点
か
ら
関
連
づ
け
る

こ
と
が
で
き
、
個
々
の
取
り
組
み
と
の
相

乗
効
果
も
高
ま
る
と
考
え
ま
し
た
」

　
そ
れ
に
伴
い
、
２
年
次
の
１
学
期
に
行

う
修
学
旅
行
を「
Ｐ
Ｂ
Ｌ（
＊
３
）ツ
ア
ー
」

と
し
、「
社
会
探
究
」
の
起
点
に
す
る
こ

と
に
し
た
。
北
海
道
美び

幌ほ
ろ

町
・
知し

れ
と
こ床

は
食

糧
問
題
・
自
然
と
の
共
生
、
鹿
児
島
県
屋

久
島
・
口く

ち
の
え永

良ら

ぶ部
島じ

ま

は
生
態
系
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
は
貧
困
問
題
と
い
っ
た
よ
う
に
、
行

き
先
は
生
徒
が
探
究
し
た
い
課
題
か
ら
考

え
ら
れ
る
よ
う
、
国
内
５
か
所
、
海
外
３

か
所
に
設
定
。生
徒
は
各
自
の
課
題
意
識

に
応
じ
て
行
き
先
を
選
び
、
４
～
６
人

が
１
グ
ル
ー
プ
と
な
っ
て
現
地
で
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
う
。
そ
し
て
、
そ
の
体

写真１　東京都環境局のアイデア
募集で、飴細工のストローを提案
する生徒たち。応募総数 921 件
の中、最優秀賞を受賞した。

写真２　ＮＩＥの活用の様子。生徒が家庭から持参
した新聞から、関心がある記事を選んで要約。その
後、グループに分かれて意見交換・発表を行う。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点
か
ら

社
会
の
課
題
に
迫
る
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ピ
ッ
ク
を
選
ば
せ
て
い
た
が
、18
年
度
は
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
関
連
し
た
記
事
を
選
ん
で
課

題
や
解
決
策
を
考
え
さ
せ
た
（
図
１
）。

　

　「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
教
育
活
動
の
軸
と
し
た

こ
と
で
、
特
に
地
理
歴
史
、
公
民
、
理
科

で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
関
連
づ
け
た
話
が
し

や
す
く
な
り
ま
し
た
。
生
徒
も
、
授
業
で

学
ぶ
内
容
が
社
会
の
課
題
と
ど
の
よ
う
に

結
び
つ
い
て
い
る
の
か
を
、
実
感
し
や
す

く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
」（
西
谷
先
生
）

　
郁
文
館
高
校
が
探
究
学
習
の
転
換
を
図

る
一
方
、郁
文
館
グ
ロ
ー
バ
ル
高
校
で
は
、

政
治
家
・
経
営
者
の
ス
ピ
ー
チ
や
現
代
社

会
の
課
題
に
か
か
わ
る
ト
ピ
ッ
ク
を
扱
っ

た
り
と
、単
元
の
並
べ
替
え
や
教
科
間
連

携
を
行
う
こ
と
で
、生
徒
の
教
養
を
高
め
、

興
味
・
関
心
を
引
き
出
す
の
で
あ
る
。

　「
生
徒
は
、
探
究
学
習
を
進
め
る
上
で

の
ヒ
ン
ト
や
材
料
を
教
科
の
授
業
で
学
ん

だ
こ
と
か
ら
探
す
よ
う
に
な
り
、
教
科
の

授
業
を
聞
く
姿
勢
も
変
化
し
て
い
ま
す
。

各
教
科
・
科
目
で
学
ん
だ
知
識
や
技
能
、

思
考
力
な
ど
を
、『
協
働
ゼ
ミ
』
で
発
揮

す
る
と
い
う
流
れ
を
つ
く
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
」（
藤
井
先
生
）

　
19
年
度
は
、
教
科
の
内
容
と
「
協
働
ゼ

ミ
」
の
関
係
を
示
す
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ッ

プ
を
作
成
す
る
予
定
だ
。「
協
働
ゼ
ミ
」

で
求
め
ら
れ
る
リ
テ
ラ
シ
ー
や
コ
ン
ピ
テ

ン
シ
ー
と
、
各
教
科
・
科
目
の
各
単
元
で

学
ぶ
内
容
の
関
係
を
明
確
化
し
、
不
足
し

て
い
る
点
は
教
科
の
指
導
計
画
に
盛
り
込

ん
で
も
ら
う
な
ど
、
教
科
の
授
業
と
の
連

動
を
さ
ら
に
強
め
て
い
く
。

　
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
推
進
に
も
、
18
年

度
１
学
年
か
ら
着
手
し
た
。
特
に
、
海
外

大
学
へ
の
進
学
や
Ａ
Ｏ
・
推
薦
入
試
の
受

13
年
度
か
ら
探
究
学
習
と
し
て
「
協
働
ゼ

ミ
」
を
行
っ
て
き
た
実
績
が
あ
る
。
現
在

は
、「
ビ
ジ
ネ
ス
」「
社
会
福
祉
」
な
ど
、

生
徒
の
興
味
・
関
心
か
ら
設
定
さ
れ
た
17

の
ゼ
ミ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
10
～
20
人
で
活
動

し
て
い
る
。
各
ゼ
ミ
に
は
教
師
１
人
が
顧

問
と
し
て
つ
き
、
卒
業
生
１
人
が
コ
ー
チ

と
し
て
研
究
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

　「
協
働
ゼ
ミ
」
の
最
大
の
特
徴
は
、
生

徒
の
主
体
性
と
協
働
性
の
涵
養
を
重
視
し

て
い
る
点
だ
。
ゼ
ミ
の
メ
ン
バ
ー
は
３
学

年
横
断
で
、
３
年
生
が
ゼ
ミ
長
を
務
め
る

（
図
２
）。
ゼ
ミ
長
は
、
リ
ー
ダ
ー
研
修
を

受
け
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
リ
ー
ダ
ー
ス

キ
ル
の
違
い
や
、
組
織
の
つ
く
り
方
な
ど

を
学
ぶ
。
郁
文
館
グ
ロ
ー
バ
ル
高
校
統
括

主
任
の
藤
井
崇た

か

史し

先
生
は
、
そ
の
ね
ら
い

を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
ゼ
ミ
内
で
合
意
形
成
を
図
り
な
が
ら
、

主
体
的
に
社
会
問
題
に
関
す
る
テ
ー
マ

を
追
究
し
て
い
く
中
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
協
働
の
作
法
を
学
ぶ
こ
と
を
重

視
し
て
い
ま
す
。
研
究
成
果
は
、
そ
の
副

産
物
と
捉
え
て
い
ま
す
」

　「
協
働
ゼ
ミ
」
は
、
４
月
に
１
年
生
が

ゼ
ミ
を
選
択
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。

１
学
期
か
ら
夏
季
休
業
に
か
け
て
協
働
研

究
を
行
っ
た
後
、
生
徒
が
個
別
に
研
究

テ
ー
マ
を
設
定
。
12
月
に
レ
ポ
ー
ト
を
提

出
し
、
保
護
者
を
招
待
し
た
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
大
会
で
、
１
年
生
は
研
究
成

果
を
発
表
す
る
。
活
動
の
評
価
は
、
独
自

の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
使
い
、
レ
ポ
ー
ト

だ
け
で
な
く
、
途
中
で
提
出
す
る
研
究
計

画
書
や
先
行
研
究
レ
ポ
ー
ト
、
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
総
合
し
て
行
わ
れ

る
。
ゼ
ミ
全
体
で
の
研
究
成
果
よ
り
も
、

個
々
の
研
究
活
動
を
対
象
に
評
価
し
て
い

る
の
は
、
主
体
性
や
協
働
性
を
重
視
し
て

い
る
た
め
だ
。

　
18
年
度
は
、
教
科
の
授
業
と
「
協
働
ゼ

ミ
」を
連
動
さ
せ
よ
う
と
改
善
を
図
っ
た
。

例
え
ば
、世
界
史
の
授
業
で
は
、
宗
教
問

題
な
ど
、
現
代
の
社
会
問
題
の
背
景
を
解

説
し
た
り
、
英
語
の
授
業
で
は
、
海
外
の

NIEでは、SDGsと関連した記事に着目させて、考えを深めさせ
ている。＊学校資料をそのまま掲載。

NIEのワークシート図１

ｅ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の

有
効
活
用
を
検
討

生
徒
主
体
の「
協
働
ゼ
ミ
」で

協
働
の
作
法
を
学
ぶ
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４つの実践に見るこれからの「高１指導」考特集

験
者
が
多
い
郁
文
館
グ
ロ
ー
バ
ル
高
校
で

は
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
重
要
性
は
一
層

高
ま
る
と
考
え
て
い
る
。
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ

オ
担
当
の
宮
坂
美
奈
子
先
生
は
、
次
の
よ

う
に
語
る
。

　「
郁
文
館
グ
ロ
ー
バ
ル
高
校
の
生
徒
は
、

約
４
割
が
海
外
の
大
学
に
進
学
し
、
国

内
受
験
も
Ａ
Ｏ
・
推
薦
入
試
が
ほ
と
ん
ど

で
、
ど
ち
ら
の
入
試
で
も
高
校
時
代
の
活

動
と
、そ
れ
を
通
し
て
身
に
つ
け
た
資
質
・

能
力
が
メ
タ
認
知
で
き
て
い
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
現
在
は
、
時
系
列
に
沿
っ

＊４　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社である Classi 株式会社が提供する、学校教育での ICT 活用を総合的に支援するサービス。

2018年度の協働ゼミのテーマ
日本臺

たいわん

灣文化（注１）、ビジネス、ツーリズム、社会福祉、地域活性、アフリカ、法と政治、アート、アジア、食、
口永良部島、教育、エコロジー、STEM 教育（注２）、メディアデザイン、スポーツ、人間科学（心理、哲学）
注１）日本と台湾の文化。　注 2）STEM は、Science、Technology、Engineering 、Mathematics の頭文字で、STEM 教育は、
科学・技術・工学・数学に重点を置いた教育、人材育成のこと。

《役割》　•コーチング、コーディネーター
生徒の主体性やリーダーシップを引き出し、チームワーク、フォロワーシップを育む。
※プロジェクトの目標達成はあくまでその手段というのが授業のスタンス。時には失敗も、それが生徒
の学びになると考えられるのであれば、あえてさせる。試行錯誤と実践にこそ、価値を置く。

《ゼミ長研修》
•リーダーシップ醸成
• ラーニングアジリティ鍛錬
• 目標設定とＰＤＣＡサイクル

を促進させる
• 授業設計のフォロー

《役割》
• 添削
• 成績評価

て
蓄
積
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
、
生
徒

自
身
が
活
動
を
系
統
立
て
て
分
類
し
、
効

果
的
な
振
り
返
り
が
で
き
る
よ
う
、
指
導

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
18
年
度
は
、「Classi

」（
＊
４
）
の
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
や
学
習
記
録
機
能
と
並
行
し

て
、「
社
会
探
究
」
や
「
協
働
ゼ
ミ
」
の

成
果
、Ｎ
Ｉ
Ｅ
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
、
読
書

感
想
文
な
ど
、紙
の
記
録
も
ま
と
め
て
い

る
。特
に「
社
会
探
究
」で
は
、
探
究
学
習

の
過
程
で
作
成
し
た
マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
な

ど
、手
書
き
の
記
録
も
多
く
、紙
と
ｅ
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
を
併
用
し
て
い
る
が
、
今
後

の
大
学
入
試
改
革
を
見
据
え
て
、「Classi

」

の
活
用
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
る
。

　
英
語
４
技
能
の
育
成
に
向
け
た
授
業
改

善
も
進
め
て
い
る
。
特
に
、
学
力
層
が
幅

広
い
郁
文
館
高
校
で
は
、
か
つ
て
は
読
解

中
心
の
指
導
だ
っ
た
が
、
18
年
度
１
学
年

か
ら
は
、
学
習
内
容
を
自
分
の
言
葉
で
伝

え
る
リ
テ
リ
ン
グ
重
視
へ
と
転
換
し
た
。

単
元
の
最
後
に
、
学
ん
だ
こ
と
を
英
語
で

書
い
た
り
話
し
た
り
で
き
る
よ
う
に
な
る

こ
と
を
目
標
と
し
、
定
期
考
査
で
は
長
め

の
英
作
文
を
課
す
な
ど
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

の
場
面
を
増
や
し
た
。

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
、
ス
ピ
ー

キ
ン
グ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ
ス
ト
も

行
っ
て
い
る
。
英
語
科
主
任
の
牧
野
圭
太

郎
先
生
は
、そ
の
方
法
を
こ
う
説
明
す
る
。

　「
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
自
分
が
英
語
を

話
す
姿
を
動
画
と
し
て
記
録
し
、
そ
れ
を

提
出
さ
せ
て
、
評
価
の
対
象
と
し
て
い
ま

す
。
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ
ス
ト
を
教
師
と

生
徒
の
１
対
１
で
行
う
と
、
生
徒
に
待
ち

時
間
が
発
生
し
、評
価
も
大
変
で
し
た
が
、

そ
う
い
っ
た
課
題
が
解
消
さ
れ
ま
し
た
」

　
19
年
度
２
学
年
で
は
、「
社
会
探
究
」

と
の
連
動
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。
例
え

ば
、
生
徒
に
「
ク
ロ
ー
ン
技
術
」
に
つ
い

て
英
語
で
説
明
さ
せ
る
な
ど
、
専
門
的
な

内
容
を
英
語
で
発
表
で
き
る
よ
う
、
リ
テ

リ
ン
グ
力
を
高
め
て
い
き
た
い
考
え
だ
。

　
ま
た
、
進
路
指
導
で
は
個
別
の
対
応
が

一
層
重
要
に
な
る
と
、
内
藤
先
生
は
考
え

て
い
る
。

　「
Ａ
Ｏ
・
推
薦
入
試
の
募
集
人
員
の
拡

大
が
見
込
ま
れ
る
中
、
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
に

合
う
入
試
形
態
を
、
教
師
が
見
極
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
生

徒
と
の
面
談
を
綿
密
に
行
い
、
教
師
同
士

で
情
報
共
有
を
図
り
な
が
ら
、
大
学
入
試

改
革
に
対
応
し
た
進
路
指
導
を
模
索
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

協働ゼミ担当教員

顧問教員＆
ゼミコーチ

（各ゼミ２人）

顧問・
協働ゼミ担当教員

（各ゼミ２人）

＊学校資料を基に編集部で作成。

学び合い
講演・ディスカッション

○○ゼミ
ゼミ長が大テーマと
目標を設定

好奇心を核に
生徒たちが
授業を設計

生徒それぞれが
個別テーマを設定し、
研究レポート・論文を執筆

ゼミ長生徒を中心としたゼミ活動

実社会とのかかわり

＝

協働（リアリティー）

「協働ゼミ」の全体像図２

英
語
４
技
能
の
育
成
に
向
け
、

リ
テ
リ
ン
グ
重
視
の
指
導
に
転
換

ゼミ長生徒たち

ゼミ生 ゼミ生
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革
な
ど
の
最
新
情
報
を
共
有
す
る
校
内
研

修
を
実
施
。
そ
し
て
、
必
要
な
改
善
策
に

つ
い
て
全
教
師
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

い
、
そ
の
結
果
を
共
有
。
18
年
度
１
学
年

を
中
心
に
そ
れ
ら
を
実
践
し
て
い
っ
た
。

　
新
し
い
取
り
組
み
の
１
つ
が
、「
総
合

的
な
学
習
の
時
間
」（
以
下
、
総
合
学
習
）

に
お
け
る
探
究
学
習
だ
。「
わ
が
ま
ち
相

生
探
究
活
動
」
と
銘
打
ち
、
地
域
の
よ
さ

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
Ｃ
Ｍ
を
相
生
市
に
提
言

す
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
活
動
を
行
っ

た
。
１
学
年
主
任
の
荒あ

ら
う
ち内

秀
明
先
生
は
、

そ
の
背
景
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
本
校
の
総
合
学
習
は
、
そ
れ
ま
で
進

路
学
習
が
中
心
で
し
た
が
、
探
究
の
テ
ー

　
地
域
の
進
学
校
と
し
て
、
多
数
の
国
公

立
大
学
進
学
者
を
輩
出
す
る
兵
庫
県
立

相あ
い
お
い生

高
校
は
、
２
０
１
５
年
度
の
県
内
公

立
高
校
の
学
区
再
編
を
機
に
、
地
域
の
学

力
上
位
層
が
他
地
域
の
高
校
に
進
学
す
る

状
況
が
続
い
て
い
る
。
西
茂
樹
校
長
は
、

生
徒
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
生
徒
た
ち
は
、
真
面
目
で
す
が
お
と

な
し
く
、
主
体
性
を
高
め
る
こ
と
が
課
題

で
し
た
」

　
18
年
度
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
18
年
２

月
に
外
部
講
師
を
招
い
て
大
学
入
試
改

マ
を
自
分
の
将
来
に
結
び
つ
け
な
が
ら
学

び
を
深
め
さ
せ
、
主
体
性
や
協
働
性
を
育

み
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
そ
う
し
た
折
、

相
生
市
か
ら
高
校
生
の
意
見
を
市
政
に
取

り
入
れ
た
い
と
い
う
申
し
出
が
あ
り
ま
し

た
。
自
分
と
か
か
わ
り
が
深
い
地
域
の
課

題
を
探
究
の
テ
ー
マ
と
す
れ
ば
、
生
徒
の

意
欲
が
高
ま
り
や
す
い
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ま
し
た
」

　
活
動
の
流
れ
は
、
図
１
の
通
り
だ
。
医

療
、
子
育
て
、
観
光
な
ど
、
関
心
の
高
い

分
野
ご
と
に
生
徒
を
学
級
横
断
の
形
で
５

人
１
グ
ル
ー
プ
と
し
、
８
グ
ル
ー
プ
に
つ

き
１
人
の
教
師
が
担
当
に
つ
い
た
。
そ
し

て
、
相
生
市
職
員
か
ら
市
の
特
色
や
課
題

＊プロフィールは2019年３月時点のものです。

兵
庫
県
立
相
生
高
校

◎
校
訓
は
「
自
律

　
創
造

　
敬
愛
」。
兵
庫
県
教
育

委
員
会
「
理
数
教
育
等
学
力
向
上
重
点
指
定
校
」

と
し
て
、
自
然
科
学
コ
ー
ス
を
中
心
と
し
た
理
数

教
育
の
充
実
、
国
際
理
解
教
育
の
推
進
、
表
現
力

を
高
め
る
取
り
組
み
に
力
を
入
れ
る
。
企
業
や
大

学
な
ど
、
地
域
と
連
携
し
た
活
動
も
盛
ん
。

◎
設
立

　
１
９
７
７
（
昭
和
52
）
年

◎
形
態

　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数

　
１
学
年
約
２
０
０
人

◎
２
０
１
８
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）　
国

公
立
大
は
、
京
都
教
育
大
、
神
戸
大
、
兵
庫
教
育
大
、

鳥
取
大
、
兵
庫
県
立
大
な
ど
に
51
人
が
合
格
。
私

立
大
は
、
立
命
館
大
、
関
西
大
、
近
畿
大
、
関
西

学
院
大
、
甲
南
大
な
ど
に
延
べ
３
７
１
人
が
合
格
。

◎U
RL

　https://w
w

w
.hyogo-c.ed.jp/~

aioi-hs/

１
学
年
主
任

荒
内
秀
明

あ
ら
う
ち
・
ひ
で
あ
き

教
職
歴
29
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

２
年
目
。
数
学
科
。

進
路
指
導
部
長

桑
田
卓
郎
　

く
わ
た
・
た
く
ろ
う

教
職
歴
31
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

７
年
目
。
地
理
歴
史
・
公
民
科
。

校
長西　

茂
樹
　

に
し
・
し
げ
き

教
職
歴
35
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

２
年
目
。

１
学
年
担
任

山
本
一
芳
　

や
ま
も
と
・
か
ず
よ
し

教
職
歴
22
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

１
年
目
。
理
科
。

英
語
科
主
任
、
総
務
広
報
部
長

岸
本
由
樹
　

き
し
も
と
・
ゆ
き

教
職
歴
32
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

５
年
目
。
英
語
科
。

兵
庫
県
立
相あ

い

お

い生
高
校

１
学
年
独
自
の
活
動
と
と
も
に
、全
校
で
情
報
を

共
有
し
な
が
ら
授
業
や
定
期
考
査
を
改
善

兵
庫
県
立
相
生
高
校
で
は
、
２
０
１
８
年
度
、
１
学
年
団
の
教
師
全
員
で
指
導
の
目
線
を
合
わ
せ
、

探
究
学
習
の
推
進
、
授
業
や
定
期
考
査
の
改
善
、
英
語
４
技
能
の
育
成
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
蓄
積
と
い
っ
た
教
育
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

そ
の
過
程
で
、
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
作
成
し
、
組
織
的
に
取
り
組
む
体
制
を
整
え
て
い
る
。

実

践

3

市
へ
の
提
言
を
目
指
し
た
探
究
学
習

で
主
体
性
や
協
働
性
な
ど
を
育
む
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な
ど
の
説
明
を
受
け
、
一
人
ひ
と
り
が
探

究
し
た
い
テ
ー
マ
と
理
由
を
書
き
、
そ
れ

を
持
ち
寄
っ
て
グ
ル
ー
プ
で
議
論
し
、
１

つ
の
テ
ー
マ
を
設
定
し
た
。
１
学
年
担
任

の
山
本
一か

ず
よ
し芳

先
生
は
、
こ
う
述
べ
る
。

　「
テ
ー
マ
設
定
は
、
探
究
学
習
の
中
で

も
難
し
い
プ
ロ
セ
ス
で
す
が
、
ま
ず
１

人
で
し
っ
か
り
考
え
さ
せ
て
、
そ
れ
を
基

に
メ
ン
バ
ー
と
議
論
し
、
よ
り
具
体
的
な

テ
ー
マ
に
し
て
い
ま
し
た
。
探
究
し
に
く

い
テ
ー
マ
を
選
ぶ
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
ま
し

た
が
、
壁
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
も
学
び
と
捉

え
、
生
徒
の
考
え
を
尊
重
し
ま
し
た
」

　
次
に
、
探
究
す
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の

調
べ
学
習
を
行
っ
た
。
そ
の
際
、
生
徒
に

「
主
張
に
は
根
拠
が
必
要
だ
」
と
繰
り
返

し
伝
え
、
表
面
的
な
主
張
に
な
ら
な
い
よ

う
に
意
識
さ
せ
た
。
そ
し
て
、
探
究
し
た

テ
ー
マ
に
関
す
る
提
案
を
ポ
ス
タ
ー
に
ま

と
め
、
担
当
教
師
ご
と
の
グ
ル
ー
プ
で
ま

と
ま
っ
て
発
表
。
評
価
は
、生
徒
と
教
師
、

相
生
市
職
員
が
「
ア
ド
バ
イ
ス
シ
ー
ト
」

に
記
入
し
て
行
っ
た
。
発
表
に
対
し
て
寄

せ
ら
れ
た
意
見
を
踏
ま
え
て
Ｃ
Ｍ
の
シ
ナ

リ
オ
を
作
成
し
、
19
年
２
月
に
紙
芝
居
形

式
の
Ｃ
Ｍ
を
発
表
し
た
（
図
２
）。

ポスター発表では、相生市職員から「若い世代の目線」と「具体的なアイデア」
を望んでいることが伝えられていた。それを踏まえて、各グループは C Ｍの
シナリオを検討し、紙芝居の形でアイデアを表現して発表した。
＊学校資料をそのまま掲載。

＊学校資料を基に編集部で作成。

目
標
の
イ
メ
ー
ジ
を
具
体
的
に
持
て
る
よ

う
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
作
成
す
る
こ
と
で

す
」（
山
本
先
生
）

　
生
徒
が
主
体
的
、
協
働
的
に
活
動
し
、

そ
れ
を
振
り
返
る
機
会
を
充
実
さ
せ
る
こ

と
で
、生
徒
の
姿
勢
は
変
容
し
つ
つ
あ
る
。

　「
き
っ
か
け
を
与
え
ら
れ
て
か
ら
動
く

の
で
は
な
く
、
次
第
に
自
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
参
加
す
る
な
ど
、
主
体
的
、
積

極
的
な
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
」（
荒
内
先
生
）

　
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
の
育
成
を

目
指
し
た
授
業
や
定
期
考
査
の
改
善
に
も

着
手
し
た（
Ｐ
．16
図
３
）。
進
路
指
導
部

長
の
桑
田
卓
郎
先
生
は
、
こ
う
述
べ
る
。

　「
数
学
科
で
は
類
題
の
解
法
を
説
明
し

合
っ
た
り
、
体
育
科
で
は
ハ
ー
ド
ル
を
う

ま
く
跳
ぶ
方
法
を
話
し
合
っ
た
り
、
各
教

科
・
科
目
の
特
性
を
生
か
し
な
が
ら
、
ペ

ア
や
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
協
働
学
習
を
取
り

入
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
」

　
定
期
考
査
で
は
、
10
％
程
度
の
配
点
を

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
を
測
る
問
題

と
す
る
こ
と
を
ル
ー
ル
と
し
た
。「
大
学

入
学
共
通
テ
ス
ト
」
の
試
行
調
査
が
行
わ

　「
ポ
ス
タ
ー
発
表
を
経
た
こ
と
で
伝
え

た
い
内
容
が
精
選
さ
れ
、
Ｃ
Ｍ
で
の
表
現

方
法
が
ど
の
グ
ル
ー
プ
で
も
工
夫
さ
れ
て

い
ま
し
た
」（
山
本
先
生
）

　
19
年
３
月
に
は
市
長
を
招
い
た
全
体
発

表
を
行
い
、
ポ
ス
タ
ー
と
Ｃ
Ｍ
そ
れ
ぞ
れ

の
優
秀
作
品
が
表
彰
さ
れ
た
。

　「
学
級
横
断
の
グ
ル
ー
プ
と
し
た
の
で
、

あ
ま
り
知
ら
な
い
生
徒
同
士
が
メ
ン
バ
ー

と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
う
し
た
中
で
も
１

つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
自
分
の
意
見
を
主

張
し
、
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。
今
後
の
課
題
は
、
生
徒
が
到
達

１学年「総合的な学習の時間」の進め方　図１

生徒が作成した相生市の紙芝居形式のＣＭ（例）　図２

定
期
考
査
で
出
題
の
10
％
程
度
を

思
考
力
等
を
測
る
問
題
に

導入 グループ探究 まとめ

４
月

５
月

６
月

７
月

９
月

10
月

11
月

12
月

１
月

２
月

３
月

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

相
生
市
職
員
講
演

グ
ル
ー
プ
分
け

テ
ー
マ
決
め

資
料
収
集

主
張
提
案
検
討

ポ
ス
タ
ー
下
書
き

ポ
ス
タ
ー
清
書

ポ
ス
タ
ー
発
表

Ｃ
Ｍ
シ
ナ
リ
オ

Ｃ
Ｍ
下
書
き

Ｃ
Ｍ
清
書

Ｃ
Ｍ
発
表

全
体
発
表
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れ
た
11
月
以
降
、
そ
の
出
題
形
式
に
合
わ

せ
た
作
問
も
意
識
し
て
い
る
。

　「
英
語
科
で
は
、
世
界
史
担
当
の
教
師

と
相
談
し
、
世
界
史
に
関
連
し
た
ト
ピ
ッ

ク
の
問
題
を
出
す
な
ど
、
教
科
間
の
連
携

も
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
」（
荒
内
先
生
）

　
そ
れ
ら
の
授
業
の
指
導
案
・
教
材
、
定

期
考
査
の
問
題
は
、
職
員
会
議
や
パ
ソ
コ

ン
の
共
有
フ
ォ
ル
ダ
ー
を
活
用
し
て
全
教

科
・
科
目
で
共
有
し
、
全
校
の
組
織
的
な

取
り
組
み
と
な
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
英
語
科
で
は
、大
学
入
試
に
お
け
る
英

た
。
そ
れ
は
、
学
校
行
事
の
ほ
か
、
部
活

動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、
活
動
ご

と
に
記
録
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

　「
活
動
の
振
り
返
り
と
と
も
に
、
以
前

の
自
分
と
比
べ
た
変
化
を
捉
え
て
書
く
よ

う
に
伝
え
て
い
ま
す
。
活
動
の
成
果
と
い

う
と
、
成
績
や
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
物
に
目
が

向
き
が
ち
で
す
が
、『
〇
〇
が
苦
手
だ
と

分
か
り
、次
は
こ
う
頑
張
り
た
い
』と
い
っ

た
気
づ
き
を
得
る
こ
と
も
大
き
な
成
果
だ

と
、生
徒
に
話
し
て
い
ま
す
」（
荒
内
先
生
）

　「
生
徒
活
動
報
告
書
」
は
、
教
師
用
の

記
入
用
紙
も
あ
る
。
学
校
行
事
や
部
活
動

な
ど
に
お
け
る
生
徒
の
印
象
的
な
姿
を
記

入
し
、
生
徒
の
様
子
を
教
師
間
で
共
有
し

や
す
く
す
る
た
め
だ
。

　
ま
た
、「
マ
ナ
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
（
＊
１
）
も
併
用
し
て
、
探
究

学
習
の
振
り
返
り
な
ど
も
記
録
さ
せ
て
い

る
。
今
後
は
、「JA

PA
N

 e-Portfolio

」（
＊

２
）
と
の
連
携
も
進
め
る
考
え
だ
。

　
１
学
年
団
の
新
た
な
挑
戦
が
進
む
に
つ

れ
、
西
校
長
は
、
も
っ
と
組
織
的
な
動
き

に
す
る
必
要
性
を
感
じ
た
と
語
る
。

　「
大
学
入
試
改
革
や
次
期
学
習
指
導
要

語
４
技
能
の
評
価
を
見
据
え
た
指
導
改
善

も
進
め
て
い
る
。特
に「
話
す
」「
書
く
」を

苦
手
と
す
る
生
徒
が
少
な
く
な
い
た
め
、

自
分
の
意
見
を
英
語
で
発
信
す
る
ペ
ア

ワ
ー
ク
な
ど
を
充
実
さ
せ
た
。英
語
科
主

任
の
岸
本
由
樹
先
生
は
、こ
う
説
明
す
る
。

　「
十
分
な
量
を
発
信
さ
せ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
が
、
一
方
で
ど
こ
ま
で
正
確
性
を

求
め
る
か
を
、
英
語
科
で
Ａ
Ｌ
Ｔ
も
交
え

て
議
論
し
て
い
ま
す
。
正
確
性
を
求
め
す

ぎ
る
と
、
生
徒
は
そ
れ
を
気
に
し
て
話
し

た
り
書
い
た
り
す
る
こ
と
を
た
め
ら
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
英
語
の
資
格
・
検
定
試
験

の
採
点
結
果
な
ど
も
参
考
に
し
な
が
ら
、

指
導
の
方
向
性
を
見
定
め
て
い
き
ま
す
」

　
毎
日
の
昼
休
み
に
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
会
話
す

る
場
を
設
定
。
参
加
者
に
は
成
績
に
加
点

す
る
仕
組
み
を
導
入
し
た
と
こ
ろ
、
１
年

生
の
ほ
ぼ
全
員
が
参
加
し
た
。
さ
ら
に
、

３
月
に
は
他
校
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
10
人
の
協
力
も

得
て
、「English D

ay

」
を
実
施
。
Ａ
Ｌ

Ｔ
は
出
身
国
に
つ
い
て
、生
徒
は
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
日
本
文
化
に
つ
い
て
、そ
れ
ぞ

れ
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
た
。

　「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」
の
枠
組
み

で
実
施
す
る
民
間
の
英
語
の
資
格
・
検

定
試
験
へ
の
対
応
と
し
て
は
、
19
年
度
に

「
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
」
を
１
・
２
年
生
全
員
が
受

検
し
、
３
年
生
は
希
望
者
が
受
検
す
る
。

受
検
前
に
は
、
授
業
で
「
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
」
付

属
の
問
題
集
を
活
用
す
る
な
ど
、
出
題
形

式
に
慣
れ
る
場
も
設
け
る
計
画
だ
。

　
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
構
築
も
、
18
年
度

か
ら
始
め
た
。
同
校
で
は
、
生
徒
の
主
体

性
を
さ
ら
に
高
め
よ
う
と
、
５
年
程
前
か

ら
、
体
育
祭
や
文
化
祭
な
ど
の
学
校
行
事

を
生
徒
主
体
の
運
営
で
行
っ
て
き
た
。
18

年
度
は
そ
れ
を
一
歩
進
め
て
、
生
徒
が
各

活
動
に
お
い
て
自
分
の
役
割
を
踏
ま
え
た

自
己
評
価
を
行
い
、
担
任
が
コ
メ
ン
ト
を

返
す
「
生
徒
活
動
報
告
書
」
を
取
り
入
れ

＊１　進路・進学応援サイト「Benesse マナビジョン」において無料で利用できる e ポートフォリオ。　＊２　一般社団法人教育情報管理機構が文部科学省より「JAPAN 
e-Portfolio」の運営を許可されて運営する高校 e ポートフォリオ機能、大学出願ポータル機能を有したサービス。

各教科の授業改善（抜粋）図３

教科 内容

国語
• 授業のテーマに基づいた小論文作成
• 読みの解釈を比較し、発表
• 百字要約、百字感想

地理
歴史・
公民

• 資料、写真、絵画、グラフなどを読み取り、当時
の状況を説明

• 新聞記事の各社比較、その記事の背景や理由の考察
• 株価動向の背景説明

数学

• 類題の作成、定期考査予想問題とその解答の作成
• 図やグラフを用いて説明する機会の設定
• 発展問題にグループで取り組み、解答を発表
• 演習問題の解答の板書

理科 • 自然現象の理由を説明

英語

• 新しい単元に入る前の、その内容にかかわる授業
前テストを実施

• 学習内容を自分の言葉で再表現（ストーリーリテ
リング）

• パラグラフごとのタイトル作成
• 本文全体を俯瞰する質問
• 意見英作文をペアやグループで添削し合う
• イラストや写真を英語で説明

その他

• オリジナルの準備運動や集団行動演技の発表（体
育）

• 環境問題についてグループごとにプレゼンテー
ション（保健）

• プレゼンテーションソフトを利用した発表（情報）

＊学校資料を基に編集部で作成。

授
業
内
外
の
多
様
な
学
び
で

英
語
の
４
技
能
を
育
成

自
身
の
内
面
の
変
化
を
捉
え
て
、

活
動
を
振
り
返
ら
せ
る

組
織
的
に
取
り
組
む
た
め
の

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
作
成
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領
を
見
据
え
つ
つ
、
本
校
の
教
育
目
標
を

達
成
す
る
た
め
に
は
、
学
校
全
体
で
生
徒

へ
の
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
共
有

し
、
あ
ら
ゆ
る
教
育
活
動
を
充
実
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。
そ
う
す
る

こ
と
で
、
教
師
は
自
分
の
指
導
の
意
味
を

一
層
自
覚
し
、
自
信
を
持
っ
て
指
導
で
き

る
よ
う
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
西
校
長
は
、
各
教
師
と
意
見
交
換
を
通

し
て
育
て
た
い
資
質
・
能
力
を
６
つ
設
定

し
、そ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
な
活
動
に
よ
っ

て
育
む
の
か
を
、
教
科
・
科
目
や
分
掌
ご

と
に
検
討
す
る
よ
う
求
め
た
。そ
う
し
て

各
教
育
活
動
で
育
成
す
る
資
質
・
能
力
を

明
ら
か
に
し
、11
月
、「
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
２
０
１
８
」
を
完
成
さ
せ
た
（
図
４
）。

　「
こ
れ
ま
で
の
教
育
活
動
を
通
し
て
、

生
徒
に
ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
を
育
成

し
て
い
た
の
か
が
整
理
・
可
視
化
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、『
こ
の
資
質
・
能
力

を
伸
ば
し
た
い
か
ら
、
こ
の
働
き
か
け
に

す
る
』
と
い
っ
た
よ
う
に
、
資
質
・
能
力

の
育
成
を
意
識
し
た
指
導
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
」（
岸
本
先
生
）

　
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
で
学
校
全
体
の
方

向
性
が
共
有
で
き
た
こ
と
で
、
同
僚
性
が

一
層
高
ま
っ
た
と
、
桑
田
先
生
は
語
る
。

　「
教
師
個
人
の
力
量
や
思
い
に
頼
る
だ

け
で
な
く
、
チ
ー
ム
で
取
り
組
む
雰
囲
気

が
強
ま
り
ま
し
た
。生
徒
が
学
習
内
容
へ

の
理
解
を
一
層
深
め
、学
び
の
広
が
り
を

感
じ
る
活
動
を
、教
科
間
で
連
携
し
て
さ

ら
に
充
実
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
18
年
度
を
終
え
る
段
階
で
重
要
だ
と
感

じ
て
い
る
の
が
、
保
護
者
へ
の
情
報
提
供

だ
。
同
校
で
は
、
保
護
者
会
や
学
年
通
信

で
高
大
接
続
改
革
の
要
点
を
繰
り
返
し
伝

え
、「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」
の
試
行

調
査
の
問
題
も
見
せ
て
、
保
護
者
に
自
校

の
取
り
組
み
へ
の
理
解
を
図
っ
て
き
た
。

　「
ｅ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
利
用
や
英
語

の
資
格
・
検
定
試
験
の
受
検
料
の
負
担
な

ど
に
は
、
保
護
者
の
協
力
が
必
要
不
可
欠

で
す
。
保
護
者
の
理
解
を
十
分
得
ら
れ
な

け
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
の
教
育
は
難
し
い
と

実
感
し
た
１
年
間
で
し
た
」（
荒
内
先
生
）

　
今
後
、
毎
年
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
見

直
し
な
が
ら
指
導
改
善
に
努
め
て
い
く
。

　「
１
年
間
の
成
果
や
課
題
を
し
っ
か
り

と
検
証
し
、
従
来
の
取
り
組
み
を
精
選
し

つ
つ
新
た
な
試
み
を
積
極
的
に
行
っ
て
い

き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
先
生
方
の
熱
い
思

い
を
支
え
、
組
織
で
取
り
組
む
こ
と
を
大

切
に
し
て
い
き
ま
す
」（
西
校
長
）

＊学校資料を基に編集部で作成。グランドデザインの全体像は、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（https://berd.benesse.jp）からダウンロードできます。「HOME →
教育情報→高校向け」でご覧ください。

教育目標 ◎自ら考え、主体的に学ぶ意欲・態度を養う　◎自らの考えや意見を述べ、表現力を育む　◎自らの頭で考え、創造する力を培う

育てたい生徒像 ◎確かな学力を身につけた生徒　◎志を抱き夢に挑戦する生徒　◎伝統と文化を大切にし、「豊かな心」を持った生徒

育てたい資質・能力 ❶基礎的な知識・技能　❷思考力・判断力・表現力　❸主体性・協働性　❹課題解決能力　❺コミュニケーション能力　❻豊かな心

•生徒主体の学校行事運営❸❺❻
•体育大会と文化祭❸❺❻
•大学や研究施設訪問❶❷❹
•国際理解教育講演会❶❷❺❻
•神戸市外国語大学音読講義❶❺
•神戸大学国際交流❷❸❺
•宿泊研修❶❷❹❺
•相高生フォーラム❷❸❹❺

学校行事・LHR
•思考力問題の作成❷
•学年統一朝テスト❶
•補習や土曜講座等❶
•ALTの活用❷❺
•検定への挑戦・English 

Day❷❺
•英語による発表活動❷❺
•ペアワークやグループワー

クの実施❷❸❹❺　など

英語
•思考力問題の作成❷
•補習や土曜講座等❶
•課題研究と発表❷❹❺
•実験実習考察の実施❶
❹

•科学イベントへの参加❷
❸❹

•数学理科甲子園出場❷❸
❹

理科
•思考力問題の作成❷
•学年統一朝テスト❶
•補習や土曜講座等❶
•習熟度授業の充実❶❷
•課題研究と発表❷❹❺
•生徒による解答解説❶❷
❸

数学
•思考力問題の作成❷
•補習や土曜講座等❶
•映像と実物教材の鑑賞❶
❷❹

•資料を活用した授業❶❷
❹

•フィールドワーク❷❸❻

地理歴史・公民
•思考力問題の作成❷
•学年統一朝テスト❶
•補習や土曜講座等❶
•習熟度授業の充実❶❷
•読書活動❷❺❻
•発表機会の設定❷❹❺
•グループ学習❷❸❹❺

国語

•進路学習❷❸❹
•探究活動❷❸❹❺
•グループワークとフィール

ドワーク❷❸❹
•プレゼンテーション❷❺

総合的な学習の時間
•作品制作・発表❷❸❻
•表現方法の理解と活用❷
❺

•作品の鑑賞❻
•豊かな情操の育成❻

芸術
•プレゼンテーション❶❷❸
❹❺

•情報モラルの獲得❶
•情報収集と整理❶❷
•ビジネスソフトの習得❶

情報
•グループ学習❸❹❺
•食育指導❶❻
•ふれあい保育❺❻
•実習体験❶❺❻

家庭
•集団行動を通した協調性

の養成❻
•体育大会での連帯感の養

成❸❺❻
•マラソン大会での達成感

の養成❻
•選択体育での自ら学ぶ力

の養成❸
•発表機会の設定❷❺

など

保健体育
•思考力問題の作成❷
•主体的・協働的学び❷❸
•英語４技能の伸長❷❺
•活動記録の蓄積❸
•職業・学部・大学ガイダンス❶
❷

•進路講演会❸
•公開授業❶❷
•「大学入学共通テスト」に対応した

学習・指導方法の研究❶❷❸❹

大学入試制度改革への対応

•周囲への感謝の気持ち❻
•マナーの向上とルールの遵守❻
•協調性と連帯感の醸成❻
•競技力・技術力・表現力の向上
❶❷

•目標設定とそれを超える努力❸❹
•大会や発表会への積極的参加❸❻

部活動

•学校説明会
•学校案内・リーフレットの作成・

配布
•いつでもオープンハイスクール
•ホームページの更新
•学年通信、保健だより、図書館

だより発行❸❺
•生徒による母校訪問❸❺
•ＰＴＡ会報、同窓会報発行

校外への情報発信

•相生市と連携した探究活動❷
❸❹❺❻

•様 な々ボランティア活動❸❻
•相生市歴史巡検・歴史マップ

作成❷❸
•ふれあいあいさつ運動❸❺❻
•通学路清掃❻
•矢野川水生生物調査❷❸❹❻
•おもしろ科学実験教室❷❸❺
❻

地域連携

•各種行事への参加・支援
•街頭指導
•文化祭模擬店出店
•マラソン大会炊き出し
•進路説明会・研修会

ＰＴＡによる連携・支援

ひょうご学力向上サポート事業～新たに実施される「大学入学共通テスト」に対応した学習・指導方法の研究～

◎基礎基本の定着と幅広い学力の育成　◎個に応じたきめ細かな学習指導　◎一人一人の高い志の実現を支援

相生高校の「グランドデザイン2018」図４

保
護
者
の
理
解
と
協
力
が

入
試
改
革
へ
の
対
応
に
は
不
可
欠
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４つの実践に見るこれからの「高１指導」考特集
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思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
１
学
年
主
任

の
芦あ

し
か
り刈

信
司
先
生
は
、次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
高
校
は
、
大
学
入
試
と
い
う
目
標
が

あ
る
た
め
に
、
義
務
教
育
と
大
学
と
の
間

に
あ
る
通
過
点
と
捉
え
る
人
も
い
ま
す
。

し
か
し
、
15
～
18
歳
は
、
人
間
的
に
大
き

く
成
長
す
る
時
期
で
す
。
集
団
生
活
の
中

で
変
化
・
成
長
し
て
い
く
自
分
に
気
づ
い

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
そ
う
し
た
思
い
を
持
ち
つ
つ
、
１
学
年

の
指
導
を
手
探
り
で
進
め
て
い
っ
た
。

　
１
学
年
団
で
ま
ず
動
き
出
し
た
の
は
、

　
２
０
１
８
年
４
月
、
大
分
県
立
杵き

つ
き築

高

校
の
１
学
年
団
は
、
新
入
生
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
高
校
３
年
間
で
生
徒
に
身
に
つ

け
て
ほ
し
い
資
質
・
能
力
と
し
て
「
き
つ

き
力
」
を
掲
げ
た
。
そ
れ
は
、「
聞・

く
力
」

「
伝・

え
る
力
」「
気・

づ
く
力
」
の
頭
文
字
を

合
わ
せ
た
言
葉
で
、
主
体
的
に
考
え
、
表

現
で
き
る
力
を
意
味
す
る
。

　
３
つ
の
資
質
・
能
力
の
中
で
特
に
重
視

す
る
の
が
、「
気
づ
く
力
」
だ
。
自
分
自

身
の
成
長
に
気
づ
く
こ
と
に
加
え
、
集
団

の
中
で
仲
間
の
長
所
や
強
み
に
気
づ
け
る

よ
う
な
人
間
性
を
高
め
て
ほ
し
い
と
い
う

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
活
用
だ
。４
月
上
旬
、

ベ
ネ
ッ
セ
の
研
修
会
に
参
加
し
、
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
の
ね
ら
い
や
運
用
方
法
、
大
学

入
試
へ
の
活
用
な
ど
に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
た
芦
刈
先
生
は
、
多
面
的
・
総
合
的

評
価
へ
の
対
応
と
と
も
に
、
生
徒
が
学
習

や
活
動
の
振
り
返
り
を
行
う
重
要
性
を
学

年
団
に
説
明
。４
月
後
半
に
は
、「JA

PA
N

 
e-Portfolio

」（
＊
１
）
の
活
用
を
決
め
た
。

　「
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
諸
活
動
の
振
り

返
り
を
ま
と
め
る
こ
と
で
、
個
々
の
活
動

の
成
果
を
集
約
し
、
生
徒
の
成
長
実
感
や

進
路
選
択
に
つ
な
げ
ら
れ
る
と
考
え
ま
し

た
。
高
校
生
活
で
地
道
に
取
り
組
ん
で
き

た
こ
と
を
多
面
的
・
総
合
的
に
評
価
さ
れ

る
入
試
に
も
、
そ
の
意
義
の
大
き
さ
を
感

じ
ま
し
た
」（
芦
刈
先
生
）

　
導
入
決
定
後
の
展
開
は
早
か
っ
た
。

「JA
PA

N
 e-Portfolio

」
の
フ
ォ
ー
マ
ッ

ト
を
参
考
に
、
探
究
活
動
や
学
校
行
事
、

部
活
動
な
ど
、
８
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
記

入
用
紙
を
作
成
。そ
れ
を
生
徒
に
配
布
し
、

１
学
期
間
は
手
書
き
で
記
入
さ
せ
、
フ
ァ

イ
ル
に
ま
と
め
る
よ
う
指
導
し
た
。

＊１　一般社団法人教育情報管理機構が文部科学省より「JAPAN e-Portfolio」の運営を許
可されて運営する高校 e ポートフォリオ機能、大学出願ポータル機能を有したサービス。

＊プロフィールは 2019 年３月時点のものです。

大
分
県
立
杵
築
高
校

◎
大
分
県
立
杵
築
中
学
校
・
大
分
県
立
杵
築
高
等

女
学
校
を
前
身
と
し
て
創
立
。「
志し

し四
海か

い

」
を
校
是

に
、「
尚
学
・
剛
健
・
真
摯
・
向
上
」
を
校
訓
と
す

る
。
２
０
１
６
年
度
、
文
部
科
学
省
「
外
部
専
門

機
関
と
連
携
し
た
英
語
指
導
力
向
上
事
業
」、
国
立

教
育
政
策
研
究
所
「
教
育
課
程
研
究
指
定
校
事
業
」

の
指
定
を
受
け
た
。

◎
設
立

　
１
８
９
７
（
明
治
30
）
年

◎
形
態

　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数

　
１
学
年
約
２
０
０
人

◎
２
０
１
８
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）

国
公
立
大
は
、
北
海
道
大
、
筑
波
大
、
京
都
大
、

山
口
大
、
九
州
工
業
大
、
九
州
大
、
熊
本
大
、
大

分
大
、
鹿
児
島
大
、
北
九
州
市
立
大
な
ど
に
72
人

が
合
格
。
私
立
大
は
、
同
志
社
大
、
立
命
館
大
、

関
西
学
院
大
、
西
南
学
院
大
、
福
岡
大
、
立
命
館

ア
ジ
ア
太
平
洋
大
な
ど
に
延
べ
１
６
８
人
が
合
格
。

◎U
RL

　http://kou.oita-ed.jp/kituki/

１
学
年
担
任

森
本
清
香
　

も
り
も
と
・
さ
や
か

教
職
歴
10
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

２
年
目
。
進
路
指
導
部
。
英
語
科
。

１
学
年
主
任

芦
刈
信
司

あ
し
か
り
・
し
ん
じ

教
職
歴
22
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

６
年
目
。
国
語
科
。

大
分
県
立
杵き

つ

き築
高
校

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
、

定
期
考
査
と
、
で
き
る
改
善
か
ら
推
進

大
分
県
立
杵
築
高
校
が
、
２
０
１
８
年
度
１
学
年
の
生
徒
に
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
資
質
・
能
力
と
し
て
掲
げ
た
の
が
「
き
つ
き
力
」
だ
。

そ
し
て
、
大
学
入
試
改
革
に
関
す
る
情
報
を
収
集
し
つ
つ
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
活
用
、
３
年
間
を
見
据
え
た
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
、

思
考
力
・
表
現
力
を
評
価
す
る
定
期
考
査
へ
の
転
換
と
、
手
探
り
な
が
ら
も
着
実
に
指
導
改
善
を
図
っ
て
い
る
。

実

践

4

「
き
つ
き
力
」の
育
成
を
目
標
に
、

考
え
る
力
や
人
間
性
を
育
む

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
活
用
を

生
徒
の
成
長
実
感
に
つ
な
げ
る

18 Apr i l  2019

0-01-J-
21456-000 2019 年度VIEW21高校版 4月号 18頁 ＣＭ

ＹＫ
念
校
04/03
引寺

再
念
校
04/10
引寺 − −/−

− − −/−
− − −/−

−
P18-21_view21koukou-4g.indd   18 19/04/10   17:20



　
並
行
し
て
、「JA

PA
N

 e-Portfolio

」

と
「
マ
ナ
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ

オ
（
＊
２
）
と
の
互
換
性
を
確
認
し
、
デ

ジ
タ
ル
入
力
の
準
備
を
進
め
た
。そ
し
て
、

夏
季
休
業
中
の
補
習
時
、
学
級
ご
と
に
生

徒
を
パ
ソ
コ
ン
教
室
に
呼
び
、
１
学
期
に

書
い
た
内
容
を「
マ
ナ
ビ
ジ
ョ
ン
」の
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
に
入
力
さ
せ
た
。
さ
ら
に
、

９
月
に
は
、
生
徒
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

持
参
さ
せ
、各
自
の
端
末
か
ら
入
力
す
る

方
法
を
説
明
。
ロ
グ
イ
ン
や
振
り
返
り
の

仕
方
な
ど
の
質
問
に
対
応
す
る
相
談
期
間

も
１
週
間
設
け
た
。

　
そ
う
し
て
１
年
生
全
員
が
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
を
活
用
で
き
る
よ
う
に
し
、
日
常
的

な
入
力
は
生
徒
に
任
せ
た
。
ま
た
、
入
力

漏
れ
が
な
い
よ
う
、
各
学
期
末
に
記
録
項

目
の
一
覧
表
を
配
布
し
、
未
入
力
が
な
い

よ
う
注
意
を
促
し
て
い
る
（
図
１
）。

　
３
学
期
に
行
っ
た
「
進
路
サ
ポ
ー
ト
」

（
＊
３
）
の
進
路
探
究
チ
ェ
ッ
ク
で
「
そ

の
進
路
を
希
望
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た

出
来
事
」
を
書
く
際
に
は
、
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
を
見
な
が
ら
考
え
さ
せ
た
。
１
学
年

担
任
の
森
本
清さ

や

香か

先
生
は
、
そ
の
意
義
を

次
の
よ
う
に
語
る
。

学期末にポートフォリオに入力する項目の一覧表を配布し、入力漏れがないよう
にした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊学校資料をそのまま掲載。

年
間
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
「
志
四
海
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
始
め
た

（
Ｐ
．20
図
２
）。

　「
地
方
部
に
あ
る
本
校
で
は
、
日
常
生

活
に
お
い
て
英
語
を
使
う
機
会
は
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
本
校
の
持
つ

教
育
資
源
を
生
か
し
、
海
外
に
目
を
向
け

る
機
会
や
外
国
人
と
話
す
場
を
、
１
年
次

か
ら
段
階
的
に
設
け
よ
う
と
考
え
ま
し

た
」（
芦
刈
先
生
）

　
７
月
、
同
校
か
ら
最
も
近
く
、
外
国
人

留
学
生
が
多
数
在
籍
す
る
立
命
館
ア
ジ
ア

太
平
洋
大
学（
Ａ
Ｐ
Ｕ
）と
連
携
し
、外
国

人
留
学
生
９
人
を
招
い
た
交
流
会
を
実
施

し
た
。
外
国
人
留
学
生
に
留
学
先
と
し
て

日
本
を
選
ん
だ
理
由
や
日
本
の
高
校
生
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
語
っ
て
も
ら
い
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
行
っ
た（
Ｐ
．20
写
真
）。

　「
生
徒
た
ち
は
、
授
業
で
ス
ピ
ー
キ
ン

グ
の
練
習
を
し
て
い
て
も
、
外
国
人
留
学

生
を
前
に
す
る
と
、
と
っ
さ
に
英
語
が
出

て
こ
ず
に
悔
し
そ
う
で
し
た
。『
英
語
力

を
も
っ
と
伸
ば
し
た
い
』
と
い
っ
た
声
も

上
が
っ
て
い
ま
す
」（
森
本
先
生
）

　
さ
ら
に
、
11
月
に
は
ア
メ
リ
カ
・
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
在
住
の
卒
業
生
を
招
い
て
講
演

会
を
実
施
し
、
異
文
化
へ
の
興
味
・
関
心

を
喚
起
す
る
機
会
と
し
た
。

　
19
年
度
に
行
う
２
年
次
で
の
修
学
旅
行

　「
高
校
生
活
と
進
路
選
択
の
つ
な
が
り

に
気
づ
か
せ
る
こ
と
が
、
こ
の
活
動
の
目

的
で
し
た
。
実
際
、
教
育
学
部
を
志
望
し

て
い
る
の
に
、
そ
れ
に
か
か
わ
る
活
動
を

何
も
し
て
い
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
生
徒

も
い
ま
し
た
。
自
分
が
経
験
し
た
こ
と
を

基
に
進
路
を
決
定
す
る
こ
と
、
進
路
実
現

に
向
け
て
自
分
で
行
動
し
て
い
く
難
し
さ

を
学
ぶ
機
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
」

　
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
へ
の
入
力
は
２
年
次

以
降
も
続
け
、最
終
的
に
は
３
年
次
で
の

推
薦
・
Ａ
Ｏ
入
試
出
願
前
に
、
蓄
積
し
た

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
活
用
し
な
が
ら
高
校

生
活
を
振
り
返
り
、自
身
の
進
路
の
決
意

表
明
を
各
学
級
で
行
う
予
定
だ
。
ど
う

い
っ
た
経
験
が
自
分
を
成
長
さ
せ
た
の
か
、

自
分
が
ど
ん
な
仕
事
に
就
き
、ど
の
よ
う

に
生
き
て
い
き
た
い
の
か
を
、ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
の
記
述
を
踏
ま
え
て
展
望
さ
せ
る
。

　「
教
師
が
指
摘
す
る
の
で
は
な
く
、
生

徒
自
身
が
自
分
の
変
化
や
成
長
に
気
づ

き
、
将
来
に
向
け
て
の
課
題
を
考
え
、
次

の
行
動
に
つ
な
げ
る
機
会
に
し
て
ほ
し
い

と
思
っ
て
い
ま
す
」（
芦
刈
先
生
）

　
英
語
４
技
能
の
育
成
に
向
け
て
は
、
３

＊２　進路・進学応援サイト「Benesse マナビジョン」において無料で利用できる eポートフォリオ。　＊３　ベネッセの教材の１つで、生徒一人ひとりの視野を広げ、将
来の進路について考えるきっかけを与える教材。

「
志し

し四
海か

い

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で

英
語
活
用
へ
の
意
識
を
高
め
る

ポートフォリオに入力する項目一覧図１
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は
、
行
き
先
を
同
校
で
初
め
て
と
な
る
海

外
と
し
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
選
ん
だ
。

芦
刈
先
生
は
、
以
前
担
当
し
た
学
年
で
も

修
学
旅
行
先
を
東
南
ア
ジ
ア
に
す
る
こ
と

を
提
案
し
た
が
、
治
安
な
ど
の
理
由
で
保

護
者
か
ら
賛
同
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
今

回
は
、
事
前
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
に
相
談
し
て

か
ら
、
保
護
者
の
賛
同
を
取
り
つ
け
た
。

　「
大
学
入
試
の
変
化
を
具
体
的
に
予
測

で
き
な
い
状
況
が
、か
え
っ
て
追
い
風
に

な
り
ま
し
た
。
今
後
の
大
学
入
試
で
は
、

英
語
４
技
能
の
習
得
や
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

に
残
せ
る
よ
う
な
高
校
時
代
の
豊
か
な
経

験
な
ど
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
伝
え
、海

外
研
修
の
意
義
を
認
め
て
い
た
だ
く
こ
と

accuracy

（
正
確
性
）
を
ど
の
よ
う
に
高

め
て
い
く
か
が
課
題
で
す
」（
森
本
先
生
）　

　
国
語
科
で
は
、
２
学
期
の
定
期
考
査
か

ら
、
教
科
書
の
文
章
に
関
連
し
た
、
教
科

書
に
は
載
っ
て
い
な
い
資
料
や
デ
ー
タ
、

会
話
文
な
ど
を
素
材
と
し
た
読
解
問
題
を

出
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
制
限
字
数
を
や

や
長
め
の
１
２
０
字
に
設
定
し
た
記
述
式

問
題
を
出
し
、
初
見
の
素
材
を
教
科
書
の

文
章
の
内
容
と
比
較
さ
せ
た
り
、
日
常
生

活
と
関
連
づ
け
て
考
え
さ
せ
た
り
し
て
導

い
た
答
え
を
書
か
せ
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
杵
築
市
の
福
祉
施
策
に
つ
い

て
、
教
科
書
の
文
章
の
筆
者
な
ら
ど
う
考

え
る
か
を
推
測
さ
せ
る
問
題
や
、
グ
ラ
フ

を
基
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
つ
い

て
考
察
さ
せ
る
問
題
（
図
３
）
な
ど
を
出

題
。
そ
し
て
、
定
期
考
査
後
に
は
、
生
徒

の
解
答
を
示
し
な
が
ら
解
説
し
て
、「
こ

の
解
答
は
８
点
と
し
た
け
れ
ど
、
な
ぜ
だ

と
思
う
？
」
な
ど
と
問
い
か
け
、
資
料
の

読
み
取
り
方
は
正
し
か
っ
た
の
か
、
ど
う

い
っ
た
要
素
が
解
答
に
必
要
だ
っ
た
の
か

を
、
生
徒
に
改
め
て
考
え
さ
せ
た
。

　「
難
し
い
評
論
や
架
空
の
小
説
を
読
解

が
で
き
ま
し
た
」（
芦
刈
先
生
）

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
活
動
で
は
、
英
語
で

の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
計
画
し

て
い
る
。
そ
う
し
て
全
員
が
海
外
を
経
験

し
た
上
で
、
３
年
次
に
は
、
希
望
者
か
ら

４
人
を
選
抜
し
、
10
日
間
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
研
修
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

　
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
や
「
き
つ

き
力
」
の
育
成
を
踏
ま
え
た
、
授
業
や
定

期
考
査
の
改
善
も
進
め
て
い
る
。

　
英
語
科
で
は
、
16
年
度
か
ら
２
年
間
、

大
分
県
教
育
委
員
会
の
指
定
を
受
け
て
、

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
取
り
入
れ
た
表
現

活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ
の
実
績
を

踏
ま
え
、
18
年
度
１
学
年
に
お
い
て
も
４

技
能
重
視
の
授
業
を
行
っ
た
。

　
ま
ず
力
を
入
れ
た
の
は
、
ラ
イ
テ
ィ
ン

グ
や
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
の
指
導
だ
。
英
語
を

使
う
こ
と
に
慣
れ
さ
せ
よ
う
と
、
ス
ピ
ー

キ
ン
グ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ
ス
ト
の
評

価
は
、
正
確
性
に
は
こ
だ
わ
ら
ず
、
相
手

に
伝
わ
れ
ば
加
点
す
る
方
針
と
し
た
。
す

る
と
、
英
語
を
話
す
こ
と
に
抵
抗
感
を
持

た
な
い
生
徒
が
増
え
て
い
っ
た
。
ま
た
、

模
擬
試
験
に
お
い
て
、
英
作
文
の
問
題
が

無
解
答
の
生
徒
が
少
な
く
な
っ
た
。
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
を
重
視
し
た
指
導
に
よ
っ
て
、

文
法
は
苦
手
で
も
話
す
こ
と
は
得
意
と
い

う
よ
う
に
、
多
く
の
生
徒
が
自
信
を
失
う

こ
と
な
く
、
英
語
学
習
へ
の
意
欲
を
持
ち

続
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
そ
う
し
た
成
果
を
客
観
的
に
測
る
た
め

に「
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
」を
年
１
回
受
検
。18
年
度

１
学
年
は
、ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
と
ス
ピ
ー
キ

ン
グ
で
好
成
績
を
上
げ
た
。

　「
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
や
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
で

よ
い
ス
コ
ア
を
出
し
た
こ
と
で
、
生
徒

は
頑
張
れ
ば
結
果
に
つ
な
が
る
と
実
感

し
た
と
思
い
ま
す
。
自
信
を
持
っ
て
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
今
、

写真　APUの外国人留学生との交流会では、生徒から「表情や身振
りで相手の気持ちが分かり、私の下手な英語を真剣に聞いてくれて
感激しました。英語の大切さを実感しました」といった声が聞かれた。

＊学校資料を基に編集部で作成。

「志四海プロジェクト」３年間の取り組み　図２

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
重
視
の
指
導
で

英
語
４
技
能
を
総
合
的
に
高
め
る

社
会
と
の
つ
な
が
り
を
重
視
し
た

問
題
を
定
期
考
査
で
出
題

•海外短期留学「十王会LA支部」（７月2週間）
•志望理由書作成（８月）
•３年間活動報告書作成（12月）

•国際交流講演会（６月）
•修学旅行事前学習会（９～11月）
•海外修学旅行（12月）
•修学旅行報告会（１月）

•APU外国人留学生との交流会（７月）
•職業人講話（７月） 
•プレゼンテーション体験（10月）
•グローバル講演会（11月）

１年次
APU外国人留学生との
国際交流活動

２年次
海外修学旅行
シンガポール

３年次
海外短期留学・

アメリカ・ロサンゼルス
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す
る
こ
と
が
何
の
役
に
立
つ
の
か
と
思
っ

て
い
る
生
徒
も
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
生

徒
に
と
っ
て
も
、『
大
学
入
学
共
通
テ
ス

ト
』
の
試
行
調
査
の
問
題
は
、
国
語
を
学

ぶ
意
義
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
有
効

な
内
容
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
大
学
入
試

で
国
語
と
日
常
生
活
と
を
関
連
づ
け
た
問

題
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
出
さ
れ
る
よ
う
に

な
れ
ば
、
国
語
を
学
ぶ
意
欲
を
高
め
る
こ

と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
」（
芦
刈
先
生
）

　
作
問
に
お
い
て
は
問
題
レ
ベ
ル
の
設
定

に
苦
労
し
た
が
、
生
徒
の
解
答
を
見
な
が

ら
、「
本
文
中
か
ら
抜
き
出
し
て
書
き
な

さ
い
」
な
ど
と
、
生
徒
の
学
力
に
合
わ
せ

て
条
件
を
つ
け
る
と
い
っ
た
試
行
錯
誤
を

重
ね
る
う
ち
に
、
解
答
を
書
け
る
生
徒
が

増
え
て
い
っ
た
。

　「
模
擬
試
験
で
も
記
述
式
問
題
の
無
解

答
数
が
減
り
、
書
く
こ
と
へ
の
生
徒
の
抵

抗
感
が
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
感

じ
ま
す
」（
芦
刈
先
生
）

　
18
年
度
は
、
教
育
環
境
や
大
学
入
試
の

変
化
に
対
応
し
よ
う
と
指
導
を
変
え
て
き

た
。
情
報
が
限
ら
れ
る
中
、
改
革
を
進
め

ら
れ
た
背
景
に
は
学
年
団
の
共
通
理
解
が

あ
っ
た
と
、
芦
刈
先
生
は
振
り
返
る
。

　「
例
え
ば
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
活
用

を
提
案
し
た
際
、
大
学
入
試
に
お
け
る
有

効
性
に
つ
い
て
懐
疑
的
な
意
見
が
出
る
こ

と
も
予
想
し
ま
し
た
が
、
そ
う
し
た
声
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
先
生
方
が
大
学
入

試
改
革
の
意
義
を
理
解
し
、
生
徒
の
資

質
・
能
力
を
伸
ば
す
た
め
に
必
要
な
こ
と

を
『
き
つ
き
力
』
を
通
し
て
共
有
で
き
て

い
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
」

　
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
は
、
生
徒
の
思
考
を

広
げ
る
ツ
ー
ル
と
し
て
機
能
し
始
め
て
い

る
。
当
初
は
、
学
習
や
学
校
行
事
の
内
容

の
事
実
の
み
を
入
力
す
る
生
徒
が
多
か
っ

た
が
、
何
度
も
入
力
す
る
う
ち
に
、
ど
う

感
じ
た
の
か
、何
を
考
え
た
の
か
な
ど
、内

面
を
振
り
返
る
記
述
が
増
え
て
い
っ
た
。

　「
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
は
、
個
々
の
教
育

活
動
を
束
ね
る
役
割
も
果
た
す
も
の
で
あ

り
、そ
う
い
っ
た
意
味
で
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
現
の
鍵
に
も
な
る
と

捉
え
て
い
ま
す
。
教
育
活
動
の
相
乗
効
果

を
高
め
る
と
い
う
観
点
で
、
取
り
組
み
を

精
査
す
る
資
料
と
し
て
も
活
用
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
」（
芦
刈
先
生
）

　
今
後
の
課
題
は
、
18
年
度
の
活
動
か
ら

得
た
気
づ
き
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
新
１
学
年
団

に
伝
え
る
こ
と
だ
。
特
に
必
要
性
を
感
じ

て
い
る
の
が
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
統
括

す
る
担
当
者
を
置
く
こ
と
で
あ
り
、
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
の
意
義
や
仕
組
み
を
熟
知

し
、
３
年
間
で
ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力

を
身
に
つ
け
さ
せ
る
の
か
と
い
う
展
望
を

持
っ
た
教
師
を
、
生
徒
や
他
の
教
師
が
い

つ
で
も
相
談
で
き
る
窓
口
と
し
て
機
能
さ

せ
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

　「
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
活
用
や
、
定
期

考
査
の
改
善
な
ど
の
必
要
性
を
受
け
止
め

切
れ
て
い
な
い
教
師
も
ま
だ
い
ま
す
。
19

年
度
の
１
学
年
団
と
の
意
思
疎
通
を
図
り

な
が
ら
、
資
質
・
能
力
の
育
成
に
向
け
た

全
校
的
な
改
革
に
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
」（
芦
刈
先
生
）

国語科では、「大学入学共通テスト」を見据え、グラフの内容を読み取って、自身の考えを記述させる問題
を出した。上記の問題は、グラフを見ながら話している高校生の会話文を素材としている。記述式問題では、
解答にあたって４つの条件を課した。
＊グラフの出典は、「平成 28 年度　青少年のインターネット利用環境実態調査　調査結果（速報）」（内閣府）。
＊学校資料をそのまま掲載。

３
年
間
を
見
通
し
た

指
導
体
制
を
目
指
す

国語科の定期考査の問題（抜粋）　図３
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─
４
校
の
実
践
の
共
通
点
の
１
つ
に
、

指
導
方
針
や
枠
組
み
に
関
す
る
共
通
理
解

を
教
師
間
で
図
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

芦
刈

　
青
森
高
校
の
「
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
作

成
の
た
め
の
概
念
図
」（
Ｐ
．７
図
２
）
は
、

資
質
・
能
力
の
育
成
の
考
え
方
が
視
覚

化
さ
れ
て
い
て
分
か
り
や
す
く
、
そ
れ
に

よ
っ
て
先
生
方
の
足
並
み
が
そ
ろ
っ
て
い

る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
保
護
者
に
も
、

自
校
の
教
育
活
動
の
意
義
を
明
確
に
説
明

で
き
そ
う
で
す
。
本
校
も
１
学
年
の
目
標

に
「
き
つ
き
力
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
が
、

学
校
と
し
て
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力

の
明
確
化
と
、
そ
れ
を
共
有
す
る
重
要
性

を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

笠
井

　
本
校
が
そ
の
概
念
図
を
作
成
し
た

の
は
、
資
質
・
能
力
の
育
成
に
お
い
て
教

科
学
習
と
探
究
学
習
は
つ
な
が
っ
て
い
る

の
に
、
両
者
の
学
び
を
別
々
に
捉
え
る
傾

向
が
教
師
に
あ
っ
た
か
ら
で
す
。そ
こ
で
、

「
習
得
」か
ら「
活
用
Ⅱ
」ま
で
が
教
科
で

学
ぶ
段
階
で
あ
り
、
生
徒
自
ら
が
そ
こ
で

培
っ
た
知
識
・
技
能
を
教
科
横
断
で
活
用

す
る
学
び
で
あ
る
「
探
究
」
を
行
う
こ
と

で
「
青せ

い
こ
う高

力
」（
Ｐ
．７
図
１
）
が
高
ま
る

と
い
う
「
育
ち
の
プ
ロ
セ
ス
」
を
示
し
ま

＊プロフィールは2019年３月時点のものです。

資質・能力の育成に向けたマインドセット
をつくり、学年・学校全体で共有する

2018 年度１学年の指導について、４校の実践を見てきたが、
ここでは、各校で指導の中心を担った教師が集まり、実践を通じてどのような成果や気づきがあったのか、

それらを今後の高1指導にどう生かしていけばよいのかについて語り合った。

指
導
方
針
や
枠
組
み
を
つ
く
り
、

教
師
間
で
共
通
理
解
を
図
る

大分県立杵
き つ き

築高校
１学年主任

芦刈信司
あしかり・しんじ

兵庫県立相
あいおい

生高校
１学年主任

荒内秀明
あらうち・ひであき

東京都・私立郁
いくぶんかん

文館高校
進路指導部

西谷知穂
にしたに・あきほ

青森県立青森高校
進路指導主事

笠井敦司
かさい・あつし

実践は P.18 〜 21参照 実践は P.14 〜 17参照 実践は P.10 〜 13参照 実践は P.6 〜 9参照

談座 会

22 Apr i l  2019

0-01-J-
21456-000 2019 年度VIEW21高校版 4月号 22頁 ＣＭ

ＹＫ
念
校
04/03
引寺

再
念
校
04/05
引寺 − −/−

− − −/−
− − −/−

−
P22-25_view21koukou-4g.indd   22 2019/04/05   13:53



し
た
。
そ
れ
を
基
に
、「
青
高
力
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
」
と
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
・
ベ
ー
ス

の
シ
ラ
バ
ス
を
教
師
全
員
で
作
成
し
た
こ

と
で
、
教
科
学
習
と
探
究
学
習
が
同
じ
育

ち
の
プ
ロ
セ
ス
に
あ
る
も
の
だ
と
い
う
指

導
の
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
が
で
き
ま
し
た
。

　

西
谷

　
教
科
学
習
な
ど
と
の
関
連
性
を
見

い
だ
せ
ず
、
探
究
学
習
を
独
立
し
た
活
動

と
し
て
捉
え
て
い
る
教
師
は
少
な
く
な
い

と
思
い
ま
す
。
本
校
で
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
＊

１
）
を
教
育
活
動
の
軸
と
す
る
方
針
を
打

ち
出
し
、
教
科
学
習
と
Ｎ
Ｉ
Ｅ
（
＊
２
）

や
探
究
学
習
な
ど
と
を
結
び
つ
け
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。
例
え
ば
、
教
科
の
授
業
で

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
連
づ
け
た
説
明
を
盛
り
込

ん
だ
り
、
Ｎ
Ｉ
Ｅ
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
17
項
目
を
示
し
た
も
の
に
改
訂

し
た
り
し
て
い
ま
す
（
Ｐ
．12
図
１
）。
生

徒
は
、
学
習
の
目
的
を
見
い
だ
し
や
す
く

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

荒
内

　
本
校
で
も
、「
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
２
０
１
８
」（
Ｐ
．17
図
４
）
の
作
成
後
、

教
師
間
の
教
育
活
動
の
共
通
理
解
が
よ
り

深
ま
り
、
教
育
活
動
の
内
容
を
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
を
基
準
に
考
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
探
究
学
習
の
発

表
会
は
、
主
体
性
や
表
現
力
を
育
む
場
に

な
る
か
ら
と
、
そ
の
司
会
を
生
徒
に
任
せ

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
す
る
と
、
立
候
補

の
問
題
を
パ
ソ
コ
ン
の
共
有
フ
ォ
ル
ダ
ー

に
入
れ
て
、
全
教
師
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
18
年
度
は
、３
年
生
が「
大

学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」
の
試
行
調
査
を
受

検
し
た
こ
と
も
あ
り
、
思
考
力
や
表
現
力

を
評
価
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
学
年
や
教

科
・
科
目
を
超
え
て
話
す
機
会
が
増
え
ま

し
た
。
例
え
ば
、
英
語
科
の
教
師
が
、
地

理
歴
史
科
の
教
師
に
授
業
で
扱
っ
て
い
る

内
容
を
聞
き
、
そ
れ
を
素
材
に
作
問
し
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
生
徒
の
素
晴
ら
し
い

解
答
は
、
周
り
の
教
師
に
も
見
せ
て
共
有

す
る
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
す
。

西
谷

　
本
校
で
は
、
中
学
校
入
試
で
適
性

検
査
型
入
試
の
試
験
問
題
を
作
成
し
て

い
ま
す
。
思
考
力
や
表
現
力
を
評
価
す
る

教
科
横
断
型
の
問
題
で
す
が
、
作
問
過
程

で
他
教
科
の
考
え
方
に
触
れ
る
こ
と
に
な

り
、
そ
の
経
験
が
、
新
し
い
学
力
観
に
応

じ
た
定
期
考
査
や
課
題
の
作
問
に
生
き
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
高
校
１
年

次
の「
論
文
」の
学
年
末
課
題
で
は
、多
く

の
図
表
か
ら
デ
ー
タ
を
読
み
取
り
、
問
題

発
見
と
問
題
解
決
の
力
を
測
る
、
国
語
と

社
会
を
融
合
し
た
問
題
を
出
し
ま
し
た
。

芦
刈

　ど
の
教
師
も
手
探
り
で
作
問
し
て

い
る
状
態
だ
か
ら
こ
そ
、
教
科
・
科
目
を

超
え
た
共
有
が
重
要
で
す
。
本
校
で
も
、

全
教
科
・
科
目
の
定
期
考
査
の
問
題
を
学

者
が
４
人
出
て
き
て
、
そ
の
中
に
は
普
段

は
控
え
め
な
生
徒
も
い
ま
し
た
。
生
徒
が

多
様
な
経
験
を
す
る
機
会
を
広
げ
ら
れ
た

と
思
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
本
校
で
は

校
内
で
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
用
が
禁

止
で
あ
り
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
の
利
用
も
制

限
が
あ
る
た
め
、
ｅ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の

導
入
に
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。
関
係
す

る
分
掌
と
連
携
し
、特
定
の
時
間
に
限
り
、

生
徒
が
校
内
で
自
分
の
端
末
を
使
え
る
よ

う
に
す
る
な
ど
、
合
意
形
成
を
す
べ
き
で

し
た
。
新
た
な
取
り
組
み
は
、
早
め
に
関

係
者
に
相
談
す
る
こ
と
が
大
切
に
な
る

と
、次
の
１
学
年
団
に
は
伝
え
た
い
で
す
。

─
教
育
活
動
の
具
体
的
な
内
容
を
共

有
す
る
方
法
も
、
各
校
と
も
様
々
な
工
夫

を
さ
れ
て
い
て
、
教
師
間
の
指
導
の
足
並

み
を
そ
ろ
え
る
鍵
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

笠
井

　
定
期
考
査
の
問
題
は
、
各
教
科
会

議
で
共
有
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
単

な
る
報
告
に
終
わ
ら
せ
ず
、
出
題
内
容
が

適
切
か
ど
う
か
を
シ
ラ
バ
ス
に
照
ら
し
合

わ
せ
て
検
討
す
る
と
い
っ
た
こ
と
が
、
指

導
改
善
に
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。

荒
内

　
本
校
で
は
以
前
か
ら
、
定
期
考
査

年
団
で
共
有
し
ま
し
た
し
、
19
年
度
の
１

学
年
団
に
も
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。
共
有
の

場
が
あ
っ
た
こ
と
で
、
理
数
系
科
目
が
教

科
書
の
内
容
の
習
得
を
先
に
進
め
る
こ
と

を
重
視
す
る
あ
ま
り
、
思
考
力
や
表
現
力

を
評
価
す
る
問
題
が
手
薄
に
な
り
が
ち
だ

と
い
う
課
題
も
分
か
り
ま
し
た
。例
え
ば
、

青
森
高
校
が
作
成
さ
れ
た
テ
ス
ト
の
出
題

配
分
表
（
Ｐ
．８
図
４
）
の
よ
う
に
、
出

題
方
針
を
明
確
に
示
す
こ
と
は
有
効
な
方

法
だ
と
思
い
ま
す
。

笠
井

　
本
校
で
は
、
地
元
国
公
立
大
学
の

Ａ
Ｏ
入
試
や
個
別
学
力
検
査
の
問
題
を

見
せ
、
既
に
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力

が
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
先
生
方
に
示
し

て
、
授
業
や
定
期
考
査
の
転
換
を
促
し
ま

し
た
。
た
だ
、
教
科
・
科
目
の
特
性
も
、

足
並
み
を
そ
ろ
え
る
こ
と
を
難
し
く
し
て

い
る
要
因
だ
と
思
い
ま
す
。

荒
内

　
保
護
者
と
も
、
大
学
入
試
改
革
の

状
況
を
共
有
す
る
こ
と
が
一
層
重
要
に
な

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
本
校
で
は
、
保
護

者
会
で
ｅ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
つ
い
て
説

明
し
た
際
、「
な
ぜ
、
全
員
入
力
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
」
と
い
っ
た
質
問
が

＊１　Sustainable Development Goals の略。2015 年に国連が掲げた、持続可能な開発目標のこと。①貧困をなくそう、②飢餓をゼロになど、17 の目標と 169 のターゲッ
トから成る。　＊２　Newspaper in Education の略。新聞などを教材として活用する教育活動。

４つの実践に見るこれからの「高１指導」考特集

こ
れ
ま
で
と
違
う
か
ら
こ
そ
、

保
護
者
の
理
解
が
一
層
重
要
に

教
科
・
科
目
を
超
え
た
実
践
の
共
有

が
指
導
の
足
並
み
を
そ
ろ
え
る
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ら
れ
た
こ
と
も
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

芦
刈
　
本
校
で
は
、
年
度
当
初
に
す
べ
て

の
教
育
活
動
の
内
容
を
決
め
込
ま
ず
、
で

き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
、
情
報
を
つ
か
み

な
が
ら
軌
道
修
正
を
し
て
い
き
ま
し
た
。

長
期
休
業
中
に
も
学
年
団
が
集
ま
り
、
入

手
し
た
情
報
を
伝
え
、
対
応
を
検
討
す
る

機
会
も
設
け
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
、
早

い
段
階
で
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
作
成
を
教

育
活
動
の
軸
に
据
え
た
の
は
よ
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
思
考
力
な
ど
は
、
生
徒
そ
れ

ぞ
れ
に
水
準
も
成
長
の
度
合
い
も
異
な
り

ま
す
か
ら
、
他
者
と
の
比
較
で
は
な
く
、

過
去
の
自
分
と
の
比
較
で
力
が
高
ま
っ
た

と
実
感
さ
せ
る
こ
と
が
最
も
大
切
で
す
。

３
年
間
で
経
験
す
る
学
習
や
学
校
行
事
な

ど
、
す
べ
て
の
活
動
を
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

で
つ
な
げ
る
た
め
に
、
全
生
徒
が
確
実
に

記
録
で
き
る
よ
う
、
ロ
グ
イ
ン
の
手
順
か

ら
丁
寧
に
指
導
し
ま
し
た
。
学
年
目
標
の

あ
り
ま
し
た
。
大
学
入
試
が
多
面
的
・
総

合
的
評
価
に
な
る
こ
と
は
学
年
通
信
な
ど

を
通
じ
て
保
護
者
に
も
伝
え
て
い
ま
し
た

が
、
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
へ
の
意
識
が

高
く
、
ｅ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
必
要
性
に

納
得
で
き
な
い
う
ち
は
、
子
ど
も
に
入
力

さ
せ
る
こ
と
に
抵
抗
が
あ
っ
た
よ
う
で

す
。
た
だ
、
ｅ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
は
、
今

後
の
大
学
入
試
で
確
実
に
必
要
で
あ
り
、

３
年
生
の
入
試
直
前
に
作
成
で
き
る
も
の

で
は
な
い
と
説
明
し
、
生
徒
が
不
利
に
な

ら
な
い
よ
う
理
解
を
求
め
ま
し
た
。

芦
刈

　
本
校
で
も
、
修
学
旅
行
の
行
き
先

の
変
更
や
ｅ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
導
入
な

ど
、
保
護
者
の
経
済
的
負
担
が
増
え
る
た

め
、
変
更
や
導
入
の
意
義
を
丁
寧
に
伝
え

ま
し
た
。
大
学
入
試
が
ど
う
変
わ
る
か
は

ま
だ
不
透
明
な
部
分
も
少
な
く
な
い
と
率

直
に
伝
え
、だ
か
ら
こ
そ
、ｅ
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
、「
志し

し四
海か

い

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
Ｐ
．

20
図
２
）、
定
期
考
査
の
改
善
を
進
め
る

と
説
明
し
た
と
こ
ろ
、
保
護
者
の
方
々
に

賛
同
し
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。

─
大
学
入
試
改
革
の
具
体
的
な
内
容
が

徐
々
に
見
え
て
い
く
中
、
手
探
り
で
進
め

「
き
つ
き
力
」
は
、
自
分
の
成
長
に
気
づ

く
力
で
も
あ
る
こ
と
を
、
３
年
生
の
最
後

に
実
施
予
定
の
、
自
身
の
成
長
を
発
表
す

る
会
の
後
に
種
明
か
し
す
る
予
定
で
す
。

荒
内

　
新
し
い
教
育
活
動
で
は
、
そ
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
持
つ
人
材
の
活
用
が
ポ
イ
ン
ト

だ
と
思
い
ま
す
。
本
校
で
は
、「
総
合
的

な
学
習
の
時
間
」
で
相
生
市
と
連
携
し
た

探
究
学
習
を
始
め
ま
し
た（
Ｐ
．15
図
１
）。

本
校
初
の
試
み
で
し
た
が
、
前
任
校
で
探

究
学
習
を
指
導
し
た
教
師
が
学
年
団
に
い

た
の
で
、そ
の
教
師
が
中
心
に
な
っ
て
指

導
計
画
を
立
て
、
活
動
を
具
体
化
し
て
い

き
ま
し
た
。
全
く
の
手
探
り
で
は
な
く
、

最
初
に
筋
道
が
立
て
ら
れ
た
こ
と
で
、安

心
し
て
指
導
に
あ
た
れ
ま
し
た
。

西
谷

　
確
か
に
、
し
っ
か
り
し
た
計
画
が

あ
る
こ
と
で
、
先
生
方
は
安
心
し
て
指
導

で
き
ま
す
し
、
そ
れ
が
効
果
的
な
指
導
な

の
か
を
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
中
で
検
証

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
本
校
で
新
た
に

行
う
こ
と
に
な
っ
た
「
Ｐ
Ｂ
Ｌ
ツ
ア
ー
」

で
も
、探
究
学
習
と
の
関
連
性
に
お
い
て
、

明
確
な
枠
組
み
を
作
成
し
ま
し
た
。
新
し

い
取
り
組
み
で
は
臨
機
応
変
な
対
応
も
大

切
で
す
が
、
指
導
の
継
承
と
検
証
の
た
め

に
は
枠
組
み
も
必
要
だ
と
考
え
て
、
統
一

し
た
プ
リ
ン
ト
を
活
用
す
る
と
い
っ
た
工

夫
を
し
て
い
ま
す
。

３年間の過去の自分と比較して成長したと
実感を持たせるために、
ポートフォリオを活用していきたい。 芦刈

グランドデザインを基準に考えることで、
各教育活動の目的が明確化し、

効果的な取り組みが行えるようになった。 荒内

ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
人
材
を

活
用
し
、
見
通
し
を
立
て
る
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育
委
員
会
」
が
学
校
全
体
の
仕
組
み
を
整

え
、
学
年
団
が
実
践
す
る
と
い
う
手
法
を

採
っ
て
き
ま
し
た
。
18
年
度
に
行
っ
て
き

た
教
育
活
動
は
、
成
果
が
分
か
ら
な
い
中

で
次
の
１
学
年
団
に
継
承
す
る
た
め
、
学

校
と
し
て
指
導
を
蓄
積
す
る
仕
組
み
が
必

要
だ
と
考
え
た
か
ら
で
す
。
新
た
な
教
育

活
動
は
指
導
方
針
を
立
て
る
だ
け
で
も
大

変
で
す
か
ら
、
そ
れ
を
委
員
会
が
行
う
こ

と
で
、
学
年
団
は
生
徒
の
指
導
に
集
中
で

今
後
の
指
導
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

─
18
年
度
の
取
り
組
み
の
成
果
や
課
題

を
踏
ま
え
て
、
こ
れ
か
ら
の
高
１
指
導
を

考
え
る
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

笠
井

　
本
校
で
は
、
管
理
職
、
各
分
掌
・

学
年
団
の
代
表
か
ら
成
る
「
キ
ャ
リ
ア
教

笠
井

　
今
思
う
の
は
、
教
育
活
動
の
検
証

は
、
年
１
回
で
は
な
く
、
委
員
会
な
ど
を

行
う
度
に
行
え
ば
よ
か
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。
そ
れ
が
、
先
ほ
ど
か
ら
課
題
に
挙

げ
ら
れ
て
い
る
、教
師
間
・
教
科
間
の
足

並
み
を
そ
ろ
え
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
思

い
ま
し
た
。
本
校
で
は
17
年
度
か
ら
、「
青

高
力
」
の
設
定
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
と
シ
ラ

バ
ス
の
作
成
、
授
業
と
定
期
考
査
の
改
善

と
、段
階
的
に
改
革
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

そ
の
す
べ
て
の
過
程
に
教
師
全
員
が
か
か

わ
る
こ
と
で「
青
高
力
」へ
の
理
解
が
徐
々

に
深
ま
り
ま
し
た
が
、
そ
の
教
育
目
標
を

ど
れ
だ
け
達
成
で
き
て
い
る
か
に
つ
い
て

も
、
教
師
一
人
ひ
と
り
が
自
身
の
教
育
活

動
を
検
証
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

荒
内

　
指
導
の
検
証
に
は
、
生
徒
の
声
を

聞
く
こ
と
も
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
本
校

で
は
、
数
学
の
授
業
進
度
を
例
年
よ
り
も

速
め
た
と
こ
ろ
、
２
学
期
末
に
生
徒
か
ら

負
担
が
大
き
す
ぎ
る
と
言
う
声
が
上
が
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
、教
科
内
で
話
し
合
い
、

３
学
期
は
１
週
間
ご
と
の
復
習
に
重
点
を

置
い
た
指
導
を
行
う
方
針
を
立
て
、
小
テ

ス
ト
な
ど
で
知
識
・
技
能
の
定
着
を
図
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
見
て
、

き
ま
す
。
そ
し
て
、
学
年
団
か
ら
実
践
の

状
況
を
吸
い
上
げ
て
、委
員
会
で
検
証
し
、

改
善
策
を
考
え
た
上
で
、
次
の
１
学
年
で

行
う
と
い
う
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

芦
刈

　
確
か
に
、
学
年
団
は
担
当
学
年
の

指
導
で
手
い
っ
ぱ
い
で
、
成
果
や
課
題
を

検
証
し
、
次
の
１
学
年
団
に
引
き
継
ぐ
こ

と
は
難
し
い
の
が
現
状
で
す
。
学
校
全
体

で
の
教
育
活
動
と
す
る
た
め
に
は
、
学
校

組
織
を
工
夫
す
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

西
谷

　
現
在
は
、
新
し
い
学
力
観
に
応
じ

た
教
育
の
あ
り
方
を
、
個
々
の
教
師
が
試

行
錯
誤
し
て
い
る
段
階
で
す
。
学
校
全
体

の
取
り
組
み
と
し
て
新
し
い
教
育
活
動
を

定
着
さ
せ
る
た
め
に
は
、
す
べ
て
の
教
師

が
そ
の
目
的
を
十
分
に
理
解
す
る
こ
と
に

加
え
、
ど
の
教
師
で
も
実
践
で
き
る
共
通

の
デ
ザ
イ
ン
を
つ
く
り
上
げ
る
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

笠
井

　
大
学
入
試
の
変
化
の
上
面
だ
け
を

見
て
指
導
を
変
え
て
、そ
れ
で
対
策
を
し

て
い
る
と
勘
違
い
し
て
は
い
け
な
い
と
、

皆
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
改
め
て
思
い
ま
し

た
。一
連
の
教
育
改
革
や
大
学
入
試
改
革

の
目
的
が
資
質
・
能
力
の
育
成
に
あ
る
と

い
う
本
質
を
理
解
し
、そ
れ
を
学
校
全
体

で
共
有
し
た
上
で
、
指
導
の
マ
イ
ン
ド

セ
ッ
ト
を
す
る
こ
と
が
、
今
後
の
教
育
活

動
に
必
要
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

大学入試の変化の本質を捉えることが、
指導改善につながる。

 笠井

教育内容・方法の枠組みを明確化し、
PDCAサイクルの中で
成果や課題を検証することが大切。 西谷

４つの実践に見るこれからの「高１指導」考特集

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
し
、

目
標
の
達
成
度
を
検
証

学
校
全
体
で
指
導
を
継
承
す
る

仕
組
み
を
つ
く
る
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育
目
標
が
必
要
だ
と
考
え
ま
し
た
」

　　
学
校
教
育
目
標
の
検
討
は
、
学
校
の
運

営
方
針
を
決
定
す
る
「
単
位
制
推
進
委
員

会
」
で
主
に
行
わ
れ
た
。
そ
の
委
員
は
、

管
理
職
や
教
務
主
任
、
進
路
指
導
主
事
、

各
年
次
主
任
ら
11
人
。
委
員
会
内
に
ワ
ー

キ
ン
グ
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、
ま
ず
素
案
を

作
成
し
た
。
進
路
指
導
主
事
の
竹
内
宏
彰

先
生
は
、
そ
の
時
の
状
況
を
こ
う
語
る
。

　「
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
で

『
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ
21
』
高
校
版
で
参
考
と
な
る

事
例
を
探
し
た
と
こ
ろ
、
具
体
的
で
分
か

り
や
す
い
学
校
教
育
目
標
を
策
定
し
て
い

た
の
が
山
梨
県
立
吉
田
高
校
で
し
た
。
同

校
を
参
考
に
、
本
校
も
学
校
教
育
目
標
を

策
定
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」

　
吉
田
高
校
で
は
、「Y

oshida PRID
E

を
持
っ
て
未
来
を
生
き
抜
く
こ
と
が
で
き

る
生
徒
を
育
成
す
る
」
こ
と
を
教
育
の
目

的
と
し
、そ
の
達
成
に
向
け
た
「
教
育
の

目
標
」
に
「
自
己
肯
定
力
」
な
ど
の
８
つ

の
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
こ
と
を
掲
げ

て
い
た（
本
誌
17
年
６
月
号
Ｐ
．10
〜
13
参

照
）。
巻
高
校
も
そ
れ
に
倣
い
つ
つ
、
自

校
の
生
徒
へ
の
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能

　
県
立
唯
一
の
進
学
重
視
型
単
位
制
高
校

で
あ
る
新
潟
県
立
巻
高
校
は
、
国
公
立
大

学
の
現
役
合
格
者
数
が
例
年
１
０
０
人
前

後
に
上
る
地
域
の
進
学
校
だ
。
同
校
が
新

た
な
学
校
改
革
に
向
け
て
動
き
始
め
た
の

は
、
２
０
１
７
年
の
秋
の
こ
と
だ
っ
た
。

18
年
度
の
１
年
次
生
は
「
大
学
入
学
共
通

テ
ス
ト
」
を
初
め
て
受
験
す
る
年
次
で
あ

る
た
め
、
前
年
度
中
に
学
校
教
育
目
標
を

見
直
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
教
育
課
程
や

指
導
計
画
を
作
成
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

高
島
徹
校
長
は
、
学
校
教
育
目
標
を
見
直

し
た
理
由
に
つ
い
て
、
こ
う
説
明
す
る
。

　「
探
究
学
習
や
主
体
的
・
対
話
的
で
深

い
学
び
な
ど
の
様
々
な
学
習
活
動
を
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
学
校
全
体
の
取
り
組
み

で
は
な
く
、
目
的
も
年
次
に
よ
っ
て
差
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
生
徒
に
高
校
３

年
間
で
身
に
つ
け
さ
せ
る
資
質
・
能
力

を
明
確
に
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
教
育

方
針
や
教
育
の
目
的
は
校
訓
な
ど
を
基
に

し
た
大
局
的
な
方
向
性
を
示
し
て
い
る
も

の
で
し
た
の
で
、
生
徒
や
教
師
に
目
指
す

ゴ
ー
ル
を
具
体
的
に
分
か
り
や
す
く
示

し
、
な
お
か
つ
高
大
接
続
改
革
や
次
期
学

習
指
導
要
領
の
趣
旨
に
も
沿
っ
た
学
校
教

教
育
・
入
試
改
革
へ
の
対
応
も

見
据
え
、新
た
な
学
校
改
革
に
着
手

＊「学校教育デザイン」とは、本誌が 2017 年度６〜 12 月号の特集で提唱した、「学校教育目標からカリキュラム・指導計画の策定、授業・指導実践、その評価・検証、授業・
指導改善までの一連のサイクルが、 カリキュラム・マネジメントを通じて実現される学校改革の営み」のこと。

教
育
課
程
や
授
業
を
イ
メ
ー
ジ

し
な
が
ら
、学
校
教
育
目
標
を
検
討

◎ 2012 年度、新潟県の県立高校として初の進
学重視型単位制に改組。学校設定科目を設け、
生徒が自身の関心や希望進路に沿って学びを選
択できるようにしている。男子バレーボール部
と女子ホッケー部は２年連続で全国大会に出場。
◎設立　1906（明治 39）年
◎形態　全日制／普通科／共学
◎生徒数　１年次約 280 人（全日制）
◎ 2018 年度入試合格実績（現役のみ）　国公立大は、千葉大、上越教育大、新潟大、
新潟県立大などに 78 人が合格。私立大は、青山学院大、中央大、法政大、明治大、
新潟医療福祉大などに延べ 346 人が合格。
◎ URL　http://www.maki-h.nein.ed.jp/

カリキュラム・マネジメント
を通じて実現

授業・
指導改善

学校教育
目標

授業・
指導実践

カリキュラム
・指導計画

評価・検証

今回

改 革 事 例

育成を目指す資質・能力と学ぶ内容との関係を
明確化した教育課程表を作成し、確実に実践

新潟県立巻
ま き

高校

改革事例から導く！

学校教育デザインを描く道標
しるべ
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力
を
議
論
。
そ
し
て
、「
人
間
力
」「
飛
躍

力
」
な
ど
、
８
つ
の
資
質
・
能
力
か
ら
成

る
学
校
教
育
目
標
を
策
定
し
た
（
図
１
）。

　「
８
つ
の
資
質
・
能
力
に
決
ま
る
ま
で
、

委
員
会
で
５
〜
６
回
検
討
し
ま
し
た
。
例

え
ば
、
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
の
提
案
の
中

に
あ
っ
た
『
成
長
力
』
に
は
、『
何
を
も
っ

て
成
長
し
た
と
言
え
る
の
か
抽
象
的
で
分

か
り
に
く
い
』と
い
っ
た
意
見
が
上
が
り
、

再
検
討
し
ま
し
た
。
そ
の
資
質
・
能
力
を

生
徒
に
育
成
す
る
た
め
に
は
、
ど
う
い
っ

た
指
導
や
授
業
が
必
要
か
、
教
育
課
程
に

ど
う
落
と
し
込
む
の
か
ま
で
を
具
体
的
に

イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
、
学
校
教
育
目
標
を

具
体
化
し
て
い
き
ま
し
た
」（
竹
内
先
生
）

　
18
年
１
月
、
単
位
制
推
進
委
員
会
の
提

示
し
た
学
校
教
育
目
標
が
職
員
会
議
で
確

認
さ
れ
、
各
教
科
・
科
目
で
８
つ
の
資
質
・

能
力
を
ど
の
単
元
で
ど
の
よ
う
に
育
成
す

る
の
か
を
明
示
し
た
教
育
課
程
表
（
教
科

年
間
計
画
表
）
の
作
成
に
着
手
し
た
。

　
ま
ず
、
各
教
科
・
科
目
の
代
表
か
ら
成

る
「
教
育
課
程
委
員
会
」
が
、『
Ｖ
Ｉ
Ｅ

Ｗ
21
』
高
校
版
の
事
例
を
参
考
に
し
な
が

ら
教
育
課
程
表
の
ひ
な
型
を
作
成
。
そ
れ

を
基
に
、
各
教
科
・
科
目
で
は
、
18
年
度

１
年
次
担
当
予
定
の
教
師
が
中
心
と
な

り
、
教
育
課
程
表
の
素
案
を
作
成
し
た
。

そ
れ
を
教
育
課
程
委
員
会
が
検
討
し
、
修

正
を
経
て
確
定
さ
せ
た（
Ｐ
．28
図
２
）。１

年
次
担
任
の
小
林
都
先
生
は
こ
う
語
る
。

　

　「
新
年
度
ま
で
時
間
が
限
ら
れ
て
い
た

た
め
、学
校
教
育
目
標
の
検
討
段
階
か
ら

準
備
を
進
め
、１
月
以
降
に
一
気
に
作
成

し
ま
し
た
。多
く
の
教
師
が
以
前
か
ら
授

業
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
視
点

を
取
り
入
れ
て
い
た
の
で
、教
育
課
程
表

に
８
つ
の
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
活
動

と
し
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
発
表
、リ
フ

レ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
を
盛
り
込
む
こ
と
は
そ

れ
ほ
ど
難
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

８
つ
の
資
質
・
能
力
と
学
ぶ
内
容
の
関
係

を
示
し
た
教
育
課
程
表
に
よ
っ
て
、各
単

元
の
ね
ら
い
も
明
確
に
な
り
ま
し
た
」

　「
白は

く
よ
う楊

Ｑ
Ｕ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
」
と
名
づ
け
て
行

う
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」（
以
下
、

総
合
学
習
）
も
、
８
つ
の
資
質
・
能
力
を

育
成
す
る
活
動
・
場
面
・
方
法
を
整
理
し

た
。
白
楊
Ｑ
Ｕ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
委
員
長
の
阿
部
見

和
子
先
生
は
、
こ
う
説
明
す
る
。

　「
進
路
学
習
で
は
思
考
力
や
表
現
力
、

新
入
生
宿
泊
研
修
で
は
対
話
力
や
行
動
力

と
い
っ
た
よ
う
に
、
活
動
ご
と
に
育
成
を

目
指
す
資
質
・
能
力
を
明
確
に
し
て
い
き

ま
し
た
。
そ
の
過
程
で
、
生
徒
が
教
師
の

話
を
聞
く
だ
け
に
な
っ
て
い
る
な
ど
、
８

つ
の
資
質
・
能
力
の
ど
の
育
成
に
も
つ
な

が
っ
て
い
な
い
活
動
は
見
直
し
ま
し
た
」

　
同
委
員
会
で
は
、「
白
楊
Ｑ
Ｕ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
」

や
学
校
行
事
、
生
徒
会
活
動
な
ど
に
つ
い

＊プロフィールは2019年３月時点のものです。

図１　学校教育目標

教育方針
「勤労・廉直・恭敬」の校訓の下、明確な目標を持ち、自ら努
力するとともに、親和協同して奉仕の精神と責任感を持って、
積極的に行動する生徒を育成する。

教育の目的
• 心身ともに、健全で豊かな人間性の育成
• 伝統の「文武両道」へのさらなる研鑽
• 進路希望実現に向けた自立心・探究心の育成

教育目標（目的を達成するための方策）
人間力／人間的魅力を高め、将来自立して生きていけるよう

になること
飛躍力／自分の持っている長所に気づき、それを生かして社

会に貢献できるようになること
対話力／他者を思いやり、対話を通して新たな視点を獲得す

ること
行動力／行動を起こし、目的を実現させること
思考力／経験を振り返り、知識を基に柔軟に考えること
判断力／本質を見抜き、何をすべきか考えること
表現力／自分の思考を言葉や文章などで分かりやすく伝える

こと
探究力／森羅万象を深く追究すること

やや抽象度が高い人間力と飛躍力は、ほかの６つの資質・能力を身に
つけた上で最終的に獲得してほしい、より高次の力として位置づけた。

＊学校資料を基に編集部で作成。

１
年
次
担
任

小
林

　都

こ
ば
や
し
・
み
や
こ

教
職
歴
30
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

６
年
目
。
進
路
指
導
部
。

１
年
次
担
任

佐
久
間
純
子

さ
く
ま
・
じ
ゅ
ん
こ

教
職
歴
17
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

７
年
目
。
教
務
部
。

進
路
指
導
主
事

竹
内
宏
彰

た
け
う
ち
・
ひ
ろ
あ
き

教
職
歴
19
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

８
年
目
。

１
年
次
主
任

市
村
清
貴
　

い
ち
む
ら
・
き
よ
た
か

教
職
歴
30
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

２
年
目
。

白
楊
Ｑ
Ｕ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
委
員
長

阿
部
見
和
子

あ
べ
・
み
わ
こ

教
職
歴
31
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

６
年
目
。
進
路
指
導
部
。

校
長高島

　徹

た
か
し
ま
・
と
お
る

教
職
歴
36
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

２
年
目
。

８
つ
の
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る

学
び
を
教
育
課
程
表
で
明
確
化
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て
、
各
活
動
の
目
的
・
形
態
・
内
容
な
ど

を
示
し
た
「
白
楊
Ｑ
Ｕ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
ノ
ー
ト
」

を
作
成
し
、
生
徒
と
教
師
に
配
布
し
た
。

　「
８
つ
の
資
質
・
能
力
は
、
教
科
・
科

目
や
総
合
学
習
、
学
校
行
事
や
生
徒
会
活

動
、
部
活
動
な
ど
、
す
べ
て
の
教
育
活
動

を
通
じ
て
育
む
べ
き
も
の
で
す
。
ど
の
教

育
活
動
に
お
い
て
も
、
そ
の
活
動
は
８
つ

の
資
質
・
能
力
の
ど
れ
を
育
成
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
も
の
な
の
か
を
、
生
徒
や

教
師
が
常
に
意
識
で
き
る
よ
う
、
冊
子
を

作
成
し
ま
し
た
」（
阿
部
先
生
）

　
そ
う
し
て
作
成
し
た
教
育
課
程
表
や

「
白
楊
Ｑ
Ｕ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
ノ
ー
ト
」に
沿
っ
た
教

育
活
動
を
、18
年
度
の
１
年
次
生
で
行
っ

て
い
っ
た
。
そ
の
際
に
重
視
し
た
の
は
、

一
体
感
を
持
っ
て
活
動
で
き
る
よ
う
、
教

師
間
で
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
だ
っ
た
。

　
例
え
ば
、
各
教
科
・
科
目
で
取
り
組
ま

せ
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
に
つ
い
て
は

原
則
公
開
と
し
、そ
れ
ら
の
課
題
を
ま
と

め
た
資
料
を
全
教
師
に
配
布
し
て
、知
見

を
共
有
し
た
。数
学
科
で
は
小
テ
ス
ト
を

生
徒
自
身
に
作
成
さ
せ
た
り
、英
語
科
で

は
生
徒
が「
日
本
の
よ
い
と
こ
ろ
」を
テ
ー

マ
に
英
作
文
を
書
き
、発
表
さ
せ
た
り
し

た
。そ
う
し
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
の

実
施
と
評
価
の
方
法
を
共
有
し
、学
校
全

体
で
ノ
ウ
ハ
ウ
を
積
み
上
げ
て
い
っ
た
。

　
定
期
考
査
の
問
題
も
、
全
校
で
共
有
し

た
。同
校
で
は
、「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」

に
備
え
、18
年
度
か
ら
全
年
次
の
全
教
科
・

科
目
の
定
期
考
査
で
、
思
考
力
・
判
断
力
・

表
現
力
を
求
め
る
問
題
を
必
ず
10
％
盛
り

込
む
こ
と
に
し
た
。
そ
の
問
題
も
資
料
に

し
て
、
定
期
考
査
後
に
全
教
師
に
配
布
し

て
い
る
。
１
年
次
主
任
の
市
村
清
貴
先
生

は
、
情
報
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有
化
に
つ
い

て
の
同
校
の
強
み
を
、次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
以
前
か
ら
、
本
校
に
は
公
開
授
業
を

積
極
的
に
行
い
、
互
い
の
授
業
を
見
せ
合

う
風
土
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
今
回

の
教
育
課
程
表
の
検
討
・
作
成
や
、
そ
れ

を
実
践
す
る
場
面
で
、
大
き
く
プ
ラ
ス
に

作
用
し
ま
し
た
。
新
た
な
取
り
組
み
を
浸

透
さ
せ
る
際
に
は
、
教
師
間
の
関
係
性
が

い
か
に
構
築
で
き
て
い
る
か
が
大
切
な
条

件
に
な
る
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
」

　
８
つ
の
資
質
・
能
力
を
確
実
に
生
徒
に

育
成
す
る
た
め
に
、
生
徒
自
身
に
目
標
を

＊学校資料を編集部で改編して作成。教育課程表の全体は、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（https://berd.benesse.jp）からダウンロードできます。
「HOME →教育情報→高校向け」でご覧ください。

 　　　　　　　　　　　　　育成を目指す資質・能力      

　　　分野 ･ 単元 ･ 履修時期

資質･能力 知識･技能 思考力･判断力･表現力 主体性を持って多様な人々
と協働して学ぶ態度 コマ数

資質 ･
能力の
説明

探究力
基本的な概念、原理･法
則、用語･記号などを理
解し、基礎的な知識を身
につけ、事象を数学的に
考察し、処理することが
できる。

思考力
既習内容を
基に思考を
重 ね、数 学
的 な 見 方･
考え方を身
に つ け、論
理 的･多 面
的･発 展 的
に考えること
ができる。

判断力
疑問を持ち、
自己や他者
の考えにつ
い てよりよ
い判断をす
ることができ
る。

表現力
目的 に応じ
て、自分の考
えなどを数
学的な表現
を用いて的
確に説明す
ることができ
る。

行動力
学習した内
容について、
自己評価や
相互評価を
行 い、今 後
の学習行動
に役立てる。

対話力
相 手 の 立 場
や考えを尊重
し、表 現を工
夫して、他 者
と対話しなが
ら、課題を解
決し探究する
ことができる。

単元名 教材名 指導活動 ･学習活動 履修時期

第 3 章　図形と方程式
第１節　点と直線
第２節　円
第３節　軌跡と領域
第３節　１次不等式

数学Ⅱ

• 直線上の点 ･ 平面上の点
• 直線の方程式 ･２直線の関係
• 円の方程式 ･ 円と直線
•２つの円 ･ 軌跡の方程式
• 不等式の表す領域 ･ 実数
• 根号を含む式の計算
• 不等式の性質 ･１次不等式
• 絶対値を含む方程式 ･ 不等式

第１回
考査まで

［方法］
• 教科書の解説 ･ 例題
を用いた対話型講義
• 教科書の問題をペア
ワークにより解答
• 週末課題として副教
材Ａ問題を解答

［目標］
• 確認テストで 8 割以
上正解

パフォーマンス課題：１h

リフレク
ション

◎

グループ
ワーク

○
30

グループ
ワーク

◎
○ 発表

◎

第１章　平面上の
　　　　ベクトル
第１節　ベクトルと
　　　　その演算
第２節　ベクトルと
　　　　平面図形

数学Ｂ

• ベクトル
• ベクトルの演算
• ベクトルの成分
• ベクトルの内積
• 位置ベクトル
• ベクトルの図形への応用
• 図形ベクトルによる表示

第２回
考査まで

［方法］
• 教科書の解説 ･ 例題
を用いた対話型講義
• 教科書の問題をペア
ワークにより解答
• 週末課題として副教
材Ａ問題を解答

［目標］
• 確認テストで 8 割以
上正解

パフォーマンス課題：１h

リフレク
ション

◎

グループ
ワーク

○
22

グループ
ワーク

◎
◎ 発表

◎

第２章　空間の　　　　 • 空間の点 • 課題考査 ［方法］

図 2　教育課程表２年次「数学Ⅱ・B」の例（抜粋）

目
標
設
定
と
振
り
返
り
の
機
会

を
、
生
徒
に
要
所
で
提
供

教
師
間
で
情
報
を
共
有
し
、

一
体
感
を
持
っ
て
活
動
を
推
進
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導
か
れ
た
道
標

立
て
さ
せ
、
そ
の
目
標
の
到
達
度
を
振
り

返
ら
せ
る
機
会
を
数
多
く
設
け
て
い
る
。

　
ま
ず
、
目
標
設
定
に
つ
い
て
は
、８
つ

の
資
質
・
能
力
を
高
め
る
た
め
の
学
習
面

と
生
活
面
で
の
具
体
的
な
目
標
を
２
か
月

お
き
に
生
徒
に
書
か
せ
、各
教
室
に
掲
示

し
て
い
る（
図
３
）。１
年
次
担
任
の
佐
久

間
純
子
先
生
は
、そ
の
意
義
を
こ
う
語
る
。

　「
常
に
８
つ
の
資
質
・
能
力
を
意
識
し

て
授
業
や
学
校
行
事
な
ど
に
臨
む
よ
う
に

す
る
上
で
、
目
標
設
定
と
振
り
返
り
は
有

効
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
授
業
や
ホ
ー
ム

ル
ー
ム
時
に
、
折
に
触
れ
て
生
徒
に
『
８

つ
の
資
質
・
能
力
を
言
っ
て
み
よ
う
』
と

投
げ
か
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

　
ま
た
、各
教
科
・
科
目
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
課
題
で
活
用
で
き
る
よ
う
、生
徒
が

目
標
と
す
る
資
質
・
能
力
が
ど
れ
だ
け
身

に
つ
い
た
か
を
自
己
評
価
す
る
シ
ー
ト
を

作
成
し
た
。さ
ら
に
、年
度
末
に
は
、１
年

間
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
の
取
り
組
み

を
振
り
返
り
、気
づ
い
た
こ
と
や
得
た
こ

と
と
、そ
れ
ら
を
今
後
ど
う
生
か
し
て
い

く
か
を
シ
ー
ト
に
書
か
せ
る
と
と
も
に
、

そ
の
内
容
を
「
マ
ナ
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
（
＊
１
）
に
記
録
さ
せ
た
。

　「
振
り
返
り
で
は
、『
○
○
が
う
ま
く
で

き
な
か
っ
た
』
と
い
っ
た
感
想
で
終
わ
ら

な
い
よ
う
、『
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
何

を
し
て
い
き
た
い
の
か
を
、
考
え
て
書
こ

う
』と
指
導
し
て
い
ま
す
」（
佐
久
間
先
生
）

　
18
年
度
の
実
践
を
通
じ
て
、
教
師
が
実

感
し
て
い
る
の
は
、
生
徒
は
教
師
の
想
像

以
上
に
学
習
に
意
欲
的
な
こ
と
だ
。

　「
総
合
学
習
で
地
域
と
連
携
し
た
探
究

学
習
を
行
っ
た
際
、
普
段
は
お
と
な
し
く

て
受
け
身
だ
と
思
っ
て
い
た
生
徒
が
、
主

体
的
に
地
域
が
抱
え
る
問
題
を
調
べ
、
そ

の
解
決
案
を
考
え
、
そ
れ
を
地
域
の
方
の

前
で
堂
々
と
発
表
し
て
い
ま
し
た
。
そ
う

い
っ
た
活
動
を
通
じ
て
、
自
分
は
ど
ん
な

資
質
・
能
力
を
身
に
つ
け
た
い
の
か
と
い

う
目
標
が
明
確
化
さ
れ
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

の
仕
方
を
知
っ
て
い
れ
ば
、
教
師
が
期
待

す
る
以
上
の
力
を
発
揮
す
る
の
だ
と
分
か

り
ま
し
た
」（
阿
部
先
生
）

　
学
校
教
育
目
標
の
策
定
、
そ
れ
に
基
づ

い
た
教
育
課
程
表
の
作
成
と
そ
の
実
践
と

い
う
一
連
の
取
り
組
み
を
、
同
校
で
は
17

年
秋
か
ら
の
１
年
半
の
短
期
間
で
成
し
遂

げ
た
。
高
島
校
長
は
「
走
り
な
が
ら
、
指

導
の
形
を
つ
く
っ
て
き
た
」
と
語
る
。
未

知
の
要
素
が
多
い
取
り
組
み
だ
か
ら
こ

そ
、
計
画
を
立
て
た
ら
ま
ず
は
実
践
し
、

そ
の
都
度
修
正
を
加
え
な
が
ら
、
徐
々
に

活
動
の
質
を
高
め
て
い
く
と
い
う
姿
勢

を
、同
校
で
は
今
後
も
大
切
に
し
て
い
く
。

　今回の取り組みを通じて、私自身が変
わったなと感じるのは、「大学や社会がどの
ような資質・能力を持った人材を求めてお
り、そのような人材を育成するために教師
としての自分は何をすべきか」を、以前よ
り強く意識するようになったことです。そ
のため、生徒への声かけの質やパフォーマ
ンス課題における指導の内容などが変わり
ました。うれしいのは、グループワークや
発表などの活動で、生徒たちが楽しそうに、
そして真剣に取り組んでいることです。先
日も「白楊QUEST」でディベートを行っ
た時、普段はおとなしい生徒が積極的に手
を挙げ、発言する姿に驚かされました。今
後の課題は、そうした活動を通じて、生徒
たちが８つの資質・能力をどの程度身につ
けたかをどう評価するのか、その手法を開
発していくことだと考えています。

社会で求められる
資質・能力をより意識
して指導するように
佐久間純子先生

２か月おきに学習面と生活
面の目標を立て、それを記
したシートを教室に掲示。
シートには８つの資質・能
力を明記し、学習面・生活
面で立てた目標の達成を通
して、中でも高めたい資質・

能力を２つ、うち１つは８つの資質・能力にはない自分で考え
た資質・能力を書かせる。　　　　　 ＊学校資料をそのまま掲載。

図３　２か月目標（生徒の記入例）

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
都
度
修
正
し
な
が
ら
そ
の
質
を

高
め
て
い
く
こ
と
が
、
教
師
全
員
の
確
実
な
実
践
に
つ
な
が
る

私の教育デ
ザイン

＊１　進路・進学応援サイト「Benesse マナビジョン」において無料で利用できる eポートフォリオ。
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　定
期
考
査
で
は
得
点
で
き
て
い
て
も
、
模
擬
試
験
で

は
思
う
よ
う
に
得
点
が
上
げ
ら
れ
な
い
と
い
っ
た
生
徒

の
指
導
に
悩
む
教
師
は
少
な
く
な
い
。
平
賀
直た

だ
し志

先
生

が
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
視
点
を
取
り
入
れ

た
授
業
を
始
め
た
き
っ
か
け
も
そ
こ
に
あ
っ
た
。

　「
初
任
者
の
頃
は
、
分
か
り
や
す
い
授
業
、
面
白
い

＊プロフィールは2019年３月時点のものです。

兵庫県立星陵高校
◎兵庫県立第四神戸中学校として開校。教育
目標は「品性と教養・健康有能・自主責任・
協力奉仕」。2004年度に生命科学類型を設置。
生徒を主役として、教科学習と探究学習の双
方の充実を図っている。
◎設立　1941（昭和16）年
◎形態　全日制／普通科／共学
◎生徒数　１学年約 280人
◎２０１8年度入試合格実績（現役のみ）
国公立大は、北海道大、東北大、筑波大、横
浜国立大、大阪大、神戸大、岡山大、大阪府
立大、兵庫県立大などに117人が合格。私立
大は、早稲田大、同志社大、立命館大、関西大、
近畿大、関西学院大などに延べ 455人が合格。
◎URL

兵庫県立星陵高校
平賀直志　ひらが・ただし　

教職歴 11年。同校に赴任して４年目。理科（物理）担当。
同校に赴任後、本格的にアクティブ・ラーニングに着手。
現在、探究科学推進部に所属し、
新しい探究活動の設計に取り組んでいる。

https://www.hyogo-c.ed.jp/~seiryo
-hs/

1 1:50 基礎理解と疑問点の洗い出し 授業
ハイライト

モ
デ
ル
に
よ
る
現
象
の
理
解
と

協
働
的
な
学
び
を
通
し
て
、

物
理
の
本
質
に
迫
る

平賀先生が、本時（ニュートンリング）の概要を前時（く
さび形空気層）と比較しながら3分程度で説明。その後生
徒は、現象（ニュートンリングで明暗の模様ができる理由）
と、数学（ニュートンリングにおける干渉条件の式）の観
点から書かれたプリントを読んで本時の基礎事項をおおま
かに理解し、疑問点を洗い出した。

●
２
年
生
「
物
理
」
の
「
光
の
回
折
と
干
渉
」
に
お
け
る
全

８
時
間
の
う
ち
の
８
時
間
目
。
テ
ー
マ
は
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
リ

ン
グ
。
冒
頭
で
基
礎
知
識
を
学
ん
だ
後
、
個
人
・
グ
ル
ー
プ

で
平
賀
先
生
の
自
作
プ
リ
ン
ト
の
問
題
に
取
り
組
ん
だ
。（
Ｐ
．

33
に
単
元
の
指
導
計
画
を
掲
載
）

物理

実践

深
い
理
解
を
促
す
た
め
に

物
理
の
本
質
に
迫
る
授
業
を
追
究

平
賀
先
生
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

主体的・対話的で
深い学びへ
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授
業
を
す
れ
ば
、
生
徒
は
知
識
を
習
得
す
る
も
の
だ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
模
擬
試
験
で
問
題
が
解

け
な
い
生
徒
を
見
る
う
ち
に
、
教
師
が
知
識
を
教
え
る

だ
け
の
授
業
で
は
限
界
が
あ
る
と
気
づ
い
た
の
で
す
」

　
悩
ん
だ
末
に
行
き
つ
い
た
結
論
は
、
生
徒
自
ら
が
知

識
を
構
造
化
し
て
、
学
問
の
本
質
を
理
解
す
る
必
要
が

あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
集
団
内
（
個
人
間
）
で
の
成
長

が
個
人
の
成
長
を
促
す
と
い
う
発
達
の
順
序
を
踏
ま
え

た
授
業
設
計
を
行
う
こ
と
だ
っ
た
。

　
平
賀
先
生
が
作
成
す
る
メ
イ
ン
教
材
の
プ
リ
ン
ト

は
、
東
京
大
学
・
市
川
伸
一
教
授
が
提
唱
す
る
「
教
え

て
考
え
さ
せ
る
授
業
」
の
理
論
（
＊
１
）
を
書
籍
等
か

ら
学
び
、
自
分
な
り
に
整
理
し
て
、「
知
っ
て
お
こ
う
→

確
か
め
よ
う
→
深
め
よ
う
」
の
順
で
構
成
し
て
い
る
。

ま
ず
、
土
台
と
な
る
基
礎
知
識
を
学
ん
だ
上
で
「
理
解

確
認
問
題
」
に
取
り
組
み
、
そ
の
知
識
を
理
解
し
て
い

る
か
を
確
認
さ
せ
る
。
続
い
て
「
理
解
深
化
問
題
」
で

発
展
的
な
学
び
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
と
い
う
流
れ
だ
。

　
ま
た
、
物
理
の
本
質
を
理
解
さ
せ
る
手
法
は
、
日
本

体
育
大
学
の
角か

ど

屋や

重し
げ

樹き

教
授
の
授
業
実
践
研
究
か
ら
学

ん
だ
。
そ
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の
は
、
物
理
現
象
を
解

釈
す
る
た
め
の
モ
デ
ル
を
、
生
徒
自
身
が
探
究
し
て
い

く
学
習
過
程
と
し
た
こ
と
だ
。

　「
自
然
科
学
の
本
質
は
、
自
然
現
象
を
モ
デ
ル
を
通

し
て
見
て
い
く
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
実
験
・
検
証
は
重

要
で
す
が
、生
徒
が
問
い
に
つ
い
て
考
え
る
中
で
、自
分

な
り
の
解
釈
モ
デ
ル
を
探
り
出
し
、検
証
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
そ
こ
で
、
物
理
学
者
が
現
象
を
説
明
す
る

理
論
モ
デ
ル
を
探
究
す
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
生
徒
が

主
観
的
・
客
観
的
に
解
釈
モ
デ
ル
を
考
え
、
本
質
に
迫

る
こ
と
が
で
き
る
授
業
デ
ザ
イ
ン
を
心
が
け
て
い
ま
す
」

　
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
は
、
メ
ン
バ
ー
全
員
が
学

び
に
参
加
で
き
る
よ
う
、
３
〜
４
人
を
ラ
ン
ダ
ム
に
組

み
合
わ
せ
て
い
る
。

　
平
賀
先
生
が
授
業
づ
く
り
で
最
も
重
視
し
て
い
る
の

は
、
教
材
に
「
２
つ
の
必
要
性
」
を
組
み
込
む
こ
と
だ
。

１
つ
め
は
、「
他
者
」
の
必
要
性
で
あ
り
、
１
人
で
は
解

決
で
き
な
い
問
題
、
あ
る
い
は
答
え
が
分
か
っ
て
い
て

も
誰
か
に
確
認
し
た
く
な
る
レ
ベ
ル
の
問
い
を
設
定
す

る
。
２
つ
め
は
、「
概
念
」
の
必
要
性
で
あ
り
、
学
ん
だ

概
念
を
使
う
こ
と
で
疑
問
が
解
消
で
き
る
問
い
を
設
定

す
る
。
学
ん
だ
知
識
を
使
い
、
他
者
と
協
働
し
た
く
な

る
状
況
を
つ
く
る
こ
と
で
、
自
然
と
学
び
合
い
が
生
ま

れ
る
授
業
を
目
指
し
て
い
る
。

　
プ
リ
ン
ト
の
問
い
は
、
す
べ
て
平
賀
先
生
の
自
作
、

あ
る
い
は
入
試
問
題
を
応
用
し
た
問
題
に
し
て
い
る
。

そ
の
多
く
が
、
物
理
の
本
質
を
理
解
さ
せ
る
た
め
に
、

現
象
を
生
徒
自
身
の
解
釈
モ
デ
ル
を
通
し
て
見
て
い
く

問
い
と
な
っ
て
い
て
、時
に
は
、教
科
書
レ
ベ
ル
を
超
え
、

入
試
で
は
取
り
扱
わ
な
い
よ
う
な
、
さ
ら
に
ハ
イ
レ
ベ

ル
な
問
題
も
取
り
入
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

　
平
賀
先
生
は
、
本
質
を
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
確
か
な

理
解
と
定
着
に
つ
な
が
る
と
確
信
し
て
い
る
。

12:05 11:55グループワーク① 疑問点の解説

３〜４人のグループとなり、個人で解いた「理解確認問題」
の解き方や疑問点を共有。プリントの基礎事項の解説・資料
に戻りながら、互いの疑問点を解消し、理解を確認していった。
生徒たちの力だけで疑問を解決させようと、平賀先生はほと
んど声をかけない。生徒の学びの様子を見取ることに専念し、
15分経った頃に解答・解説を配布した。

平賀先生が生徒一人ひとりを指名し、プリントを読んだ時点
での疑問点を挙げさせた。「平凸レンズの平面部で反射する
光を考慮しなくてよいのですか？」「平凸レンズの真ん中が黒
いのはなぜですか？」など、出てきた疑問点について、平賀
先生が解説。生徒全員が同じ基礎知識を持つようにした上で、
プリントの「理解確認問題」に個々に取り組んだ。

「
２
つ
の
必
要
性
」
で

思
考
の
深
ま
り
を
促
す

思
考
の
活
性
化
・
深
化
へ
の
配
慮

＊１　「教えて考えさせる授業」の理論については、市川研究室のホームページを参照。http://www.p.u-tokyo.ac.jp/lab/ichikawa/ok-kaisetu.html
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　「
物
理
学
的
な
も
の
の
見
方
・
考
え
方
を
養
う
こ
と

が
物
理
を
学
ぶ
目
的
で
す
か
ら
、
そ
の
方
法
は
王
道
と

言
え
ま
す
。
一
見
遠
回
り
に
思
え
て
も
、
本
質
を
理
解

さ
せ
る
こ
と
で
、
お
の
ず
と
大
学
入
試
に
対
応
で
き
る

力
も
身
に
つ
く
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
単
元
の
最
後
に
は
、
理
解
の
深
化
を
図
る
と
と
も
に
、

理
解
度
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め
、
自
分
が
最
も
大
事
だ

と
考
え
る
中
心
概
念
に
つ
い
て
、
１
０
０
字
程
度
で
説

明
さ
せ
る
。
単
元
の
中
で
中
心
と
な
る
概
念
を
自
分
で

言
語
化
さ
せ
る
こ
と
で
、
概
念
の
構
造
化
を
促
す
の
だ
。

　
平
賀
先
生
が
他
者
の
必
要
性
を
重
視
す
る
の
は
、
個

人
の
成
長
は
、
集
団
内
（
個
人
間
）
で
の
成
長
が
転
化

す
る
こ
と
で
生
ま
れ
る
と
い
う
発
達
論
を
重
視
し
て
い

る
た
め
だ
。
そ
こ
で
生
徒
に
は
、
１
年
次
か
ら
「
こ
の

授
業
は
、
み
ん
な
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
的

に
し
て
い
る
。
グ
ル
ー
プ
で
力
を
合
わ
せ
て
問
題
を
解

け
れ
ば
、
１
人
で
取
り
組
ん
で
も
解
け
る
よ
う
に
な
り
、

１
人
で
問
題
に
向
か
う
よ
り
、
は
る
か
に
成
長
で
き
る
」

と
伝
え
続
け
て
い
る
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
し
て
生

徒
自
身
が
成
長
を
実
感
す
る
と
、
理
解
で
き
な
い
こ
と

を
共
有
す
る
恥
ず
か
し
さ
が
次
第
に
薄
れ
る
と
い
う
。

　
そ
れ
で
も
話
し
合
い
に
参
加
で
き
ず
、
理
解
が
十
分

で
な
い
生
徒
に
は
、
個
別
に
指
導
す
る
。

　「
教
師
が
話
す
だ
け
の
講
義
型
で
は
、
授
業
中
に
生

徒
の
理
解
度
を
見
取
る
の
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

生
徒
に
話
さ
せ
る
と
何
が
分
か
ら
な
い
の
か
、
ど
こ
で

つ
ま
ず
い
て
い
る
の
か
が
浮
き
彫
り
に
な
る
た
め
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
取
り
入
れ
て
か
ら
は
個
別
指
導
が
し

や
す
く
な
り
ま
し
た
」

　
平
賀
先
生
は
、
生
徒
の
思
考
や
生
徒
同
士
の
議
論
を

中
断
さ
せ
な
い
よ
う
、
自
分
か
ら
は
極
力
働
き
か
け
な

い
。
生
徒
に
口
頭
で
説
明
す
る
代
わ
り
に
、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
の
進
捗
を
見
な
が
ら
解
答
・
解
説
の
プ
リ
ン
ト

を
配
布
し
て
い
る
。

　
同
校
に
赴
任
し
て
４
年
が
経
ち
、
生
徒
の
変
化
を
実

感
す
る
こ
と
が
増
え
て
き
た
。
赴
任
当
初
は
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
が
深
ま
ら
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
今
は
生
徒

が
学
び
に
浸
る
時
間
が
増
え
た
。
３
年
次
に
平
賀
先
生

の
授
業
を
受
け
、
そ
れ
ま
で
苦
手
だ
っ
た
物
理
が
好
き

に
な
っ
た
と
い
う
生
徒
も
い
る
と
い
う
。

　「
す
べ
て
の
生
徒
が
真
剣
に
問
題
に
取
り
組
み
、
理

解
で
き
て
い
る
光
景
を
見
た
時
、
ま
た
頑
張
ろ
う
と
い

う
意
欲
が
湧
い
て
き
ま
す
」　

　
今
後
の
課
題
は
、
生
徒
自
身
が
問
い
を
設
定
す
る
よ

う
な
探
究
的
な
活
動
を
取
り
入
れ
る
こ
と
だ
。「
総
合

的
な
学
習
の
時
間
」
で
行
う
探
究
学
習
や
大
学
と
の
連

携
な
ど
を
含
め
て
、
新
し
い
授
業
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
い

く
考
え
だ
。

12:27

再びグループで、「理解深化問題」を中心に取り組んだ。メン
バーだけでなく、他グループとも意見交換をしながら、疑問
点を解消していった。５分後に平賀先生から解答・解説が配
布されたが、大半がグループワークを継続。正解を出すだけ
でなく、なぜそうなるのかという問題の本質についての意見
を出し合うなど、白熱した議論はチャイムが鳴るまで続いた。

12:21

自席に戻り、「理解深化問題」に個人で取り組んだ。「『理解確
認問題』のグループワークで解答のヒントをもらったと思う
ので、じっくり考えてください」と平賀先生。個人で考えさ
せてからグループワークに臨み、多様な考えに触れさせた上
で、個人に戻し、深い理解と定着を促すという手順だ。この間、
先生は支援を必要としている生徒を個別に指導した。

グループワーク② 個人ワーク

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
表
出
さ
れ
る

生
徒
の
つ
ま
ず
き
を
キ
ャ
ッ
チ

場
づ
く
り
へ
の
配
慮

探
究
学
習
と
連
携
し
た

授
業
デ
ザ
イ
ン
が
今
後
の
課
題

成
果
と
課
題
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山や
ま
さ
き﨑

和か
ず

真ま

さ
ん

　
平
賀
先
生
の
授
業
は
、

物
理
現
象
の
本
質
を
理
解
で
き
る
こ
と

が
最
大
の
魅
力
で
す
。
公
式
を
導
く
際

に
は
、
な
ぜ
そ
の
公
式
が
必
要
な
の
か
ま
で
説
明
し
て

く
れ
ま
す
し
、
プ
リ
ン
ト
の
問
題
も
本
質
的
な
理
解
を

促
す
問
い
ば
か
り
で
す
。
解
答
の
途
中
で
「
こ
う
い
う

こ
と
だ
っ
た
の
か
」
と
理
解
で
き
た
り
、
１
人
で
は
解

け
そ
う
で
解
け
な
い
、
周
り
と
相
談
し
た
く
な
る
問
い

が
あ
っ
た
り
と
、
難
易
度
が
絶
妙
に
調
整
さ
れ
て
い
る

の
を
感
じ
ま
す
。

　
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
教
え
る
こ
と
の
方
が
多
い
で

す
が
、
自
分
が
考
え
つ
か
な
か
っ
た
ア
イ
デ
ア
を
も
ら

う
時
も
あ
り
、
み
ん
な
で
理
解
を
深
め
て
い
る
こ
と
を

実
感
し
ま
す
。
難
易
度
の
高
い
問
題
で
正
解
を
導
き
出

せ
た
時
は
、「
解
け
た
」
と
い
う
以
上
に
、「
理
解
で
き
た
」

と
い
う
喜
び
や
達
成
感
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。

南な
ん

野の

瑛あ

里り

紗さ

さ
ん

　
１
年
次
に
平
賀
先

生
の
「
物
理
基
礎
」
の
授
業
で
物
理
の

面
白
さ
を
知
り
、
２
年
次
で
「
物
理
」

を
選
択
し
ま
し
た
。
授
業
で
は
、
物
理
の
本
質
的
な
理

解
を
重
視
し
、
必
要
最
低
限
の
公
式
だ
け
が
示
さ
れ
る

の
で
す
が
、か
え
っ
て
応
用
力
が
身
に
つ
き
ま
す
。
ま
た
、

先
生
自
作
の
プ
リ
ン
ト
は
難
易
度
の
高
い
問
題
ば
か
り

が
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
の
解

き
方
と
そ
う
解
い
た
理
由
を
聞
い
て
い
る
う
ち
に
、
１

つ
の
問
い
に
も
様
々
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
る
こ
と
を
実

感
し
ま
す
。
応
用
力
が
身
に
つ
く
と
と
も
に
、
多
様
な

解
き
方
を
見
つ
け
ら
れ
る
の
も
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の

よ
い
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

　
解
答
後
、
先
生
か
ら
そ
の
日
の
問
い
が
大
学
入
試
の

過
去
問
題
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
る
時
は
、
そ
ん
な

レ
ベ
ル
ま
で
自
分
は
理
解
で
き
て
い
る
ん
だ
と
う
れ
し

く
な
り
、
次
の
学
習
に
向
か
う
意
欲
が
湧
き
ま
す
。  

単元の指導計画

【教科・科目】理科・物理 　【分野・単元】光の回折と干渉　【テーマ】ニュートンリング　【設定時数】全８時間の中の８時間目　
【単元目標】 光が強め合う条件を数学的モデルで表現することを通して、光の干渉に関係する知識を構造化し、物理の見方・考え方を養う。

時
数 学習内容 身につけさせたい資質・能力 授業の流れ 教師の配慮 評価方法

１

［ヤングの実験］
• ヤングの実験によ

る干渉とはどのよ
うな現象か

• ヤングの実験での
干渉 条 件の 数 学
的表現（数学的モ
デル）の追究

•ヤングの実験で光が強め合う現
象を理解し、その理解を数学
的モデルで表現することを通し
て、クラス集団の中で光の干渉
に関係する知識を構造化する。

• 他者を信頼・尊重し、自分と異
なる他者の考えを基に自分の考
えを改良し、常に自己の成長を
追究できる。

【知識、思考力、判断力、表現力、
主体性、多様性、協働性】

①本単元の全体概要を説明する。
②既習の水面波での腹線・節線の理解を基に、

観察と理論を関連づけながら、ヤングの実
験の現象と条件式について説明する。

③「理解確認問題」に個人とグループで取り
組ませ、ヤングの実験の現象の理解と明線
暗線の条件式の理解を確認。

④教科書レベルを超えた「理解深化問題」に
個人とグループで取り組ませ、ヤングの実
験の現象の理解と明線暗線の条件式の理
解を深める。

【主体的な学び】
• 協働的な学びによって全員が理解を深

める努力を惜しまず学び、成長できて
いることを指摘し、自己の成長への希
望を持たせる。

• 自分の成長に大きく貢献する時間とし
て物理の授業を生かすことを意識させ
る。

【対話的な学び】
• 協働的な学びが、人の成長に影響を及

ぼす非認知的能力を高めることを意識
させる。

• 自己の成長を飛躍的に促進する場とし
て、特に協働的な学びの時間を生かす
ことを意識させる。

• 他者との協働の必要性を感じ、新たな
概念理解を他者に伝える必要が生じる
ような教材とする。

• 分からないことを安心して交流し、学
び合えるよう、個々の成長を尊重し、
他者を実感することを通して、互いの
存在を認め合う。

【深い学び】
• 単元で重要となる中心概念を意識させ、

物理に関する知識の構造化を促進する。
• 新たに習得する概念の必要性を感じる

文脈を含む問題を提示する。
• 研究者の縮図的活動に近づくよう、光

の干渉現象を一般化して説明できる数
学的モデルの探究を授業の中心に据え、
個と集団で学びが往還するよう、教材
と場をデザインする。

• 理解の基となる基礎事項の説明や図表
などをプリントに過不足なく簡潔に示
し、生徒個人や生徒同士の発言や思考
が授業プリントの記述や図表を基にし
てつながるよう、教材と場をデザイン
する。

• グループワークで、自然と生徒の発言
や思考がつながるよう教材をデザイン
する。

• 単元で新たに学ぶ概念の形式を初めに
与え、生活経験を含んだ問題を提示し
て、科学的概念から生活的概念に向け
て、そして生活的概念から科学的概念
に向けて思考できるよう、教材と場を
デザインする。

※１〜 7 時間目も「教師の配慮」は同様。

• 協 働的な
学びの場
での生徒
の学びの
姿

2

［ヤングの実験］
• 教 科 書 のレ ベル

を超える本質的な
理解を必要とする
ヤングの実験に関
係する課題を協働
的 な 学 び の中で
解決する

• 数学的モデルによるヤングの実
験に関する前時までの理解をさ
らに深め、クラス集団の中で光
の干渉に関係する知識を構造
化する。

【知識、思考力、判断力、表現力、
主体性、多様性、協働性】

①教科書レベルを超えた「理解深化問題」に
個人とグループで取り組ませ、ヤングの実
験の現象の理解と明線暗線の条件式の理
解を深める。

②生徒の学びの様子から理解が不十分であ
る部分を見取り、その部分に焦点を絞って、
考える視点を与えたり解答について全体で
説明をしたりする。

7

［くさび形空気層］
•くさび形空気層に

よる干渉とはどの
ような現象か

•くさび形空気層で
の干渉 条 件の 数
学的表現（数学的
モデル）の追究

•くさび形空気層で光が強め合う
現象を理解し、その理解を数
学的モデルで表現することを通
して、クラス集団の中で光の干
渉に関係する知識を構造化す
る。

【知識、思考力、判断力、表現力、
主体性、多様性、協働性】

①くさび形空気層の現象を観察した後、その
現象と干渉条件について説明したプリント
を基に基礎知識を学ばせる。

②理解が不十分だった部分を生徒に挙げさ
せ、それに対して説明する。

③「理解確認問題」に個人とグループで取り
組ませ、くさび形空気層の干渉現象の理解
と明暗の条件式の理解を確認。

④教科書レベルを超えた「理解深化問題」に
個人とグループで取り組ませ、くさび形空
気層による現象の理解と明暗の条件式の
理解を深める。

• 協 働的な
学びの場
での生徒
の学びの
姿

8

［ニュートンリング］
•ニュートンリングに

よる干渉とはどの
ような現象か

•ニュートンリングで
の干渉 条 件の 数
学的表現（数学的
モデル）の追究

•ニュートンリングで光が強め合
う現象を理解し、その理解を
数学的モデルで表現することを
通して、クラス集団の中で光の
干渉に関係する知識を構造化
する。

【知識、思考力、判断力、表現力、
主体性、多様性、協働性】

①ニュートンリングの現象を観察した後、その
現象と干渉条件について説明したプリント
を基に基礎知識を学ばせる。

②理解が不十分だった部分を生徒に挙げさ
せ、それに対して説明する。

③「理解確認問題」に個人とグループで取り
組ませ、ニュートンリングの干渉現象の理解
と明暗の条件式の理解を確認。

④教科書レベルを超えた「理解深化問題」に
個人とグループで取り組ませ、ニュートンリ
ングの現象の理解と明暗の条件式の理解
を深める。

⑤「薄膜」「くさび型空気層」「ニュートンリング」
に共通する中心概念を自由に記述する週末
課題を提示（リフレクション）。

• 協 働的な
学びの場
での生徒
の学びの
姿

・週 末 課 題
の記述内
容

＊平賀先生作成の単元の指導計画を基に編集部で作成。単元の指導計画の全８時間分は、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（https://berd.benesse.jp）からダウンロー
ドできます。「HOME →教育情報→高校向け」でご覧ください。

生
徒
の
声
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　峯み
ね

先
生
が
自
身
の
授
業
に
お
い
て
重
視
し
て
い
る
の

が
、
主
体
的
な
学
習
の
実
現
だ
。
本
時
の
授
業
プ
リ
ン

ト
に
は
、
素
材
文
で
あ
る
『
枕
草
子
』
第
二
百
八
十
段

と
と
も
に
「
傍
線
部
は
ど
う
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る

の
か
」
と
い
っ
た
問
い
が
書
か
れ
て
い
た
が
、
肝
心
の

傍
線
部
が
ど
こ
か
は
素
材
文
に
は
示
さ
れ
て
い
な
か
っ

＊プロフィールは 2019 年３月時点のものです。

長崎県立佐世保西高校
◎校訓は「自主自律」 「積極敢為」「親和協調」。
単位制による多様な選択科目と習熟度別授業
で生徒の進路実現を支援する。より高いレベ
ルの授業を希望する生徒のために、1 年次よ
り「ウィングクラス」を編成。ハンドボール部、
ソフトボール部などの部活動も盛んである。
◎設立　1964（昭和 39）年
◎形態　全日制／普通科／共学
◎生徒数　１学年約 240 人
◎２０１8年度入試合格実績（現役のみ）
国公立大は、京都大、岡山大、広島大、九州大、
長崎大などに 109 人が合格。私立大は、東海
大、関西大、近畿大、西南学院大などに延べ
215 人が合格。
◎URL

長崎県立佐世保西高校
峯　悦子　みね・えつこ　

教職歴 15 年。同校に赴任して２年目。国語科担当。
自身の高校時代の経験を土台にして、
初任時より生徒の対話を重視した授業を展開。
現在、研修部に所属し、地域課題について考える
探究学習の設計と推進に取り組む。

http://www.news.ed.jp/sasebonishi-h/

10:30 生徒によるミニ授業 授業
ハイライト

熟
考
と
対
話
の
中
で

生
徒
に
気
づ
き
を
委
ね
な
が
ら
、

も
の
の
見
方
や
感
じ
方
を
深
め
る

峯先生の担当する『国語』では、文法事項などを整理する
プリントが課題として 1 日 1 枚与えられ、生徒は自宅で取
り組む。授業の冒頭 10 分間は、生徒が教師役になってプ
リントの答え合わせや解説を行う。この日のプリントの内
容は漢文の書き下し文と現代語訳。生徒によるミニ授業が
終わると、峯先生による授業が始まった。

●
１
年
生
の
「
古
文
」、『
枕
草
子
』
の
全
８
時
間
の
う
ち
の

７
時
間
目
。「
雪
の
い
と
高
う
降
り
た
る
を（
第
二
百
八
十
段
）」

が
題
材
で
、
そ
れ
ま
で
に
学
ん
だ
敬
語
の
知
識
を
手
が
か
り

に
、
登
場
人
物
の
人
間
関
係
や
当
時
の
人
々
の
も
の
の
情
趣

に
つ
い
て
考
え
た
。（
Ｐ
．37
に
単
元
の
指
導
計
画
を
掲
載
）

古文

実践

「
何
を
考
え
る
の
か
」「
何
を
使
う
の
か
」

学
び
の
起
点
を
生
徒
に
委
ね
る

峯
先
生
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

主体的・対話的で
深い学びへ
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た
。
平
安
時
代
の
文
学
を
読
み
解
く
際
の
カ
ギ
と
し
て
、

本
単
元
で
こ
れ
ま
で
学
ん
で
き
た
「
も
の
の
情
趣
」
を

念
頭
に
、「
素
材
文
で
問
い
に
す
べ
き
箇
所
は
ど
こ
か
」

か
ら
生
徒
自
身
に
考
え
さ
せ
る
わ
け
だ
。

　「
文
章
の
核
と
な
る
と
こ
ろ
を
考
え
さ
せ
る
こ
と
は
、

自
分
で
課
題
を
設
定
す
る
こ
と
と
同
義
で
あ
り
、
主
体

的
な
学
習
の
出
発
点
で
す
。
主
体
的
に
課
題
を
設
定
す

る
力
は
、
社
会
で
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
で
す
か
ら
、

授
業
で
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
」

　
本
時
の
素
材
文
で
傍
線
部
と
な
る
べ
き
箇
所
、
つ
ま

り
「
も
の
の
情
趣
」
へ
の
理
解
が
問
わ
れ
る
一
文
は
、「
こ

の
宮
の
人
に
は
さ
べ
き
な
め
り
」
だ
。
峯
先
生
は
生
徒

に
個
人
、
ペ
ア
で
そ
れ
が
ど
こ
か
を
考
え
さ
せ
て
か
ら

答
え
を
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
そ
こ
で
ど
う
い
う
こ
と

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
か
を
個
人
で
読
み
解
か
せ
る
。
峯

先
生
は
「
分
か
ら
な
い
人
は
、
文
法
書
、
辞
書
な
ど
を

参
考
に
し
て
も
よ
い
で
す
よ
」
と
声
を
か
け
て
い
る
が
、

何
を
参
考
に
す
る
か
を
生
徒
に
選
択
さ
せ
る
の
も
峯
先

生
が
普
段
か
ら
心
が
け
て
い
る
こ
と
だ
。

　「
最
初
か
ら
私
が
『
教
科
書
の
35
ペ
ー
ジ
を
見
て
』
な

ど
と
示
す
と
、
生
徒
は
そ
こ
に
ヒ
ン
ト
が
あ
る
と
い
う

前
提
で
見
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
ヒ
ン
ト
の
隠
し
場

所
か
ら
自
分
で
探
せ
ば
、『
あ
っ
、こ
れ
か
も
！
』
と
い
っ

た
気
づ
き
の
感
動
を
得
ら
れ
ま
す
し
、『
本
当
に
こ
れ
か

な
？
』
と
さ
ら
に
考
え
続
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
」

　
個
人
の
熟
考
の
時
間
、
峯
先
生
は
机
間
巡
視
で
理
解

が
あ
い
ま
い
な
生
徒
に
、「
さ
べ
き
な
め
り
」
の
「
な
」

が
「
な
る
め
り
」
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
文
法
上
の
ポ
イ

ン
ト
を
伝
え
た
。
そ
う
し
て
、
傍
線
部
を
自
分
な
り
に

解
釈
さ
せ
て
か
ら
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
移
っ
た
。

　
峯
先
生
は
、
傍
線
部
の
直
訳
に
た
ど
り
着
い
た
グ

ル
ー
プ
に
対
し
て
、「『
さ
べ
き
＝
ふ
さ
わ
し
い
』
と
考

え
た
の
は
だ
れ
？
」「
ど
の
よ
う
な
行
動
に
対
し
て
？
」

「
中
宮
様
が
笑
っ
た
の
は
な
ぜ
？
」
と
聞
く
。
生
徒
の
１

人
が
気
づ
き
を
得
た
表
情
が
見
え
た
ら
、
峯
先
生
は
次

の
グ
ル
ー
プ
へ
と
移
動
し
、
全
体
の
読
解
を
深
め
た
。

　
授
業
で
は
、
生
徒
は
素
材
文
を
一
読
す
る
冒
頭
の
段

階
と
授
業
の
最
後
の
段
階
と
で
自
己
評
価
を
行
う
。
授

業
の
最
後
の
段
階
で
は
、自
己
評
価
に
加
え
て
、グ
ル
ー

プ
の
仲
間
か
ら
も
評
価
を
も
ら
っ
た
上
で
、
授
業
の
感

想
や
復
習
す
べ
き
こ
と
ま
で
を
書
か
せ
て
い
る
。

　「
授
業
後
の
み
自
己
評
価
を
行
っ
て
い
た
時
は
、『
難

し
か
っ
た
』『
家
で
読
み
直
す
』
と
い
っ
た
浅
い
内
容
の

感
想
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
事
前
評
価
と
他
者
評
価

本時の授業の目標が書かれたプリントで、授業前の自己評価、さらに授
業後の自己評価と他者評価が行われる（実物は表裏1枚で印刷）。
＊学校資料をそのまま掲載。

10:54 10:40多様な意見と出合う 熟考の時間

４人グループで意見交換。熟考の時間の途中、峯先生から「分
からない人は教科書や電子辞書、文法書を参考にして」と声
がかかっていたため、出てきた生徒の意見やその根拠は多様
だった。約8分経過したところで生徒は席を移動し、新たな
グループで話し合いを続けた。別のグループの意見に生徒た
ちから「そうなの？」「すごい！」と声が上がっていた。

「雪のいと高う降りたるを」を読み、内容上の核となる箇所を
探させ、その結果について隣同士で意見交換をさせた。内容
を大まかに捉えた段階で、授業の目標などが書かれたプリン
トを使って、授業前の段階での理解を自己評価させた。それか
ら峯先生が素材文の核となる箇所を明らかにし、そこでどうい
うことが述べられているかを約10分間個人で考えさせた。
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を
加
え
て
か
ら
は
、『
主
語
が
つ
か
め
な
か
っ
た
の
で
、

接
続
助
詞
に
気
を
つ
け
な
が
ら
も
う
一
度
読
ん
で
み
る
』

な
ど
と
、具
体
的
な
行
動
計
画
を
書
け
る
生
徒
が
増
え
ま

し
た
。
授
業
の
前
後
で
自
分
の
理
解
が
ど
う
深
ま
っ
た

か
、
グ
ル
ー
プ
の
仲
間
と
比
べ
て
何
が
不
足
し
て
い
る

か
を
丁
寧
に
振
り
返
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
」

　
深
ま
り
の
あ
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
実
現
す
る
た
め

に
峯
先
生
が
大
切
に
し
て
い
る
の
が
、
授
業
中
、
１
人

で
熟
考
す
る
時
間
を
確
保
す
る
こ
と
だ
。
ま
た
、グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
時
の
机
間
巡
視
に
お
い
て
は
、
意
見
が
収
束

し
そ
う
な
グ
ル
ー
プ
を
見
つ
け
て
は
、「
な
ぜ
、そ
う
思
っ

た
の
？
」
な
ど
と
問
い
か
け
、
根
拠
を
深
掘
り
さ
せ
る
。

ま
た
、
こ
の
日
の
授
業
で
は
、
グ
ル
ー
プ
で
の
話
し
合

い
の
途
中
で
席
替
え
を
し
て
、
ほ
か
の
グ
ル
ー
プ
の
話

し
合
い
を
聞
く
場
面
が
あ
っ
た
。

　「
根
拠
が
あ
い
ま
い
な
グ
ル
ー
プ
が
い
く
つ
か
あ
っ
た

の
で
、
ほ
か
の
グ
ル
ー
プ
の
考
え
と
そ
の
根
拠
を
聞
く

こ
と
で
、
多
様
な
視
点
か
ら
考
え
を
深
め
さ
せ
ま
し
た
」

　
年
度
当
初
な
ど
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
あ
ま
り
活
発

に
進
ま
な
い
段
階
で
は
、
生
徒
に
マ
ー
カ
ー
を
持
た
せ

て
「
今
日
は
黄
色
の
マ
ー
カ
ー
を
持
っ
て
い
る
人
が
仕

切
り
役
に
な
っ
て
！
」
と
指
名
し
、「
話
し
合
い
を
仕
切

る
生
徒
」
を
決
め
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
の
最
初
の
ひ
と
言
が
出
や
す
く
な

る
。
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
内
で
国
語
が
得
意
な
生
徒
が
一

方
的
に
話
す
こ
と
が
な
い
よ
う
、「
自
信
の
な
い
人
か
ら

話
し
て
」
と
促
す
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ
は
、
発
言
す
る

機
会
と
聞
く
機
会
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
す
べ
て
の
生
徒
に

与
え
る
た
め
の
配
慮
だ
。

　「
感
性
が
乏
し
い
」
な
ど
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
現

代
の
生
徒
だ
が
、
高
校
生
に
語
ら
せ
る
時
間
を
多
く
取

る
中
で
、
む
し
ろ
発
想
は
豊
か
で
、
視
点
も
ユ
ニ
ー
ク

だ
と
峯
先
生
は
気
づ
い
た
と
い
う
。
し
か
し
、
１
年
間

か
け
て
育
て
た
生
徒
も
、
２
年
次
以
降
、
人
前
で
間
違

え
た
く
な
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
な
り
、
生
徒
は
あ

ま
り
話
さ
な
く
な
る
傾
向
が
あ
る
と
峯
先
生
は
言
う
。

　「
授
業
中
に
主
体
性
は
高
ま
っ
て
も
、
や
は
り
生
徒
に

は
正
解
を
教
え
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
り

ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
答
え
が
１
つ
で
は
な
い
テ
ー
マ

で
話
し
合
い
、
そ
こ
で
出
て
き
た
意
見
を
教
師
が
皆
の

前
で
丁
寧
に
評
価
し
て
あ
げ
て
、間
違
っ
た
り
人
と
違
っ

た
り
す
る
こ
と
を
恐
れ
ず
に
思
っ
た
こ
と
を
言
え
る
雰

囲
気
を
授
業
の
中
に
つ
く
り
続
け
た
い
で
す
」

11:16

授業冒頭に自己評価を行ったプリントの裏面で、本時の目標
が達成できたかどうかを授業前と同じ指標で自己評価するこ
とに加えて、グループのメンバーからの評価ももらい、「家で
学習すべきこと」を書いて授業は終了した。授業で取り組ん
だプリント類は、成績評価の対象となる。プリントはいった
ん回収して峯先生がチェックし、ＳＨＲの時に返却される。

11:09

元のグループに戻り、聞いてきたことを共有しながら、グルー
プとして答えをまとめた。峯先生が「前に出て発表したい人
は？」と聞くと、１人の生徒が手を挙げて発表。その後、同
じグループの生徒が「補足があります」と発言し、さらに説
明を続けた。その後、峯先生が「なぜ、そう言えるの？」と
全員に問いかけ、生徒との対話の中で読み解きが進んだ。

振り返りと評価 元のグループで意見をまとめる

個
人
の
熟
考
を
保
障
し
、

多
様
な
視
点
か
ら
の
再
考
を
促
す

思
考
の
活
性
化
・
深
化
へ
の
配
慮

生
徒
の
意
見
を
丁
寧
に
評
価
し
て

安
心
し
て
自
己
表
出
で
き
る
場
を
つ
く
る

成
果
と
課
題

発
言
す
る
機
会
と

聞
く
機
会
の
両
方
を
確
保
す
る

場
づ
く
り
へ
の
配
慮
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山
口
京
子
さ
ん

　峯
先
生
の
授
業
は
、

１
人
で
考
え
る
時
間
が
あ
っ
た
上
で
み

ん
な
で
話
し
合
う
の
で
、
自
分
で
も
じ
っ

く
り
考
え
ら
れ
、
さ
ら
に
人
と
話
す
こ
と
で
理
解
が
深

ま
っ
た
り
、
ひ
ら
め
い
た
り
す
る
感
覚
が
あ
っ
て
、
と

て
も
楽
し
い
で
す
。
私
は
、
中
学
校
の
時
は
ペ
ア
で
話

す
よ
う
に
と
言
わ
れ
て
も
、
話
す
内
容
が
う
ま
く
整
理

で
き
ず
、
黙
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
で
も

今
は
、
自
分
の
意
見
も
言
え
る
し
、
人
の
意
見
と
照
ら

し
合
わ
せ
な
が
ら
、
よ
り
深
い
意
見
を
言
え
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
気
が
し
ま
す
。
古
典
の
文
章
を
読
む
と
、

現
代
の
私
た
ち
が
考
え
な
い
よ
う
な
こ
と
を
思
い
つ
い

た
り
、感
じ
た
り
し
て
い
た
こ
と
に
驚
き
ま
す
。
そ
し
て
、

私
も
そ
ん
な
ふ
う
に
目
の
前
の
も
の
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
の
か
な
あ
と
、
自
分
自
身
に
対
す
る
見
方
が
豊

か
に
な
り
ま
し
た
。
苦
手
だ
っ
た
国
語
が
、
１
年
間
で

得
意
教
科
に
な
り
ま
し
た
。

田
島
萌も

絵え

さ
ん

　今
日
は
、
最
初
の
グ

ル
ー
プ
で
の
話
し
合
い
で
自
分
な
り
に

答
え
が
出
せ
て
い
た
つ
も
り
で
し
た
。

で
も
、
ほ
か
の
グ
ル
ー
プ
の
話
を
聞
い
た
ら
、
自
分
が

ど
の
部
分
の
理
解
が
あ
い
ま
い
だ
っ
た
の
か
が
よ
く
分

か
り
ま
し
た
。
私
は
、
中
学
校
の
頃
か
ら
古
典
も
現
代

文
も
苦
手
で
、
自
宅
で
は
教
科
書
の
文
章
や
プ
リ
ン
ト

の
内
容
を
そ
の
ま
ま
ノ
ー
ト
に
書
き
写
す
よ
う
な
勉
強

し
か
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、
峯
先
生
の
授
業

で
、
評
論
の
内
容
を
図
や
短
い
文
章
で
ま
と
め
直
し
た

り
、
気
に
な
る
こ
と
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
調
べ

て
、
ノ
ー
ト
に
書
き
た
め
た
り
す
る
こ
と
を
始
め
て
か

ら
、
自
分
で
考
え
る
習
慣
が
身
に
つ
い
て
き
た
気
が
し

ま
す
。
授
業
で
も
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
で
周
り
の

人
と
話
す
機
会
が
あ
る
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
観
点
で
考

え
ら
れ
る
力
が
つ
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

単元の指導計画

【教科・科目】国語・国語総合 　【分野・単元】古文　【テーマ・作品】『枕草子』　【設定時数】全８時間の中の７時間目
【単元目標】 ものの情趣を示したり、敬語が用いられたりした伝統的な文学作品を、人物関係を捉えながら読解でき、話したり、聞いたり、話し合っ
たりしたことの内容について自己評価や相互評価を行って、ものの見方、感じ方、考え方を広げることができるようになる。

時
数 学習内容 身につけさせたい資質・能力 授業の流れ 教師の配慮 評価方法

１

『 枕 草 子 』
「 春 はあけ
ぼ の 」 の
読解と、古
語「をかし」

「 あはれ な
り」等を用
いて四季を
表現する。

• 清少納言の言う、四季のよさ
を読み味わうとともに、「を
かし」「あはれなり」の意味
の違いを理解した上で、自身
の感じる四季の豊かさを古語
で表現できる。

【知識、思考力、判断力、表現
力、主体性、多様性、協働性】

①基礎事項プリントの生徒解説。②「春は
あけぼの」を個人で読解。③「をかし」と「あ
はれなり」の違いを各自で考える。④「をかし」

「あはれなり」の違いを踏まえた上で、自分
自身が思う四季のよさを表現。⑤班で共有
し、班の中で一番よい作品を選出。

【主体的な学び】想像を働かせて、自分なり
にできるだけ古語で表現するように促す。帰
宅後、絵を描いたり、インターネット等で調
べたりして自分の表現を高める工夫をするよ
う促す。　【対話的な学び】その場の取りま
とめ役をマーカーを使って決める。班で協力
できているかを確認する。　【深い学び】「を
かし」を使うか、「あはれなり」を使うか考え
る際に、理由や例を挙げて考えるよう指示す
る。班の話し合いにおいても「なぜ」を使っ
て質問するよう促す。

・ 行 動 観
察
・ 自 己 評
価シート、
ワ ー ク
シ ート の
点検

2

古語「をか
し」「 あ は
れなり」等
を用いて四
季を表現し
た も の の、
班 内 発 表
と 全 体 発
表。

• 自分が書いた古文と班員の
書いた古文を読み比べること
を通して、表現を吟味できる。

•「をかし」と「あはれなり」の
違いを例を挙げて説明でき
る。【知識、思考力、判断力、
表 現 力、主 体 性、多 様 性、
協働性】

①基礎事項プリントの生徒解説。②前時の
続きとして、班で自分の書いた作品を読み
合う。③班を変えて、別の班で発表を行う。
④元の班に戻り、違う班で聞いてきた表現と
してよかった点を発表し合う。⑤それを基に
して、表現の推敲を行い、よりよい作品へと
変える。⑥班で１つずつ全体に発表する。「を
かし」「あはれなり」の説明も加える。⑦ 10
班分の発表を聞いた上で最も優れていた班
を投票により決定する。⑧教師が文法的な
間違い等を最小限に指摘しつつ、感想を述
べる。⑨振り返りを行う（ワークシート）。

【主体的な学び】よりよい表現となるよう、自
分で表現を再度工夫するように促す。「をかし」

「あはれなり」の意味の違いを、感覚ではな
く言葉で表現できるようになることが、本当
に理解できたことにつながると理解させる。
　【対話的な学び】班での話し合いを設定。
その場の取りまとめ役をマーカーを使って決
める。班で協力できているかを確認する。個
人で思考する時間を一定時間与えることで、
自分の考えを持った上で話せるようにする。
　【深い学び】班を１回変える。元の班に戻り、
表現を練り直させる。全体に発表をさせる。

・ 行 動 観
察
・ 自 己 評
価シート、
ワ ー ク
シ ート の
点検

7

『 枕 草 子 』
「雪のいと
高う降りた
るを」の読
解Ⅰ

• 敬語を手がかりに、本文の
作者と定子のやり取りを理解で
きる。
• 中宮に仕える女房に求められ
るものについて理 解し、記 述
で表現できる。
• 自分の考えを根拠を持って説
明することができる。

【知識、技能、思考力、判断力、
表現力、主体性、多様性、協
働性】

①基礎事項プリントの生徒解説。②個人で
初読の文章を何も見ずに読解。③設問に個
人で取り組む。④班で話し合う。⑤全体で共
有。⑥振り返り。

【主体的な学び】授業前自己評価、授業後評
価による見通しと、家に帰ってからの振り返
り内容の確認。問題演習を通した個人読解。
班のメンバーに説明させる。　【対話的な学
び】班での話し合い設定。その場の取りまと
め役をマーカーを使って決める。班で協力で
きているかを確認する。個人で思考する時間
を一定時間与えることで、自分の考えを持っ
た上で話せるようにする。　【深い学び】初
読の文章を自力で読解させる。発問のレベル
を高く設定する。班で共有する。

・ 行 動 観
察・ ワ ー
ク シ ー ト
の点検（記
述内容）
・ 相 互 評
価、 授 業
前 評 価 →
授 業 後 評
価の変化

8

『 枕 草 子 』
「雪のいと
高う降りた
るを」の読
解Ⅱ・まと
め

• 本文を敬語を手がかりにして
読解することができる。

• 清少納言が取った行動の意
味を理解できる。

• ほかの女房たちが言った言葉
の意味を理解できる。

• 重要単語が習得できている。
【知識、技能、思考力、判断力、
表現力、主体性、多様性、協
働性】

①基礎事項プリントの生徒解説。②班で前
時の復習。③文法事項を押さえながら本文
読解。④まとめ。

【主体的な学び】授業前自己評価、授業後評
価による見通しと、家に帰ってからの振り返
り内容の確認。　【対話的な学び】ペアで話
す時間の設定。話すための個人思考の時間
の設定。　【深い学び】まとめ用記述問題。

・ 行 動 観
察・ワーク
シートの点
検（記述内
容 ）・相 互
評 価、 授
業 前 評 価
→ 授 業 後
評 価 の 変
化

＊峯先生作成の単元の指導計画を基に編集部で作成。単元の指導計画の全８時間分は、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（https://berd.benesse.jp）からダウンロー
ドできます。「HOME →教育情報→高校向け」でご覧ください。

生
徒
の
声
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福
島
県
立
大
沼
高
校
は
、
４
年
制
大
学
か
ら
専
門
学

校
、
就
職
ま
で
、
幅
広
い
希
望
進
路
を
抱
く
生
徒
が
集

ま
る
学
校
だ
。
２
０
１
７
年
度
に
赴
任
し
た
小こ

桧び

山や
ま

淳
あ
つ
し

先
生
は
、
近
年
は
国
公
立
大
学
へ
の
合
格
者
が
出
て
い

な
い
状
況
に
課
題
を
感
じ
て
い
た
と
話
す
。

　「
本
校
は
伝
統
的
に
学
年
団
主
導
で
進
路
指
導
を

行
っ
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
学
年
に
よ
っ
て
進
路
指

導
に
ば
ら
つ
き
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
生
徒
は
素

直
で
優
し
い
半
面
、
自
信
の
な
さ
か
ら
か
、
主
体
性

に
課
題
が
見
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
生
徒
が
書
い
た

文
章
を
読
ん
だ
り
、
話
を
し
た
り
す
る
中
で
、
キ
ラ

リ
と
光
る
も
の
を
感
じ
る
こ
と
が
何
度
も
あ
り
ま
し

旧制・大沼実業補習学校として開
校。校訓に「誠実・明朗・健康」
を掲げる。コミュニケーション能
力の育成を土台に、健全な精神の
育成、学力向上と進路実現を目指
している。２０２２年度に同県立坂
下高校と統合予定。

設立	 １９２１（大正１０）年

形態	 全日制／普通科／共学

生徒数	 １学年約１００人

２０１８年度進路実績（現役のみ）　私立大は、仙台大、東北福祉大、
東北公益文科大、いわき明星大、城西国際大、大東文化大、日本大
などに１６人が合格。短大、専門学校進学５９人。就職３８人。

住所	 〒９６９ー６２６２
	 福島県大沼郡会津美里町字法憧寺北甲３４７３

電話	 ０２４２ー５４ー２１５１

Web site	 	https://ohnuma-h.fcs.ed.jp/

No.254

P R O F I L E

生
徒
に
大
き
な
可
能
性
を
感
じ
、

中
堅
教
師
を
中
心
に
学
校
改
革
に
着
手

生
徒
の
進
路
意
識
と
思
考
力
・

表
現
力
を
高
め
る
べ
く
、全
校

体
制
で
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
推
進

福
島
県
立
大
沼
高
校

キ
ャ
リ
ア
教
育

変革のステップ

• 体系的な進路指導が不十分であり、生徒に進路意
識を醸成することが思うようにできていなかった

背景と課題

実践内容

• 目的意識を持って学ぶ生徒が増え、基礎学力が向上

•教師間で共通認識が図られ、連携が強化された

成果と展望

•「総合的な学習の時間」の改革　２０１８年度の１学
年から、「総合的な学習の時間」を中心とした「キャ
リア教育のスタンダード」の構築を推進。活用する
教材を統一し、生徒に定期的に振り返りをさせて、
その内容を蓄積することに

•カリキュラム・マネジメントの推進　１９年度に始
める探究学習に向け、全校体制で学校グランドデ
ザインを策定。育成を目指す資質・能力を明確にし、
その定着度合いを測るためのルーブリックを作成す
るとともに、カリキュラム・マネジメントを推進する
体制も整えた

•教科指導の改善　アクティブ・ラーニングの視点によ
る指導改善を推進。公開授業などを通じて、生き生
きと学ぶ生徒の姿を全教師に示し、意識改革を行った

＊プロフィールは２０１９年３月時点のものです。＊１　ベネッセの教材の１つで、生徒一人ひとりの視野を広げ、将来の進路について考えるきっかけを与える教材。
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た
。
体
系
的
な
指
導
を
す
る
こ
と
で
、
進
路
意
識
が

向
上
す
れ
ば
、
生
徒
は
自
己
実
現
に
意
欲
的
に
な
れ

る
は
ず
で
す
。
そ
う
な
れ
ば
、
国
公
立
大
学
に
挑
戦

す
る
生
徒
も
増
え
て
い
く
と
考
え
ま
し
た
」

　
そ
う
し
た
考
え
と
熱
意
が
評
価
さ
れ
、
18
年
度
、
小

桧
山
先
生
は
１
学
年
主
任
と
な
っ
た
。
渡わ

た

部な
べ

孝
男
教
頭

は
、
学
校
改
革
へ
の
思
い
を
こ
う
語
る
。

　「
本
校
に
は
、
目
的
が
不
明
確
な
ま
ま
入
学
し
て

く
る
生
徒
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
原
因
の
１

つ
は
、『
学
校
の
色
』
が
な
い
こ
と
だ
と
考
え
、
意

欲
の
高
い
中
堅
の
先
生
方
に
改
革
の
先
頭
に
立
っ
て

も
ら
い
、
進
路
指
導
を
学
年
団
が
主
導
す
る
ス
タ
イ

ル
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
で
、
本
校
の
新
た
な
魅
力
が

生
ま
れ
る
と
期
待
し
ま
し
た
」

　
18
年
度
の
１
学
年
団
で
は
、
ど
ん
な
教
師
が
担
当
し

て
も
、
一
定
の
質
の
取
り
組
み
と
な
る
こ
と
を
目
指
し

た
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
の
構
築
を
最

重
要
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
た
。
同
校
で
は
、「
総
合

的
な
学
習
の
時
間
」（
以
下
、総
合
学
習
）を
生
徒
の
キ
ャ

リ
ア
形
成
の
場
と
し
て
活
用
し
て
き
た
が
、
取
り
組
み

の
内
容
は
学
年
ご
と
に
異
な
り
、
生
徒
の
進
路
意
識
の

醸
成
に
課
題
が
あ
る
学
年
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
そ
こ

で
、
ま
ず
は
総
合
学
習
の
改
革
に
着
手
し
た
。

　「
生
徒
に
は
、
高
い
目
標
を
設
定
し
、
そ
の
達
成

を
図
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、自
分
は
社
会
で
何
を
し
た
い
の
か
を
考
え
さ
せ
、

将
来
へ
の
展
望
を
抱
か
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
大
学
入
試
で
多
面
的
・
総
合
的
な
評
価
が
よ
り

重
視
さ
れ
る
中
、
進
路
学
習
や
探
究
学
習
な
ど
の
体

験
的
な
学
び
を
充
実
さ
せ
て
い
け
ば
、
生
徒
の
志
望

理
由
書
や
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
内
容
を
豊
か
に
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
」（
小
桧
山
先
生
）

　
教
材
は
、「
進
路
サ
ポ
ー
ト
」（
＊
１
）と「
表
現
サ
ポ
ー

ト
」（
＊
２
）
を
使
用
。
同
教
材
で
あ
れ
ば
、
生
徒
に

将
来
像
を
描
か
せ
た
り
、
探
究
学
習
や
推
薦
・
Ａ
Ｏ
入

試
に
必
要
な
表
現
力
を
高
め
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
進
路
サ
ポ
ー
ト
付
属
の「
進

路
探
究
ワ
ー
ク
」
に
つ
い
て
は
、
文
理
選
択
の
ワ
ー
ク

を
割
愛
す
る
な
ど
、
生
徒
の
レ
ベ
ル
や
必
要
性
に
合
わ

せ
て
課
題
を
精
選
し
て
取
り
組
ま
せ
た
。

　「
指
導
力
の
高
い
教
師
で
な
け
れ
ば
活
用
で
き
な

い
教
材
で
は
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
し
て
定
着
し
ま
せ

ん
。
進
路
サ
ポ
ー
ト
や
表
現
サ
ポ
ー
ト
に
統
一
す
れ

ば
、
指
導
の
質
を
担
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え

ま
し
た
。
実
際
、
学
年
団
で
最
小
限
の
打
ち
合
わ
せ

を
行
う
だ
け
で
取
り
組
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
、
指
導

面
で
負
担
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
社
会
へ
の
視
野
が
広
が
れ
ば
、
生
徒
は
様
々

な
こ
と
に
挑
戦
し
た
く
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
た

意
欲
を
行
動
に
移
し
て
い
く
中
で
は
、
初
対
面
の
人

や
よ
く
知
ら
な
い
人
に
対
し
て
も
、
自
分
の
や
り
た

い
こ
と
を
的
確
に
伝
え
る
必
要
が
生
じ
ま
す
。
そ
こ

で
、
進
路
サ
ポ
ー
ト
と
表
現
サ
ポ
ー
ト
を
併
用
し
、

社
会
へ
の
関
心
と
表
現
力
の
両
方
を
高
め
よ
う
と
考

え
ま
し
た
」（
小
桧
山
先
生
）

　　
総
合
学
習
で
は
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
構
築
に
も

力
を
入
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、「Classi

」（
＊
３
）

の
ア
ン
ケ
ー
ト
機
能
を
活
用
し
、
学
校
行
事
や
進
路
講

演
会
、
学
期
末
の
振
り
返
り
を
行
わ
せ
る
こ
と
に
し
た
。

振
り
返
り
の
内
容
が
単
な
る
事
実
の
羅
列
に
な
ら
な
い

よ
う
、
ア
ン
ケ
ー
ト
項
目
を
作
る
際
は
、「
そ
の
行
事

で
ど
う
い
う
役
割
を
担
っ
た
の
か
」「
ど
の
よ
う
に
成

長
し
た
の
か
」
な
ど
、
自
己
の
成
長
・
変
容
の
メ
タ
認

知
に
つ
な
が
る
も
の
に
な
る
よ
う
工
夫
し
た
。
ア
ン

ケ
ー
ト
機
能
を
使
え
ば
学
年
を
超
え
て
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
指
導
を
体
系
化
し
、

体
験
的
な
学
び
の
場
を
充
実
さ
せ
る

生
徒
に
学
び
を
深
め
さ
せ
る
た
め
、

定
期
的
な
振
り
返
り
を
徹
底

１
学
年
担
任

長
谷
川
美
穂
　は
せ
が
わ
・
み
ほ

教
職
歴
13
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。「
多
く

の
経
験
や
人
と
の
か
か
わ
り
を
通
じ
て
、
生
徒
た
ち

が
成
長
で
き
る
よ
う
支
援
し
た
い
」

教
務
主
任

本
田
一
弘
　ほ
ん
だ
・
か
ず
ひ
ろ

教
職
歴
25
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。「
生
徒

の
よ
り
よ
い
生
き
方
や
人
間
的
な
成
長
を
支
え
ら

れ
る
教
師
で
あ
り
た
い
」

教
頭渡

部
孝
男
　わ
た
な
べ
・
た
か
お

教
職
歴
24
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。「
生
徒

が
『
成
長
で
き
た
』、
中
学
校
の
先
生
方
が
『
送
り

出
し
て
よ
か
っ
た
』と
感
じ
ら
れ
る
学
校
に
し
た
い
」

１
学
年
主
任

小
桧
山
　淳
　こ
び
や
ま
・
あ
つ
し

教
職
歴
13
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。「
生
徒

の
未
来
を
大
き
く
変
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
教
職
の

醍
醐
味
を
感
じ
る
」

＊２　ベネッセの教材の１つ。低学年からの体系的なカリキュラムに沿って、生徒同士の対話的な学びを通して思考力・判断力・表現力を身につけていく教材。
＊３　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社である Classi 株式会社が提供する、学校教育でのＩＣＴ活用を総合的に支援するサービス。
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が
共
有
で
き
る
た
め
、
次
の
学
年
団
の
負
担
軽
減
に
つ

な
が
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

の
構
築
は
、
３
年
次
の
志
望
理
由
書
や
自
己
Ｐ
Ｒ
書
の

作
成
で
必
ず
生
か
さ
れ
る
と
、
18
年
度
１
学
年
担
任
の

長
谷
川
美
穂
先
生
は
話
す
。

　「
推
薦
入
試
や
就
職
活
動
に
向
け
た
指
導
で
、
３

年
次
に
３
年
間
を
振
り
返
ら
せ
て
も
、
生
徒
の
多
く

は
『
よ
か
っ
た
』『
大
変
だ
っ
た
』
と
い
っ
た
漠
然

と
し
た
言
葉
で
し
か
語
れ
ま
せ
ん
。
記
憶
が
鮮
明
な

う
ち
に
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
記
入
し
、
自
分
が
そ
の

活
動
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
感
じ
、
考
え
、
ど
ん
な

成
長
を
し
た
の
か
を
掘
り
下
げ
て
お
け
ば
、
志
望
理

由
や
自
分
像
が
具
体
的
に
な
り
、
進
路
意
識
も
高
ま

る
と
期
待
し
て
い
ま
す
」

　
19
年
度
に
は
、
総
合
学
習
で
の
探
究
学
習
を
さ
ら
に

充
実
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
す
。
そ
の
準
備
と
し
て
、
18

年
度
の
後
半
か
ら
は
、
全
校
を
挙
げ
た
２
つ
の
取
り
組

み
を
行
っ
た
。
１
つ
め
は
、
学
校
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

の
策
定
だ
。
渡
部
教
頭
と
各
学
年
の
教
師
数
人
か
ら
成

る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置
し
、
学
校
教
育
目
標

で
あ
る
「
個
々
の
生
き
抜
く
力
を
育
み
、
地
域
社
会
を

支
え
る
人
材
を
育
て
る
学
校
」
を
実
現
す
る
た
め
に
何

を
す
べ
き
か
を
議
論
。
次
期
学
習
指
導
要
領
も
踏
ま
え

な
が
ら
、「
社
会
的
課
題
に
関
す
る
知
識
、
理
解
」
な

ど
の
７
つ
を
生
徒
へ
の
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
と

し
て
明
示
し
、
そ
の
達
成
に
必
要
な
取
り
組
み
を
体
系

化
し
た
（
図
１
）。
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー

で
あ
る
教
務
主
任
の
本
田
一
弘
先
生
は
、
こ
う
述
べ
る
。

　「
本
校
で
は
、
少
子
化
の
影
響
に
よ
る
ク
ラ
ス
減

が
続
い
て
お
り
、
22
年
度
に
は
近
隣
校
と
の
統
合
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
、
目
指
す
生
徒
像

に
う
た
わ
れ
た
『
地
域
社
会
を
支
え
る
人
材
』
の
育

成
を
切
実
な
課
題
と
し
て
捉
え
る
先
生
方
が
増
え

て
い
き
ま
し
た
。
学
校
が
一
丸
と
な
る
た
め
に
は
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
が
必
要
だ
と
い
う
認
識
も
、
多
く

の
先
生
が
持
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
」

　
２
つ
め
は
、
学
校
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
基
づ
く

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
作
成
だ
。
渡
部
教
頭
が
委
員
長
を
務

め
、
小
桧
山
先
生
や
長
谷
川
先
生
、
本
田
先
生
、
進
路

指
導
部
長
、
各
教
科
団
の
代
表
者
ら
が
所
属
す
る
新
た

な
分
掌
「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員
会
」

を
設
置
し
、
全
校
で
取
り
組
む
体
制
を
整
え
た
。

　
19
年
１
月
の
職
員
会
議
で
は
、
同
委
員
会
の
提
案
に

よ
り
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
素
案
を
議
論
し
た
。
教
師
が

７
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
学
校
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
に
示
さ
れ
た
７
つ
の
資
質
・
能
力
を
１
つ
ず
つ
担
当
。

各
資
質
・
能
力
に
つ
い
て
５
段
階
の
評
価
規
準
案
を
作

成
し
た
。
会
議
後
、
同
委
員
会
が
そ
の
案
を
修
正
し
、

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
完
成
さ
せ
た（
図
２
）。
19
年
度
か
ら
、

主
に
探
究
学
習
に
お
い
て
活
用
し
て
い
く
予
定
だ
。

　「
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
作
成
に
す
べ
て
の
教
師
が
か

か
わ
る
こ
と
に
よ
り
、
探
究
学
習
の
実
行
段
階
で
自

信
を
持
っ
て
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
活
用
で
き
る
と
考
え

ま
し
た
。
実
際
、素
案
作
成
の
プ
ロ
セ
ス
を
通
し
て
、

本
校
の
生
徒
の
あ
る
べ
き
姿
を
深
く
考
え
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
う
先
生
も
い
ま
し
た
」（
渡
部
教
頭
）

　
探
究
学
習
の
内
容
と
流
れ
も
固
ま
り
つ
つ
あ
る
。
具

体
的
に
は
、
ま
ず
１
年
次
に
、
課
題
設
定
や
調
査
・
分

析
の
方
法
な
ど
の
探
究
ス
キ
ル
の
基
礎
を
習
得
さ
せ

る
。
そ
し
て
、
２
年
次
か
ら
は
、
地
元
の
会
津
美
里
町

役
場
を
始
め
と
し
た
公
共
団
体
の
協
力
を
得
て
、
地
域

の
課
題
を
学
び
、
具
体
的
な
方
策
を
探
究
す
る
「
美み

里さ
と

学が
く

」（
仮
称
）
を
展
開
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
。

　
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
以
下
、
Ａ
Ｌ
）
の
視

学
校
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
策
定
し
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
推
進

国
語
科
を
起
点
と
し
て
、生
徒
の

考
え
を
深
め
さ
せ
る
授
業
を
目
指
す

大沼高校の学校グランドデザイン図１

次期学習指導要領への対応というねらいもあり、「何を学ぶか」「どのように
学ぶか」「何ができるようになるか」の３つの観点から取り組みを整理した。

＊学校資料を基に編集部が一部改編。学校グランドデザインの全容は、ベネッセ教育
総合研究所のウェブサイト（https://berd.benesse.jp）でダウンロードできます。「ＨＯ
ＭＥ→教育情報→高校向け」でご覧ください。
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点
を
重
視
し
た
指
導
改
善
も
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
並
行

し
て
進
め
て
き
た
。
同
県
の
公
立
高
校
で
は
、
教
師
の

１
人
を
Ａ
Ｌ
推
進
委
員
と
し
て
い
る
。
18
年
度
の
同
校

で
は
、
前
任
校
で
も
Ａ
Ｌ
を
実
践
し
て
き
た
国
語
科
の

長
谷
川
先
生
が
委
員
を
務
め
た
。

　「
生
徒
の
中
に
は
、
授
業
に
し
っ
か
り
臨
め
て
い

る
状
態
と
は
、
教
師
の
話
を
聞
き
、
ノ
ー
ト
を
取
る

こ
と
だ
け
だ
と
思
っ
て
い
る
者
も
い
ま
す
。
そ
う
し

た
生
徒
の
多
く
は
、
深
く
理
解
せ
ず
、
暗
記
に
頼
っ

た
学
習
を
し
て
い
る
た
め
か
、
定
期
考
査
で
は
高
得

点
で
も
、
模
擬
試
験
で
は
思
う
よ
う
な
得
点
が
で
き

な
い
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
生
徒
が
よ
り
主

体
的
に
学
習
す
る
授
業
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え

ま
し
た
。
ま
た
、
推
薦
・
Ａ
Ｏ
入
試
に
必
要
な
表
現

力
や
他
者
と
協
働
で
き
る
力
を
育
成
し
た
い
と
い
う

き
た
疑
問
を
発
展
さ
せ
る
よ
う
な
授
業
を
目
指
し
ま

し
た
。
す
る
と
、
生
徒
は
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
様
々
な

考
え
に
触
れ
、
思
考
を
深
め
る
よ
う
で
す
。
論
理
的

に
読
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
」

　
一
連
の
改
革
の
成
果
は
、
早
く
も
実
を
結
ん
で
い

る
。
そ
の
１
つ
が
、
基
礎
学
力
の
向
上
だ
。「
基
礎
力

診
断
テ
ス
ト
」（
＊
４
）
の
結
果
で
は
、Ｇ
Ｔ
Ｚ
（
＊
５
）

の
伸
び
率
が
50
％
を
超
え
、
Ｄ
ゾ
ー
ン
の
生
徒
が
大
幅

に
減
っ
た
。

　「
総
合
学
習
で
目
的
意
識
が
醸
成
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
学
習
意
欲
が
芽
生
え
た
こ
と
が
要
因
の
１
つ

だ
と
思
い
ま
す
。課
題
の
提
出
率
も
上
が
っ
て
お
り
、

日
々
の
生
活
を
き
ち
ん
と
し
よ
う
と
す
る
意
識
が
、

ど
の
生
徒
に
も
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

（
長
谷
川
先
生
）

　
１
学
年
の
取
り
組
み
か
ら
学
校
全
体
の
改
革
へ
道
筋

を
つ
け
た
こ
と
も
、
大
き
な
成
果
だ
。

　「
本
校
で
は
、
学
校
改
革
に
対
し
て
多
く
の
先
生

方
の
理
解
と
協
力
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
そ
う
し
た
雰

囲
気
が
生
ま
れ
た
背
景
と
し
て
は
、『
こ
の
ま
ま
で

は
い
け
な
い
』『
魅
力
的
な
学
校
に
し
た
い
』
と
い

う
思
い
が
多
く
の
教
師
に
共
通
し
て
い
た
か
ら
で
し

ょ
う
。
今
後
は
、
探
究
学
習
を
軸
に
据
え
、
生
徒
は

も
ち
ろ
ん
、
教
師
自
身
も
ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
う
な
取

り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

（
小
桧
山
先
生
）

思
い
も
あ
り
ま
し
た
」（
長
谷
川
先
生
）

　
長
谷
川
先
生
は
、
生
徒
の
思
考
を
深
め
た
り
、
協
働

を
促
し
た
り
で
き
る
よ
う
授
業
を
工
夫
し
た
。
例
え
ば
、

本
文
の
読
解
を
行
う
際
に
は
、
文
章
中
に
お
け
る
着
目

す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
を
示
し
た
上
で
、
生
徒
同
士
が
話
し

合
う
場
を
設
定
。
そ
し
て
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
考
え

を
発
表
さ
せ
な
が
ら
、
授
業
を
展
開
し
た
。
そ
う
し
た

中
で
、
生
徒
同
士
の
学
び
合
い
が
活
発
に
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
す
る
と
、
文
章
中
か
ら
根
拠
に
あ
た
る

部
分
を
見
つ
け
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
論
理
的
に
考
え
を

ま
と
め
た
り
、
説
得
力
の
あ
る
発
表
を
し
た
り
す
る
ク

ラ
ス
メ
ー
ト
に
刺
激
を
受
け
、
自
分
で
も
そ
う
し
た
読

解
・
発
表
が
で
き
る
よ
う
頑
張
る
生
徒
が
目
立
つ
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
。

　
長
谷
川
先
生
は
、
Ａ
Ｌ
推
進
委
員
と
し
て
、
教
師
の

Ａ
Ｌ
へ
の
関
心
や
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
も
力
を
入
れ

た
。
例
え
ば
、
自
分
の
授
業
を
公
開
す
る
と
と
も
に
、

他
教
科
の
教
師
に
国
語
の
授
業
で
行
う
デ
ィ
ベ
ー
ト
の

審
査
員
を
依
頼
し
た
り
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
活
動
の
聞
き

手
役
に
な
っ
て
も
ら
っ
た
り
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
、

講
義
型
の
授
業
と
は
異
な
る
生
徒
の
生
き
生
き
と
し
た

姿
を
目
の
あ
た
り
に
し
た
こ
と
に
よ
り
、
生
徒
の
主
体

性
や
協
働
性
を
重
視
し
た
授
業
に
力
を
入
れ
る
教
師
が

増
え
て
い
っ
た
。
本
田
先
生
も
、
自
分
の
担
当
す
る
国

語
の
授
業
を
変
え
た
１
人
だ
。

　「
私
は
講
義
型
の
授
業
が
中
心
で
し
た
が
、
正
し

い
読
解
の
仕
方
を
教
え
る
だ
け
の
指
導
に
疑
問
を
感

じ
て
い
ま
し
た
。
長
谷
川
先
生
の
授
業
を
見
て
、
自

分
で
も
文
学
作
品
の
解
釈
を
生
徒
に
行
わ
せ
、
出
て

福島県立大沼高校

大沼高校のルーブリック図２

目
的
意
識
を
持
ち
、
基
礎
学
力
を

身
に
つ
け
て
い
く
生
徒
た
ち

学校として育成を目指す７つの資質・能力のそれぞれにつ
いて、段階的に「目指す姿」を示している。

＊学校資料を基に編集部が一部改編。ルーブリックの全容は、ベネッ
セ教育総合研究所のウェブサイト（https://berd.benesse.jp）でダウ
ンロードできます。「ＨＯＭＥ→教育情報→高校向け」でご覧ください。

＊４　ベネッセのアセスメント「進路マップ」の１つで、義務教育範囲も含めた基礎学力を測るマーク式テスト。
＊５　ベネッセのアセスメントにおける共通の学力評価指標「学習到達ゾーン」のこと。「Ｓ１」～「Ｄ３」までの 15 段階で評価される。基礎力診断テストでは、そのうち

「Ａ２」～「Ｄ３」で評価される。
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静
岡
県
立
三
島
北
高
校
は
、
２
０
０
４
年
度
、
女
子

校
か
ら
共
学
と
な
っ
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
学
校
を
挙

げ
た
指
導
改
善
に
着
手
し
た
。
ま
ず
、
３
年
間
を
通
し

て
土
曜
講
習
や
週
末
課
題
を
継
続
す
る
な
ど
、
学
力
向

上
対
策
を
推
進
す
る
体
制
を
整
え
た
。
次
に
、
特
進
ク

ラ
ス
を
設
置
し
、
学
習
指
導
・
進
路
指
導
を
強
化
。
す

る
と
、
同
ク
ラ
ス
の
生
徒
の
頑
張
り
が
他
ク
ラ
ス
の
生

徒
を
刺
激
し
、
高
み
を
目
指
そ
う
と
す
る
意
識
が
学
校

全
体
に
浸
透
し
て
い
っ
た
。
そ
う
し
た
段
階
的
な
改
革

に
よ
っ
て
進
学
実
績
は
向
上
し
、
国
公
立
大
学
へ
の
合

格
者
数
は
、
女
子
校
だ
っ
た
頃
か
ら
倍
増
し
た
。

　
14
年
度
に
は
、
次
な
る
目
標
と
し
て
「
グ
ロ
ー
バ
ル

旧制・静岡県田
た

方
がた

郡立三島高等女
学校として開校。校訓に「自律」
を掲げる。２００４年度、共学校と
なったのを機に学校改革に着手。
１４〜１８年度には、同県内で唯一
のＳＧＨ指定校となり、全校を挙げ
て課題研究を推進している。

設立	 １９０１（明治３４）年

形態	 全日制／普通科／共学

生徒数	 １学年約２８０人

２０１８年度入試合格実績（現浪計）　国公立大は、筑波大、お茶の水
女子大、東京外国語大、横浜国立大などに１１２人が合格。私立大は、
上智大、東京理科大、立教大、早稲田大などに延べ６８２人が合格。

住所	 〒４１１ー００３３　静岡県三島市文教町１ー３ー１８

電話	 ０５５ー９８６ー０１０７

Web site	 	 	http: //www.edu.pref.shizuoka.jp/mishimakita-h/
home.nsf/IndexFormView?OpenView
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学
力
向
上
を
実
現
し
、新
た
な
目
標

「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
」
を
設
定

全
校
体
制
に
よ
る
課
題
研
究
で
、

生
徒
の
学
び
を
深
め
さ
せ
、

社
会
へ
の
広
い
視
野
を
育
む

静
岡
県
立
三
島
北
高
校

Ｓ
Ｇ
Ｈ
を
軸
に
し
た
学
校
改
革

変革のステップ

• 学力向上を実現したため、次なる目標として「グロー
バル人材の育成」を目指した

背景と課題

実践内容

• 様々な教科の知識を融合して考えられる生徒が増加

• 生徒の視野が広がり、進学実績がさらに向上

成果と展望

•課題研究を推進する体制の整備　２０１４年度、
ＳＧＨ（＊１）の指定校となり、１年次の学校設定
科目「Local Water Issues（ＬＷＩ）」、２年次の学
校設定科目「Global Water Issues（ＧＷＩ）」で課
題研究を推進。チーム・ティーチングにより、全教
科の教師が課題研究にかかわる体制を構築してい
る

•「論理的思考力テスト」の開発　課題研究の成果を
客観的に把握するため、教育学研究者の助言を得
ながら、論理的思考力のアセスメントを独自に開発

•英語の指導改善を推進　２０１８年度、静岡県教
育委員会の「英語教育コアスクール」の指定を受け、

「英語でやり取りする力」を培うために指導改善を
進める

＊１　文部科学省のスーパーグローバルハイスクール。 ＊プロフィールは２０１９年３月時点のものです。

42 Apr i l  2019

0-01-J-21456-
000 2019 年度VIEW21高校版 4月号 42頁 ＣＭ

ＹＫ
色
校
03/25
木村

念
校
04/03
下村

再
念
校
04/05
引寺 − −/−

− − −/−
−

P42-45_view21koukou-4g.indd   42 2019/04/05   11:11

http://www.edu.pref.shizuoka.jp/mishimakita-h/home.nsf/IndexFormView?OpenView
http://www.edu.pref.shizuoka.jp/mishimakita-h/home.nsf/IndexFormView?OpenView


人
材
の
育
成
」
を
掲
げ
、
Ｓ
Ｇ
Ｈ
の
指
定
校
と
な
っ
た
。

Ｓ
Ｇ
Ｈ
推
進
室
長
で
あ
る
英
語
科
の
稲
葉
亜
矢
子
先
生

は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
本
校
で
は
、
生
徒
の
教
科
学
力
が
向
上
す
る
中
、

国
際
社
会
に
貢
献
で
き
る
『
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育

成
』
と
い
う
新
た
な
教
育
目
標
を
設
定
し
ま
し
た
。

そ
の
達
成
に
向
け
た
第
一
歩
と
し
て
、
Ｓ
Ｇ
Ｈ
の
指

定
を
受
け
、
事
業
や
授
業
の
改
善
を
行
っ
て
き
ま
し

た
」

　
同
校
の
Ｓ
Ｇ
Ｈ
に
お
け
る
課
題
研
究
で
は
、
生
活
に

欠
か
せ
な
い
資
源
で
あ
る
「
水
」
を
取
り
上
げ
る
（
図

１
）。

　
１
年
次
に
は
、
週
１
回
の
学
校
設
定
科
目
「Local 

W
ater Issues

（
以
下
、
Ｌ
Ｗ
Ｉ
）」
で
地
域
に
お
け

る
水
の
課
題
、
２
年
次
に
は
、
週
２
回
の
学
校
設
定
科

目
「Global W

ater Issues

（
以
下
、
Ｇ
Ｗ
Ｉ
）」
で

世
界
に
お
け
る
水
の
課
題
に
つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ
ご
と

に
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
探
究
す
る
。
水
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
の
橋
本
淳じ

ゅ
ん

司じ

氏
を
始
め
と
す
る
水
の
専
門
家
を
講
師

に
招
き
、
生
徒
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
も
ら
う
機
会
を

積
極
的
に
設
け
て
い
る
。
両
学
年
の
３
学
期
に
は
、
各

グ
ル
ー
プ
が
探
究
の
成
果
を
英
文
の
ポ
ス
タ
ー
に
ま
と

め
、
代
表
の
チ
ー
ム
は
事
業
報
告
会
な
ど
で
発
表
す
る
。

そ
し
て
３
年
次
に
は
、
２
年
間
で
探
究
し
た
水
の
課
題

に
つ
い
て
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
英
語
で
論
文
を
書
く
。

　
課
題
研
究
の
中
核
を
担
う
取
り
組
み
で
あ
る
１
年
次

の
Ｌ
Ｗ
Ｉ
、
２
年
次
の
Ｇ
Ｗ
Ｉ
で
は
、
生
徒
の
実
態
を

適
切
に
把
握
し
、
指
導
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
重
視
。

各
グ
ル
ー
プ
に
教
師
の
目
が
行
き
届
く
よ
う
、
チ
ー
ム
・

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
。
Ｌ
Ｗ
Ｉ
・
Ｇ
Ｗ
Ｉ
に

携
わ
る
全
教
師
は
週
１
回
集
ま
り
、
指
導
を
振
り
返
り

な
が
ら
、
各
グ
ル
ー
プ
の
進
捗
状
況
や
課
題
な
ど
を
共

有
。
次
回
の
授
業
の
指
導
案
を
検
討
・
修
正
し
て
い
る
。

　「
課
題
研
究
は
、
生
徒
が
社
会
で
必
要
と
さ
れ
る

問
題
解
決
の
プ
ロ
セ
ス
を
体
験
し
、
主
体
的
に
学
び

を
深
め
る
た
め
の
取
り
組
み
で
す
。
水
に
つ
い
て
の

研
究
は
、
あ
く
ま
で
も
手
段
で
あ
る
こ
と
を
教
師
間

で
常
に
確
認
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
、
生
徒

に
問
題
解
決
の
プ
ロ
セ
ス
を
意
識
さ
せ
る
た
め
の
ア

イ
デ
ア
も
生
ま
れ
ま
し
た
」（
稲
葉
先
生
）

　
１
年
次
の
Ｌ
Ｗ
Ｉ
で
は
、
段
階
的
に
ゴ
ー
ル
を
設
け
、

振
り
返
り
の
場
を
多
く
し
た
。
毎
回
の
授
業
後
、グ
ル
ー

プ
ご
と
に
進
捗
状
況
や
課
題
、改
善
点
な
ど
を
「Classi

」

（
＊
２
）
に
入
力
さ
せ
、
他
グ
ル
ー
プ
に
参
考
に
し
て

ほ
し
い
振
り
返
り
が
あ
れ
ば
、
次
回
の
授
業
で
担
任
が

紹
介
し
て
い
る
。

　「
こ
ま
め
に
課
題
を
洗
い
出
し
、
改
善
を
図
る
こ

と
で
、
生
徒
た
ち
は
学
び
を
深
め
て
い
き
ま
す
。
そ

生
徒
の
実
態
を
適
切
に
把
握
し
、

課
題
研
究
の
指
導
に
反
映
さ
せ
る

時期
年次

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

１年次の
ＬＷＩ

初期
指導

基礎
学習

課題
設定

フィールド
ワーク

日本語
ポスター

作成

成果
発表

英文
ポスター

作成

成果
発表

ＧＷＩ
準備

２年次の
ＧＷＩ

個人
エッセー

作成

英文
ポスター

作成

海外
研修

成果発表
準備

成果
発表
準備

１・２年次の
海外研修
（※）

課題設定
海外
研修

英文ポスター
作成

３年次
成果発表

準備
成果
発表

※希望者を対象に実施。
＊学校資料を基に編集部で作成。

Ｓ
Ｇ
Ｈ
推
進
室
長

稲
葉
亜
矢
子
　い
な
ば
・
あ
や
こ

教
職
歴
22
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。
英
語
科
。

「
生
徒
と
と
も
に
成
長
で
き
る
教
師
で
あ
り
た
い
」

進
路
指
導
主
事

川
村
陽
一
　か
わ
む
ら
・
よ
う
い
ち

教
職
歴
27
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。
英
語
科
。

「
個
々
の
生
徒
を
大
切
に
し
て
、
生
徒
一
人
ひ
と
り

の
希
望
進
路
の
実
現
を
目
指
す
」

教
務
主
任

飯
田
美
穂
　い
い
だ
・
み
ほ

教
職
歴
29
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。
国
語
科
。

「
生
徒First

」

英
語
科

中
島
由
美
　な
か
じ
ま
・
ゆ
み

教
職
歴
24
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。
Ｓ
Ｇ

Ｈ
推
進
室
。「The road to success is alw

ays 
under construction.

」

＊２　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社である Classi 株式会社が提供する、学校教育でのＩＣＴ活用を総合的に支援するサービス。

課題研究の流れ図１
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う
し
て
探
究
す
る
面
白
さ
を
実
感
し
、
よ
り
広
い
分

野
の
文
献
を
調
べ
た
り
、
改
め
て
実
験
を
行
っ
た
り

す
る
な
ど
、
次
第
に
粘
り
強
く
取
り
組
む
生
徒
が
目

立
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
」（
稲
葉
先
生
）

　
ま
た
、Classi

は
、生
徒
の
振
り
返
り
だ
け
で
は
な
く
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
よ
り
充
実
さ
せ
て
い
く
た
め
の
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
機
能
と
し
て
も
活
用
し
て
い
る
（
図
２
）。

　
課
題
研
究
を
よ
り
充
実
さ
せ
よ
う
と
、
取
り
組
み
の

成
果
検
証
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
同
校
が
独
自
に
開

発
し
た
の
が
、
全
生
徒
を
対
象
と
す
る
「
論
理
的
思
考

力
テ
ス
ト
」
だ
。
16
年
度
、Ｓ
Ｇ
Ｈ
推
進
室
の
メ
ン
バ
ー

が
他
校
へ
の
視
察
な
ど
に
よ
る
情
報
収
集
を
始
め
、
17

年
度
に
は
試
作
テ
ス
ト
を
実
施
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
試

作
テ
ス
ト
は
時
事
的
な
設
問
が
中
心
で
あ
っ
た
た
め
、

課
題
研
究
に
よ
っ
て
生
徒
に
論
理
的
思
考
力
が
身
に
つ

い
た
の
か
ど
う
か
を
把
握
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
、
認
知
科
学
な
ど
を
専
門
と
す
る
静
岡
大

学
教
育
学
部
の
河
﨑
美
保
准
教
授
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
得

な
が
ら
、「
生
徒
に
考
え
さ
せ
る
」「
問
題
解
決
に
お
け

る
手
法
の
効
果
の
妥
当
性
を
問
う
」
と
い
っ
た
ポ
イ
ン

ト
を
意
識
し
て
内
容
を
練
り
上
げ
て
い
っ
た
。

　
そ
う
し
て
完
成
し
た
の
が
、
18
年
９
月
に
実
施
し
た

問
題
だ
（
図
３
）。
そ
れ
は
、
①
課
題
解
決
の
プ
ロ
セ

ス
の
ど
こ
に
課
題
が
あ
る
の
か
を
見
つ
け
る
設
問
、
②

日
本
語
の
文
章
に
お
け
る
接
続
詞
の
正
し
い
使
い
方
を

選
ぶ
設
問
、
③
「
ふ
る
さ
と
納
税
は
促
進
さ
れ
る
べ
き

だ
」
と
い
う
主
張
に
対
す
る
複
数
の
意
見
を
示
し
、
そ

れ
ら
の
意
見
が
論
理
的
に
正
し
い
か
ど
う
か
を
判
定
す

る
設
問
の
３
つ
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
同
テ
ス
ト
の
結

果
を
分
析
し
、
模
擬
試
験
の
結
果
と
比
較
し
た
と
こ
ろ
、

１
年
生
で
は
論
理
的
思
考
力
が
高
い
生
徒
ほ
ど
教
科
学

力
が
高
く
な
っ
て
い
た
と
い
う
。
Ｓ
Ｇ
Ｈ
推
進
室
に
所

属
す
る
英
語
科
の
中
島
由
美
先
生
は
、
こ
う
話
す
。

　「
１
年
生
が
受
け
る
模
擬
試
験
で
は
、
20
年
度
に

始
ま
る
『
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
』
を
見
据
え
、
論

理
的
思
考
力
を
求
め
ら
れ
る
問
題
が
増
え
ま
し
た
。

そ
う
し
た
中
、
本
校
の
論
理
的
思
考
力
テ
ス
ト
と
模

擬
試
験
の
結
果
に
相
関
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、

本
校
が
想
定
す
る
論
理
的
思
考
力
は
、
新
し
い
大
学

入
試
で
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
に
対
応
し
て
い
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
検
証
は
今
後
の
課
題
で

す
。
ま
た
、
論
理
的
思
考
力
を
適
切
に
把
握
で
き
る

よ
う
に
な
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
の
大
学
入
試
や
次
期
学

習
指
導
要
領
で
重
要
性
が
高
ま
る
多
面
的
・
総
合
的

評
価
の
推
進
に
も
つ
な
が
り
ま
す
」

　
課
題
研
究
で
の
英
文
に
よ
る
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
生
徒
の
英
語
力
の
課
題
が
顕
在
化
し
た
。
発
表

で
は
堂
々
と
考
え
を
述
べ
る
生
徒
が
多
い
半
面
、
質
疑

応
答
に
移
る
と
、
質
問
を
す
る
生
徒
は
少
な
く
、
ま
た
、

質
問
が
出
て
も
、
そ
れ
に
対
し
て
思
う
よ
う
に
英
語
で

生
徒
の
論
理
的
思
考
力
を
客
観
的
に

測
り
、多
面
的
・
総
合
的
評
価
を
推
進

生
徒
の
英
語
力
を
よ
り
高
め
る
べ
く
、

英
語
で
考
え
さ
せ
る
場
面
を
増
や
す

２０１８年９月実施の「論理的思考力テスト」図３

「論理的思考力テスト」は、朝読書の10 分間に全生徒を対象に実施。
作問にあたっては、生徒が取り組みやすいよう、短く簡潔にすることを
心がけたという。

＊学校資料を基に編集部が一部改編。２０１８年９月実施の「論理的思考力テスト」の
全体は、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（https://berd.benesse.jp）でダウ
ンロードできます。「ＨＯＭＥ→教育情報→高校向け」でご覧ください。

Classiを活用した生徒アンケートの集計画面図2

生徒には、本時のＬＷＩ・ＧＷＩの授業目標の達成状況や、次回
の授業に必要な準備など、課題研究についてのアンケートを定
期的にClassi で配信している。ＳＧＨ推進室では、その回答を
集計し、全教師で共有。課題研究の指導改善やプログラムの充
実につなげている。 ＊学校資料をそのまま掲載。
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答
え
ら
れ
な
い
生
徒
が
目
立
っ
た
と
い
う
。

　「
本
校
の
生
徒
の
多
く
は
、
時
間
を
か
け
て
英
語

で
考
え
を
ま
と
め
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る

の
は
得
意
で
す
。
一
方
、
臨
機
応
変
に
考
え
、
話
す

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
場
面
に
な
る
と
、
英
語
が
出
て

こ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍

す
る
た
め
に
は
、
何
も
準
備
し
て
い
な
く
て
も
、
英

語
で
話
せ
る
力
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
、
と
っ
さ
の

受
け
答
え
が
求
め
ら
れ
る
場
面
を
授
業
に
設
け
る
こ

と
に
し
ま
し
た
」（
中
島
先
生
）

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
17
年
度
か
ら
は
、
毎
回
の
「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
」
の
冒
頭
３
分
間
で
生
徒
同

士
の
ペ
ア
ワ
ー
ク
を
行
っ
て
い
る
。
18
年
度
に
は
、
静

岡
県
教
育
委
員
会
の
「
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
推
進
事

業
」
に
お
け
る
「
英
語
教
育
コ
ア
ス
ク
ー
ル
」
の
指

定
を
受
け
た
こ
と
も
あ
り
、
生
徒
同
士
が
「W

hy?

」

「H
ow

?

」
な
ど
を
用
い
て
質
問
し
合
う
な
ど
、
多
様
な

ペ
ア
ワ
ー
ク
を
行
っ
た
。

　「
英
語
教
育
コ
ア
ス
ク
ー
ル
」
の
取
り
組
み
と
し
て

は
、
海
外
の
高
校
生
や
大
学
生
と
交
流
す
る
場
面
も
増

や
し
て
い
る
。
そ
の
１
つ
が
、
英
語
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
な

ど
に
取
り
組
む
部
活
動
で
あ
る
国
際
交
流
部
が
企
画
し

た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
大
会
だ
。
近
隣
の
高
校
数
校

に
加
え
、
ベ
ト
ナ
ム
の
高
校
生
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

テ
レ
ビ
電
話
機
能
を
用
い
て
参
加
し
た
（
写
真
）。

　「
今
回
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
大
会
で
は
、
学

校
の
代
表
と
い
う
意
識
が
生
ま
れ
た
た
め
か
、
生
徒

は
、
よ
り
意
欲
的
に
練
習
し
、
本
番
に
臨
み
ま
し
た
。

18
年
度
は
国
際
交
流
部
の
生
徒
か
ら
出
場
者
を
選
抜

年
次
の
後
半
に
学
力
が
伸
び
悩
む
傾
向
に
あ
る
と
い

う
。
そ
こ
で
、
２
年
次
ま
で
は
幅
広
い
教
科
・
科
目
を

学
べ
る
よ
う
に
し
た
。
改
訂
を
主
導
し
て
き
た
教
務
部

で
国
語
科
の
飯
田
美
穂
先
生
は
、
次
の
よ
う
に
話
す
。

　「
低
学
年
の
段
階
の
学
習
内
容
は
初
歩
的
な
も
の

で
す
。
そ
こ
で
、
生
徒
が
学
び
を
深
め
た
段
階
で
主

体
的
に
文
理
選
択
を
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え

ま
し
た
。
バ
ラ
ン
ス
よ
く
学
ぶ
こ
と
で
根
本
的
な
問

い
を
立
て
る
力
が
つ
く
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
Ｓ
Ｇ
Ｈ
を
軸
に
し
た
学
校
改
革
の
成
果
は
、
生
徒
の

姿
に
表
れ
て
い
る
。
課
題
研
究
で
は
、
教
科
学
習
で
習

得
し
た
知
識
・
技
能
を
応
用
し
、
問
題
の
解
決
策
を
提

案
で
き
る
生
徒
が
目
立
つ
。
教
科
学
力
も
伸
び
、
国
公

立
大
学
に
は
毎
年
１
０
０
人
以
上
が
合
格
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
ま
た
、
社
会
へ
の
視
野
を
広
げ
、
将
来
海
外

で
働
く
こ
と
を
希
望
す
る
生
徒
も
多
い
。
進
路
指
導
主

事
の
川
村
陽
一
先
生
は
、
生
徒
の
変
化
を
次
の
よ
う
に

語
る
。　「

以
前
は
、
ほ
か
の
生
徒
と
一
緒
で
な
け
れ
ば
動

か
な
い
生
徒
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
現
在
の
生
徒
は
、
自
分
か
ら
進
ん
で
行
動
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を

見
つ
け
、主
体
的
に
な
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
」

　
今
後
は
、「
総
合
探
究
」
に
お
け
る
探
究
学
習
が
学

校
改
革
の
中
心
と
な
る
。「
論
理
的
思
考
力
テ
ス
ト
」

も
問
題
点
を
改
善
し
な
が
ら
継
続
し
て
い
く
予
定
だ
。

し
ま
し
た
が
、
今
後
は
選
抜
対
象
を
広
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
中
島
先
生
）

　
同
校
の
Ｓ
Ｇ
Ｈ
の
指
定
が
18
年
度
で
終
了
し
た
こ
と

や
、
次
期
学
習
指
導
要
領
へ
の
対
応
と
い
う
ね
ら
い
か

ら
、
19
年
度
に
は
教
育
課
程
を
改
訂
す
る
。「
総
合
的

な
探
究
の
時
間
」（
以
下
、「
総
合
探
究
」）
で
は
、
Ｓ

Ｇ
Ｈ
で
の
課
題
研
究
を
引
き
継
ぎ
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
＊
３
）

を
テ
ー
マ
と
す
る
探
究
学
習
を
行
う
。

　
現
行
教
育
課
程
か
ら
の
最
も
大
き
な
変
更
点
は
、
３

年
次
か
ら
文
系
・
理
系
に
分
か
れ
る
よ
う
に
し
た
こ
と

だ
。
同
校
に
は
、
３
年
次
に
理
系
か
ら
文
系
に
変
え
る

生
徒
や
、
力
を
入
れ
る
教
科
・
科
目
を
早
い
段
階
で
絞

る
生
徒
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
生
徒
は
、
３

静岡県立三島北高校

自
分
の
や
り
た
い
こ
と
に

主
体
的
に
挑
戦
す
る
生
徒
が
増
え
た

２
年
次
ま
で
幅
広
く
学
べ
る
よ
う
、

19
年
度
か
ら
教
育
課
程
を
改
訂

写真　２０１８年８月の海外研修では、ベトナムの高校を
訪問した。１９年３月のプレゼンテーション大会では、海
外研修の訪問先の生徒たちがインターネットのテレビ電話
サービスを用いて参加し、同校の生徒たちと英語による質
疑応答を行った。

＊３　Sustainable Development Goals の略。２０１５年に国連が掲げた、持続可能な開発目標のこと。①貧困をなくそう、②飢餓をゼロになど、１７の目標と１６９のターゲッ
トから成る。
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山
口
県
立
下
関
工
科
高
校
の
春か

す

日が

貴よ
し

江え

先

生
は
、
２
０
１
８
年
度
、
応
用
化
学
工
学
科

の
「
課
題
研
究
」
に
お
い
て
、
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
を
使
っ
た
評
価
を
導
入
し
た
。
春
日
先
生

自
身
は
既
に
自
分
の
担
当
す
る
専
門
教
科
で

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
活
用
し
て
き
た
が
、
生
徒

が
グ
ル
ー
プ
で
主
体
的
に
学
習
を
進
め
る「
課

題
研
究
」で
は
初
め
て
の
試
み
だ
っ
た
。今
回
、

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
用
い
た
評
価
は
学
期
末
に

行
っ
た
が
、
生
徒
が
自
身
の
学
び
を
振
り
返

る
と
い
う
点
で
評
価
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
適
切

だ
っ
た
の
か
、
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
た
。

ま
た
、
生
徒
の
自
己
評
価
、
他
者
評
価
も
印

象
評
価
に
な
り
が
ち
だ
っ
た
た
め
、
数
値
化

さ
れ
な
く
て
も
納
得
度
の
高
い
評
価
と
す
る

た
め
の
仕
組
み
も
必
要
だ
と
感
じ
て
い
た
。

＊プロフィールは2019年３月時点のものです。

検討メンバー

改良！指
導ツール

山口県立
下関工科高校　

春日貴江
かすが・よしえ

長崎県立諫
いさ

早
はや

高校　

髙比良周一
たかひら・しゅういち

宮崎県立
延
のべおか

岡星
せいうん

雲高校

栁井健二
やない・けんじ

自校の指導ツールを他校の教師とともに検討し、各校の生徒特性に合った形へ
改善を図る本コーナー。今回は、専門学科の「課題研究」のルーブリックを使って
生徒の学びの成果を可視化するための指導について検討する。

適
切
な
頻
度
、
タ
イ
ミ
ン
グ
で

納
得
度
の
高
い
評
価
を
行
い
た
い

ツール 提供者

山口県立下関工科高校　春
かす
日
が
貴
よし
江
え
先生提供

「ルーブリック」 Before

1

2

課
題

学期末にルーブリックを使って評価を行ったが、どのよ
うなタイミングで評価を行えば、生徒が自身の学びを改
善するようなよりよい振り返りになるか
「課題研究」という授業内容が変化する教科で、数値に
表しにくい資質・能力をどのように評価すればよいか
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学
期
末
に
行
っ
て
き
た
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を

用
い
た
評
価
を
、
授
業
の
節
目
や
単
元
の
ま

と
ま
り
ご
と
に
し
、
具
体
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド

の
記
述
も
行
わ
せ
る
こ
と
で
、
評
価
を
次
の

取
り
組
み
の
改
善
に
つ
な
げ
や
す
く
し
た
。

評
価
の
機
会
が
増
え
る
と
評
価
に
時
間
が
割

か
れ
て
し
ま
い
、
授
業
時
間
が
減
っ
て
し
ま

う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
に
お
け
る
６
つ
の
資
質
・
能
力
を
時
間
を

か
け
ず
に
評
価
で
き
る
よ
う
に
、
そ
の
授
業
・

単
元
で
特
に
自
分
や
他
者
が
伸
ば
す
こ
と
が

で
き
た
と
思
う
資
質
・
能
力
を
２
つ
選
ん
で
、

そ
う
思
う
理
由
と
と
も
に
自
己
お
よ
び
他
者

評
価
す
る
こ
と
に
し
た
。
自
分
や
他
者
が「
身

に
つ
け
た
資
質
・
能
力
」
を
考
え
さ
せ
る
こ

と
で
、
長
所
を
見
抜
く
力
を
身
に
つ
け
さ
せ

た
い
と
い
う
ね
ら
い
も
あ
る
。

次ページでは、
３人の先生方の
検討の様子を
ダイジェストで紹介！

ルーブリック
資質・能力 行動目標 A B C D

主体性

指示を待つのではなく、
自分がやるべきことを見
つけ、自発的に取り組
むことができる。

自分がやるべ
きことを見つ
け率先して課
題に取り組む。

指 示を 仰ぎ、
意欲的に課題
に取り組む。

指示を待って、
課題に取り組
む。

前向きに課題
に取り組むこ
とができない。

実行力
失敗を恐れずに行動す
ることができる。

何事に対して
も前向きにチャ
レンジすること
ができる。

勧められれば
チャレンジでき
る。

ほかの人がす
れば、する。

失敗を恐れて
新しいことに
チャレンジし
ない。

今回の授業・単元で特に伸ばすことができた資質・能力を２つ選び、
そう思った理由を書きましょう。

また、そのほかの資質・能力についても評価しましょう。

自分を評価しよう

名前 特に伸びた資質・能力 そう思った理由

•（　　　　　 ）力

•（　　　　　 ）力

４段階評価
主体性 実行力 課題発見力 計画力 知識・理解 組織行動力

他者を評価しよう

名前 特に伸びた資質・能力 そう思った理由

•（　　　　　 ）力

•（　　　　　 ）力

名前 特に伸びた資質・能力 そう思った理由

•（　　　　　 ）力

•（　　　　　 ）力

このマークのある図版は、加工可能なデータとして、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（https://berd.benesse.jp）からダウンロー
ドできます。「HOME→教育情報→高校向け→生徒指導・進路指導ツール集」でご覧ください。

ルーブリック「課題研究」

「
理
由
」
を
述
べ
な
が
ら
、

授
業
や
単
元
の
節
目
で
評
価
に
臨
む

After

授業の節目や
単元のまとまりなどで複数回、
ルーブリックを使って評価させる
生徒が自身の学びの改善をスムーズ
に図れるよう、ルーブリックを使っ
た評価の回数を増やし、評価結果
を蓄積していく。

育成を目指す資質・能力の
いくつかに焦点をあてて、
理由とともに評価させる
評価の回数が増えたことで評価そ
のものに時間がかかりすぎないよう
に、学校として育成を目指す資質・
能力のうち、生徒が「自分が特に伸
ばすことができた」「仲間が特に伸
ばすことができた」と感じているも
のを選んで、理由とともに記述する。
他者を評価した部分を切り取り、生
徒間で交換することで、一人ひとり
の生徒が自分自身を振り返られるよ
うにする。

1

2

改良ポイント

他者評価については、切
り取って生徒同士で気軽
に交換できるように、肯
定的な記述のみとし、４
段階評価は行わない
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　「
課
題
研
究
」
に
お
け
る
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

は
、
生
徒
に
と
っ
て
は
、
学
習
活
動
の
中
で
、

自
分
の
成
長
を
測
る
手
立
て
の
１
つ
で
あ
る
。

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
し
た
自
己

評
価
、
他
者
評
価
は
、
可
能
な
限
り
数
多
く

行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
と
、
検
討
会
で
は
意

見
が
一
致
し
た
。
し
か
し
、
た
だ
何
と
な
く

の
印
象
で
こ
れ
ま
で
通
り
の
４
段
階
評
価
を

す
る
と
、
納
得
度
の
高
い
評
価
が
実
現
す
る

と
は
限
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
自
分
や
他
者

が
特
に
伸
ば
し
た
と
思
う
資
質
・
能
力
を
選

ば
せ
て
、
そ
う
思
う
理
由
を
述
べ
な
が
ら
丁

寧
に
評
価
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。そ
れ
に
よ
っ

て
、
た
と
え
主
観
が
土
台
で
あ
っ
て
も
、
納

得
度
が
増
す
こ
と
を
期
待
で
き
る
か
ら
だ
。

　
さ
ら
に
、
自
分
や
他
者
が
「
特
に
伸
ば
し

た
と
思
う
資
質
・
能
力
」
と
い
う
視
点
で
の

記
述
を
求
め
る
こ
と
で
、
他
者
を
前
向
き
に

評
価
す
る
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
よ
う
に
し

た
。
も
ち
ろ
ん
、
相
互
評
価
で
は
で
き
て
い

な
い
こ
と
を
指
摘
す
べ
き
局
面
も
あ
る
が
、

数
値
で
評
価
で
き
な
い
活
動
に
取
り
組
む
生

徒
に
は
、
ま
ず
は
自
分
や
他
者
の
よ
い
と
こ

ろ
を
見
抜
き
、
言
語
化
す
る
力
を
身
に
つ
け

て
ほ
し
い
と
い
う
声
が
多
く
聞
か
れ
た
。

　
同
校
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
で
は
、
育
成
を
目

指
す
資
質
・
能
力
の
一
部
は
生
徒
た
ち
の
議

論
の
中
で
定
義
さ
れ
た
こ
と
も
紹
介
さ
れ
た
。

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
は
学
習
の
当
事
者
で
あ
る
生

徒
が
作
り
、
改
訂
に
も
か
か
わ
る
べ
き
だ
と

い
う
点
で
も
意
見
は
一
致
し
た
。

検討メンバーの先生に、自身の指導観や自校の生徒特性を踏まえて、
ツールの活用方法や留意点などをお話しいただきました

1 年度当初にルーブリックを生徒に配布し、
評価の観点を周知する

2
授業や単元の節目などで
ルーブリックを用いて生徒が
自己および他者評価する

3
年度末にルーブリックの改訂に取り組む。
生徒に「どのような観点で評価してほしいか」

などを聞き、改訂に生かす

改良！指
導ツール

活用の流れ

「課題研究」　ルーブリック

根
拠
を
語
る
こ
と
で
、

評
価
の
納
得
度
を
高
め
合
う

　
今
回
の
検
討
会
で
得
た
大
き
な
改
訂

方
針
の
１
つ
は
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
基

に
し
た
生
徒
の
自
己
お
よ
び
他
者
評
価

の
回
数
を
増
や
す
こ
と
で
す
。
生
徒
た

ち
に
そ
の
日
の
授
業
や
単
元
で
評
価
し
た
い
観
点

を
選
ば
せ
る
こ
と
で
、
短
時
間
で
あ
り
な
が
ら
、

納
得
度
の
高
い
評
価
の
場
面
を
頻
繁
に
設
け
ら
れ

そ
う
で
す
。
評
価
が
漠
然
と
し
た
も
の
に
な
ら
な

い
よ
う
に
、
根
拠
と
な
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
内
省
を

記
入
さ
せ
る
案
も
取
り
入
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
使
っ
た
評
価
を
通
し
て
生
徒

に
期
待
す
る
の
は
、
自
分
や
他
者
の
長
所
に
気
づ

く
力
を
高
め
る
こ
と
で
す
。
高
校
卒
業
後
は
社
会

人
と
し
て
活
躍
す
る
生
徒
が
多
い
本
校
で
は
、
長

所
に
気
づ
く
力
は
高
校
３
年
間
の
う
ち
に
確
実
に

身
に
つ
け
て
ほ
し
い
力
の
１
つ
で
す
。
自
分
や
他

者
の
長
所
に
素
直
に
目
を
向
け
ら
れ
る
雰
囲
気
を

課
題
研
究
の
授
業
で
醸
成
し
て
い
け
ば
、
生
徒
の

メ
タ
認
知
能
力
も
高
ま
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

先
生
方
と
お
話
し
す
る
中
で
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の

メ
リ
ッ
ト
に
目
を
向
け
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
、

私
自
身
の
心
が
軽
く
な
っ
た
こ
と
も
大
き
な
収
穫

で
し
た
。

春
日
先
生
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　教
職
歴
20
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。
応
用
化

学
工
学
科
主
任
。
工
業
科
担
当
。「
自
己
有
用
感
を
高
め
、
母
校
に
誇
り
を
持
ち
、

地
域
社
会
に
貢
献
す
る
産
業
人
を
育
成
し
た
い
」

学
校
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　
全
日
制
・
定
時
制
／
機
械
工
学
科
、
電
気
工
学
科
、
建
設

工
学
科
、
応
用
化
学
工
学
科
（
以
上
、
全
日
制
）、
機
械
科
（
定
時
制
）
／
共
学
／

１
学
年
約
２
２
５
人
（
全
日
制
）、
40
人
（
定
時
制
）
／
２
０
１
８
年
度
入
試
合
格

実
績
／
な
し(

１
期
生
の
卒
業
は
２
０
１
９
年
３
月)

自分や他者の長所に気づく力を身につけさせたい
山口県立下関工科高校　春日貴江　かすが・よしえ
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＊１ Comprehension（理解）、Discovery（発見）、Ambition（大志）の頭文字をとった、同校独自の進路観醸成プログラム。

指導ツールを募集しています！
　「改良！　指導ツール　ビフォーアフター」
では、取材にご協力いただける先生及び取材で
検討させていただく「指導ツール」を募集して
います。「自校で長年使っているツールを見直
したい」「ツールのより効果的な活用法を検討
したい」といった、課題意識をお持ちの先生方
のご応募をお待ちしております。

〈個人情報の取り扱いについて〉をご確認いただき、
必要事項❶～❹をご入力の上、指導ツールを添付
して下記のe-mailアドレスにご送信ください。
※送信前にいま一度、生徒情報が削除されているかご確認を

お願いいたします

❶学校名・お名前　　
❷分掌・ご教職歴　
❸ツールの内容（目的・活用時期・活用方法）
❹ツールに対する課題意識、改善要望

view21_since-1975@mail.benesse.co.jp

改良したいのに、どうすべきか分からない……
〈個人情報の取り扱いについて〉　この「改
良！　指導ツール　ビフォーアフター」の
ツール募集でご提供いただく個人情報は、今
後の企画を検討する目的で利用いたします。
お客様の意思によりご提供いただけない部
分がある場合、手続き・サービス等に支障が
生じることがあります。また、商品発送等
で個人情報の取り扱いを業務委託しますが、
厳重に委託先を管理・指導します。個人情
報に関するお問い合わせは、個人情報お問
い合わせ窓口（0120-924721、通話料無料、
年末年始を除く、9 時～ 21 時）にて承ります。

（株）ベネッセコーポレーション　ＣＰＯ（個
人情報保護最高責任者）
上記をご承諾くださる方はご送信ください。

　
私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
、「
評
価
＝
結
果
」

と
ば
か
り
考
え
て
き
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
本
来
、
評
価
は
生
徒
の

こ
れ
か
ら
の
学
び
を
支
援
す
る
材
料
で

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
は
学
期
の
最

後
な
ど
に
活
用
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
途
中
で
何

度
も
活
用
し
て
、
次
の
学
び
を
見
通
す
こ
と
が
大

切
で
す
。｢
総
合
的
な
探
究
の
時
間｣

な
ど
は
生
徒

全
員
に
共
通
す
る
数
値
目
標
が
な
い
か
ら
こ
そ
、

学
習
の
価
値
を
確
認
で
き
る
よ
う
な
肯
定
的
な
評

価
が
不
可
欠
で
す
。
本
校
で
は
、
生
徒
会
役
員
が
、

委
員
会
活
動
を
評
価
・
改
善
す
る
た
め
の
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
共
通
の
ゴ
ー
ル
や

指
標
が
設
定
し
に
く
い
活
動
を
評
価
・
改
善
す
る

と
い
う
意
味
で
は
、
学
校
の
様
々
な
シ
ー
ン
で
ル
ー

ブ
リ
ッ
ク
が
活
用
で
き
ま
す
。

　
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
は
作
っ
て
終
わ
り
と
い
う
も
の

で
は
な
く
、
そ
れ
を
基
に
し
た
指
導
の
目
線
合
わ

せ
と
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
そ
の
も
の
の
見
直
し
が
必

要
で
し
ょ
う
。
社
会
の
変
化
を
受
け
止
め
な
が
ら
、

「
育
て
た
い
生
徒
像
」
を
適
切
に
更
新
し
、
そ
れ
を

共
有
し
て
い
る
か
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
通
し
た
自

己
検
証
が
私
た
ち
教
師
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
使
っ
た
評
価
に
は
、

そ
れ
ま
で
個
々
の
教
師
の
暗
黙
知
に
と

ど
ま
っ
て
い
た
見
取
り
の
力
を
、
学
校

と
し
て
の
共
有
財
産
に
す
る
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
学
校
と
し
て
育
成
を
目
指

す
資
質
・
能
力
を
生
徒
の
活
動
場
面
に
落
と
し
込

む
こ
と
で
、
指
導
の
ぶ
れ
も
少
な
く
な
る
で
し
ょ

う
。
ま
た
、
生
徒
の
中
に
は
自
己
肯
定
感
が
低
く
、

集
団
で
の
自
分
の
価
値
、
役
割
を
十
分
に
認
識
で

き
て
い
な
い
生
徒
も
い
ま
す
が
、
そ
う
し
た
生
徒

に
と
っ
て
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
は
、「
高
校
３
年
間
で
こ

う
い
う
姿
を
目
指
そ
う
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
に

な
り
ま
す
。
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

学
校
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
確
立
が

促
進
さ
れ
る
わ
け
で
す
。

　
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
作

成
や
見
直
し
に
は
、
ど
ん
ど
ん
生
徒
を
巻
き
込
み

た
い
で
す
ね
。
本
校
で
も「
人
間
力
向
上
」を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
し
た
課
題
研
究
が
本
格
化
し
て
い
ま
す

が
、「
活
動
し
て
み
て
ど
ん
な
力
が
必
要
だ
と
思
っ

た
？
」「
も
っ
と
評
価
し
て
ほ
し
か
っ
た
こ
と
は
あ

る
？
」
な
ど
と
生
徒
に
聞
き
な
が
ら
、
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
を
作
成
、
更
新
し
て
い
き
た
い
で
す
。

髙
比
良
先
生
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　教
職
歴
20
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
10
年
目
。
２
学
年

主
任
。
Ｃ
Ｄ
Ａ
（
＊
１
）
委
員
長
。
国
語
科
。 

「
生
徒
同
士
、
生
徒
と
教
師
の
対
話

を
通
し
て
、
生
徒
の
主
体
性
、
創
造
性
を
育
む
学
校
を
目
指
し
た
い
」

学
校
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　
全
日
制
・
定
時
制
／
普
通
科
／
共
学
／
１
学
年
約
２
８
０
人

／
２
０
１
８
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）
／
国
公
立
大
は
、東
京
大
、 

京
都
大
、 

大
阪
大
、 

九
州
大
、
長
崎
大
な
ど
に
２
１
３
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
東
京
理
科
大
、

明
治
大
、
早
稲
田
大
、
同
志
社
大
、
立
命
館
大
な
ど
に
延
べ
１
４
０
人
が
合
格
。

栁
井
先
生
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　教
職
歴
26
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
10
年
目
。
主
幹
教
諭
。

教
務
部
。
英
語
科
。 

「
活
躍
で
き
る
場
を
与
え
、
対
話
を
通
し
て
導
き
、
生
徒
一
人

ひ
と
り
に
成
長
や
自
立
を
実
感
さ
せ
た
い
」

学
校
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　
全
日
制
／
普
通
科
・
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
科
／
共
学
／
１
学
年
約

２
０
０
人
／
２
０
１
８
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）
／
国
公
立
大
は
、
山
口

大
、
宮
崎
大
、
大
阪
府
立
大
な
ど
に
25
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
駒
澤
大
、
近
畿
大
、

福
岡
大
な
ど
に
延
べ
１
３
３
人
が
合
格
。

「これからの学びの支援」につながる評価を
長崎県立諫早高校　髙比良周一　たかひら・しゅういち

「評価」を通して学校のアイデンティティーを確立する
宮崎県立延岡星雲高校　栁井健二　やない・けんじ
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＊プロフィールは2019年３月時点のものです。

実際にプログラミングでできたことを発表。思い通りに進まなかったグループの発表時、金
川先生は子どもたちに、「どうすればいいか教えてあげるチャンスだよ！」と声をかけた。

ほかのグループの作
業を観察しやすいよ
うに、金川先生は机
の配置にも配慮して
いる。椅子も片づけ
ているので、子ども
たちは気になったグ
ループがあればすぐ
に見に行き、意見交
換することができる。

◎教職歴 14 年。同校に赴任して4 年目。情報科主任。問
題解決型学習やアクティブ・ラーニングの視点を取り入れな
がら、企業から提示された課題にチームで取り組み、調査
や企画立案、プレゼンテーションなどを経験させる探究学習
のプログラムを構築し、その推進役として活動している。

◎教職歴 10 年。同校に赴任して６年目。小学５年生担任。
授業にプログラミングを取り入れたのは 5 年前。「子どもた
ちには、プログラミングを楽しみながら、科学技術が社会で
どのように生かされているのか、社会の仕組みそのものに関
心を持ってもらいたいと思っています」

京都府・私立京都産業大学附属中学校・高校　　
全日制／普通科／共学／１学年約 380人／ 2018 年度
入試合格実績（現浪計）：国公立大は、京都大、大阪
大、神戸大、大阪府立大などに 62 人が合格。私立大は、
京都産業大、同志社大、立命館大、関西大、関西学
院大などに延べ 783 人が合格。

大阪府・大阪市立苗代小学校　　
「スーパー・チャレンジ・スクール」をモットーに、子ども
たちが「なりたい自分」「してみたい夢」の実現に向け、
自分の特性や能力を最大限に発揮し、大きく成長してい
ける教育活動を進める。児童数 488 人。

京都府・私立京都産業大学
附属中学校・高校

森本　岳
もりもと・たかし

大阪府・
大阪市立苗

なわしろ

代小学校

金川弘希
かながわ・ひろき

「社会の箱庭」で仲間とともに
答えが１つではない問いに向き合う

公立小学校のプログラミング教育

学校を飛び出し、学びを
巡る

私が訪問しました

私が授業をしました

◎お知らせ　今回ご紹介した金川先生のプログラミン
グの授業の詳細は、下記のレゴエデュケー
ションが公開する授業案サイトにて、ご確
認いただけます。
https://legoedu.jp/lessonplan/?p=317
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金
川
　
小
学
５
年
生
の
理
科
で
、
流
れ
る
水
の

働
き
を
学
ん
で
き
た
子
ど
も
た
ち
が
、
今
日
は

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
材
「
レ
ゴ
ⓇW

eD
o2.0

」

（
＊
１
）
を
使
い
、
洪
水
の
被
害
を
防
止
す
る

装
置
を
作
り
ま
し
た
。
画
用
紙
に
書
い
た
完
成

予
想
図
を
基
に
、
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
な
が

ら
作
業
を
進
め
ま
し
た
。

森
本
　
ど
の
グ
ル
ー
プ
も
、
試
行
錯
誤
し
な
が

ら
作
業
し
て
い
ま
し
た
。
ほ
か
の
人
と
相
談
し

な
が
ら
新
し
い
価
値
を
生
み
出
す
と
い
う
、
資

質
・
能
力
を
育
む
活
動
だ
と
思
い
ま
し
た
。
今

日
の
授
業
は
２
コ
マ
連
続
で
し
た
が
、
ど
の
子

ど
も
も
休
み
時
間
に
な
っ
て
も
作
業
を
止
め

る
こ
と
な
く
集
中
し
て
い
ま
し
た
ね
。
グ
ル
ー

プ
内
で
作
業
を
分
担
し
て
い
た
の
で
す
か
？

金
川
　
自
分
の
作
業
が
終
わ
っ
た
ら
暇
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
、
分
担
は
さ
せ
て
い

ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
に
は
、「
グ
ル
ー
プ
で

よ
い
も
の
を
完
成
さ
せ
る
た
め
な
ら
、
一
人
ひ

と
り
、
ど
ん
な
作
業
を
し
て
も
よ
い
」
と
話
し

て
い
ま
す
。
中
に
は
、
グ
ル
ー
プ
内
で
同
じ
作

業
を
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
が
、
そ

れ
も
後
で
気
が
つ
け
ば
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
学
び
に
な
り
ま
す
。

森
本
　
す
る
べ
き
こ
と
や
役
割
を
洗
い
出
し
、

チ
ー
ム
と
し
て
動
き
を
生
徒
に
俯ふ

瞰か
ん

さ
せ
る

こ
と
が
多
い
高
校
の
探
究
学
習
と
は
や
は
り

異
な
り
ま
す
ね
。
一
方
で
、
金
川
先
生
が
子
ど

も
た
ち
に
「
こ
う
し
た
ら
？
」
な
ど
と
指
示
を

し
な
い
と
こ
ろ
は
、
高
校
の
探
究
学
習
で
の
教

師
の
か
か
わ
り
方
と
似
て
い
ま
し
た
。

金
川
　
ど
う
す
れ
ば
う
ま
く
い
く
か
を
教
え

る
こ
と
は
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
。
手
助
け
す
る
の

は
あ
る
べ
き
部
品
が
見
つ
か
ら
な
い
時
く
ら

い
で
す
。
行
き
詰
ま
っ
た
時
に
は
、
ほ
か
の
グ

ル
ー
プ
を
見
て
く
る
よ
う
に
勧
め
ま
す
。

森
本
　
答
え
が
１
つ
で
は
な
い
問
い
が
目
の

前
に
現
れ
た
時
に
、
１
人
で
悩
む
の
で
は
な

く
、
仲
間
と
多
様
な
視
点
で
話
し
合
う
経
験
こ

そ
、
学
校
で
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
高

校
生
は
集
団
の
中
で
目
立
つ
こ
と
を
恐
れ
が

ち
で
、
ユ
ニ
ー
ク
な
意
見
が
出
に
く
い
場
合
が

あ
り
ま
す
か
ら
、
探
究
学
習
を
始
め
る
際
は
、

ブ
レ
ー
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
な
ど
で
生
徒
の
思

考
の
枠
を
広
げ
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

金
川
　
今
回
の
授
業
の
よ
う
な
内
容
の
時
は
、

ま
ず
完
成
予
想
図
を
自
由
に
考
え
、
紙
に
表
現

さ
せ
る
の
が
よ
い
の
で
し
ょ
う
ね
。
そ
し
て
、

間
違
っ
て
も
い
い
よ
、
人
と
違
っ
て
も
い
い
よ

と
普
段
か
ら
繰
り
返
し
て
伝
え
る
こ
と
が
大

切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

森
本
　
高
校
生
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
力
を
ど
の
よ
う
に
高

め
る
か
、
今
日
の
授
業
な
ど
を
踏
ま
え
て
今
後

も
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
金
川
先
生
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
材
を
手
段

に
し
て
教
科
の
理
解
を
深
め
な
が
ら
、
社
会
で
求

め
ら
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
や
探
究
心
な

ど
を
育
む
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
て
、
と
て
も
共

感
し
ま
し
た
。
ま
た
、
金
川
先
生
は
、
最
後
の
グ

ル
ー
プ
発
表
で
、「
最
後
ま
で
で
き
て
い
な
く
て

も
、
ど
こ
で
行
き
詰
ま
っ
た
の
か
、
ど
こ
が
分
か

ら
な
か
っ
た
の
か
を
言
え
れ
ば
大
丈
夫
」「
で
き

た
か
ど
う
か
よ
り
も
、
ど
れ
だ
け
悩
ん
だ
か
が
大

切
」
と
何
度
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
高
校

で
は
、
生
徒
は
答
え
が
１
つ
で
は
な
い
問
い
を
前

に
す
る
と「
し
ん
ど
い
」「
不
安
」と
口
に
し
ま
す
。

そ
れ
な
ら
ば
私
は
、「
答
え
が
１
つ
で
は
な
い
の

は
楽
し
い
」
と
生
徒
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
授
業

を
目
指
そ
う
と
、
今
日
、
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

洪水の被害を防ぐためにどんな装置が必要か考
え、グループで完成図を描いた上で、実際にプ
ログラミングを始める。装置は、洪水の発生を
知らせる警報、川の中の土を掘り出して水位を
下げる設備など、様々なアイデアが出された。

大
き
な
課
題
に
向
け
て
、
小
さ
な
課
題
を
設
定
し
、
そ
れ
に

挑
戦
す
る
体
験
を
、
小
、
中
、
高
と
連
続
的
に
積
ま
せ
た
い
で
す

こ
の
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
は
、
具
体
的
な
課
題
に
つ
い
て

仮
説
と
検
証
を
繰
り
返
す
「
社
会
の
箱
庭
」
で
し
た

「答えが１つでないことは
楽しい」と思える
授業を目指す

今日の学びを
自校の指導につなぐ

＊１　WeDo 2.0 ソフトウェアは、レゴエデュケーショ
ンが提供する小学生向けのプログラミング教材です。
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１
９
１
０
（
明
治
43
）
年
に
上
田
蚕さ

ん

糸し

専
門
学
校
と
し
て
創
立
し
た
信
州
大
学
繊

維
学
部
は
、
現
在
、
日
本
で
唯
一
の
繊
維

学
部
で
あ
る
。
同
学
部
で
は
、
繊
維
を
基

に
し
た
衣
類
の
工
学
関
連
分
野
と
農
学
・

理
学
・
工
学
・
医
学
が
融
合
し
た
フ
ァ
イ

バ
ー
（
＊
）
工
学
を
学
べ
、
先
進
繊
維･

感
性
工
学
科
、
化
学
・
材
料
学
科
、
応
用

生
物
科
学
科
、
機
械
・
ロ
ボ
ッ
ト
学
科
の

４
学
科
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　
１
年
次
で
は
、
共
通
教
育
科
目
と
専
門

基
礎
科
目
を
学
ぶ
。
専
門
基
礎
科
目
の
１

つ
で
あ
る
基
礎
科
学
科
目
は
、
大
学
の
研

究
で
必
要
な
理
系
科
目
の
基
礎
を
学
ぶ
科

目
だ
。
応
用
生
物
科
学
科
４
年
生
の
片
桐

＊プロフィールは2019年３月時点のものです。

＊　繊維には、衣類に使われる綿・絹（シルク）・毛（ウール）などがあるが、ファイバーは細くて長い形状の物の総称で、繊維や繊維の集合体はもちろん、スケールがミクロ・
ナノレベルの各種タンパク質や DNA から、人間の背丈よりも長い電線や光ファイバー等まで含まれる。細くて長いことで、ほかの材料では実現できない高度な機能を持つ。

繊維学部
応用生物科学科３年
柴田恵里花
しばた・えりか
滋賀県立膳

ぜ

所
ぜ

高校卒業。小・
中学校時代に経験した蚕

かいこ

の研究がきっかけで、入学。

繊維学部
応用生物科学科４年
片桐杏菜
かたぎり・あんな
長野県長野高校卒業。食
品開発の仕事に興味があ
り、同学科に入学。

農学・理学・工学・医学を融合して学び、
繊維の可能性を広げる研究に挑む

信州大学 繊維学部

１
年
次
は
研
究
に
必
要
な

フ
ァ
イ
バ
ー
工
学
の
基
礎
を
学
ぶ

大学の学び　最新ナビ
による のための大 高学 校生 生

シルクナノファイバーの研究のため
チェコに留学予定です
シルクを極細の糸にしたナノファイバーについて研
究中です。原料は、水とシルクのため安全性が高く、
医療用材料として注目されています。社会に貢献で
きる研究にすることを目指しています。（柴田さん）

シルクのタンパク質を医療用材料に
活用する研究を行っています

「応用生物科学実験」で、シルクをスポンジなどの医療用材料に加工し
ました。入学当初は食品分野に興味がありましたが、シルクの持つ可
能性に感動し、医療分野に役立てる研究を行っています。（片桐さん）

博士課程の先輩から研究手法などを学べます　　
3年次からは、週１回研究室生が集まり、卒業研究の進捗を報告し合いま
す。先日は、博士課程の先輩の前で卒業発表会に向けた練習を行いました。
先輩のより専門的な研究にも触れられ、刺激を受けています。（片桐さん）
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杏
菜
さ
ん
は
、
高
校
時
代
に
「
生
物
基
礎
」

し
か
学
ん
で
い
な
か
っ
た
た
め
、「
基
礎

生
物
科
学
」
を
履
修
し
た
と
い
う
。

　「
２
年
次
以
降
に
は『
分
子
生
物
学
』『
ゲ

ノ
ム
生
物
学
』
な
ど
、
発
展
的
な
内
容

を
学
び
ま
す
。『
基
礎
生
物
科
学
』
で
は
、

専
門
的
な
講
義
に
つ
い
て
い
く
上
で
必
要

な
基
礎
を
学
べ
ま
し
た
」（
片
桐
さ
ん
）

　
２
年
次
か
ら
は
学
科
ご
と
の
授
業
で
、

専
門
科
目
を
学
ぶ
。
応
用
生
物
科
学
科
３

年
生
の
柴
田
恵
里
花
さ
ん
が
研
究
の
面
白

さ
を
感
じ
た
の
が
、
２
年
次
後
期
に
履
修

し
た
「
生
物
科
学
基
礎
実
験
」
だ
と
い
う
。

同
科
目
で
は
、
微
生
物
や
動
物
、
植
物
な

ど
の
生
物
の
知
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、

実
験
器
具
の
使
用
法
を
学
び
、
実
験
デ
ー

タ
の
解
析
法
の
基
礎
を
習
得
す
る
。

　「
特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
マ
ウ
ス

の
解
剖
実
験
で
す
。
雄
雌
両
方
を
２
人
１

組
で
解
剖
し
、
両
者
の
違
い
を
確
認
し
ま

し
た
。
少
人
数
で
の
実
験
は
、
意
見
交
換

な
ど
が
し
や
す
く
、
深
い
考
察
が
で
き
ま

す
」（
柴
田
さ
ん
）

　
同
学
部
に
は
附
属
農
場
が
あ
り
、

フ
ィ
ー
ル
ド
を
活
用
し
た
農
場
実
習
を

行
っ
て
い
る
の
も
特
徴
だ
。
応
用
生
物
科

学
科
で
は
、
羊
、
蚕か

い
こ
、
綿
な
ど
繊
維
を
取

る
こ
と
が
で
き
る
動
植
物
に
実
際
に
触
れ

る
こ
と
で
、
生
物
由
来
の
繊
維
が
ど
の
よ

う
に
作
ら
れ
て
い
る
の
か
を
知
り
、
研
究

に
役
立
て
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
る
。

　
３
年
次
に
な
る
と
専
門
的
な
内
容
を
学

び
、
後
期
か
ら
研
究
室
に
所
属
す
る
。
蚕

の
研
究
を
し
た
い
と
同
学
部
に
入
学
し
た

柴
田
さ
ん
は
、
３
年
次
前
期
の
必
修
科
目

「
応
用
生
物
科
学
実
験
」
で
、
玉
田
靖
教

授
の
指
導
の
下
に
行
っ
た
蚕
が
産
生
す
る

シ
ル
ク
に
関
す
る
実
験
に
興
味
を
持
ち
、

玉
田
研
究
室
へ
の
入
室
を
決
め
た
。

　「
蚕
の
幼
虫
が
作
る
繭ま

ゆ

は
１
本
の
フ
ァ

イ
バ
ー
か
ら
成
り
、
そ
れ
を
精
錬
処
理
し

て
タ
ン
パ
ク
質
の
フ
ィ
ブ
ロ
イ
ン
を
抽
出

し
、
ス
ポ
ン
ジ
状
に
し
て
医
療
用
材
料
を

作
る
研
究
の
基
礎
を
学
び
ま
し
た
。
自
分

も
医
療
用
材
料
の
研
究
を
し
た
い
と
思
い

ま
し
た
」（
柴
田
さ
ん
）

　
片
桐
さ
ん
も
玉
田
研
究
室
に
所
属
し
、

卒
業
研
究
で
は
フ
ィ
ブ
ロ
イ
ン
を
ゼ
リ
ー

状
に
凝
固
し
た
ゲ
ル
に
し
、
関
節
な
ど
の

軟
骨
を
再
生
す
る
医
療
用
材
料
の
開
発
を

目
指
す
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　「
軟
骨
再
生
の
材
料
を
ゲ
ル
化
で
き
れ

ば
、
手
術
時
に
切
開
せ
ず
に
注
射
等
で
体

内
に
注
入
で
き
ま
す
。
身
体
に
よ
り
負
担

が
少
な
い
医
療
用
材
料
に
な
る
可
能
性
が

あ
る
と
考
え
る
と
、
や
り
が
い
が
あ
り
ま

す
」（
片
桐
さ
ん
）

　
ま
た
、
同
学
部
は
、
産
学
連
携
に
も
力

を
入
れ
て
い
る
。
片
桐
さ
ん
も
卒
業
研
究

の
傍
ら
、
医
療
機
器
メ
ー
カ
ー
と
の
共
同

研
究
に
取
り
組
ん
だ
。

　「
研
究
の
実
用
化
に
は
、
材
料
を
作
る

た
め
の
化
学
の
知
識
、
材
料
の
性
質
を
測

定
す
る
物
理
の
知
識
、
生
体
で
の
評
価
を

す
る
生
物
の
知
識
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

デ
ー
タ
分
析
に
は
統
計
学
も
不
可
欠
で

す
。
そ
れ
ら
の
知
識
を
組
み
合
わ
せ
、
柔

軟
に
応
用
す
る
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
高

校
や
大
学
１
、２
年
次
で
学
ん
だ
基
礎
が

大
事
だ
と
実
感
す
る
こ
と
も
多
い
で
す
。

今
後
は
、
大
学
院
で
研
究
を
深
め
る
予
定

で
す
」（
片
桐
さ
ん
）

　
柴
田
さ
ん
は
、
大
学
の
留
学
制
度
を
利

用
し
、
３
月
か
ら
チ
ェ
コ
共
和
国
の
リ
ベ

レ
ッ
ツ
工
科
大
学
テ
キ
ス
タ
イ
ル
工
学
部

に
３
か
月
間
留
学
す
る
。

　「
留
学
先
で
は
、
シ
ル
ク
ナ
ノ
フ
ァ
イ

バ
ー
に
つ
い
て
研
究
す
る
予
定
で
す
。
再

生
医
療
の
研
究
が
盛
ん
な
大
学
な
の
で
、

最
先
端
の
技
術
を
学
び
、
研
究
者
を
目
指

し
た
い
で
す
」（
柴
田
さ
ん
）

　
本
学
で
は
、
繊
維
の
持
つ
可
能
性
に
つ
い

て
様
々
な
学
問
を
横
断
し
て
学
び
、
幅
広
い

知
識
と
創
造
力
を
有
す
る
専
門
人
の
育
成
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
私
の
研
究
室

で
は
、
シ
ル
ク
を
用
い
た
医
療
用
材
料
の

開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
シ
ル
ク
は

２
５
０
０
年
以
上
前
か
ら
今
日
ま
で
医
療
用

材
料
と
し
て
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。そ
れ
は
、

昆
虫
由
来
の
タ
ン
パ
ク
質
は
構
造
が
シ
ン
プ

ル
な
た
め
生
体
に
安
全
で
、
強
い
と
い
う
特

徴
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
フ
ァ
イ
バ
ー
工
学
の
可
能
性
を
追
究
す
る

学
生
の
創
造
力
を
さ
ら
に
伸
ば
す
た
め
に
、

２
０
１
８
年
度
か
ら
学
科
横
断
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
工
学･

先
進
複
合
材
料
工
学
・
国
際

連
携
の
３
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
、
在

籍
学
科
を
問
わ
ず
、
複
合
的
な
内
容
を
履
修

で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　
卒
業
生
の
主
要
な
就
職
先
は
、
海
外
も

マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
い
る
製
造
業
で
す
。
そ

こ
で
、
海
外
60
以
上
の
大
学･

研
究
機
関
と

連
携
し
、
学
生
の
海
外
留
学
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
繊
維
を
軸
に
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で

き
る
研
究
者･

技
術
者
を
育
成
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

知
識
と
創
造
力
で

繊
維
の
可
能
性
を
広
げ
る
研
究
を

大

の

い

学

思
繊
維
学
部

教
授玉田

靖

た
ま
だ
・
や
す
し

シ
ル
ク
フ
ァ
イ
バ
ー
を

再
生
医
療
用
材
料
と
し
て
研
究

幅
広
い
実
験
や
実
習
を
経
験
し
、

研
究
の
土
台
を
培
う
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世
界
遺
産
や
国
宝
な
ど
、
文
化
財
の
宝

庫
で
あ
る
奈
良
。
奈
良
大
学
文
学
部
文
化

財
学
科
は
、
そ
う
し
た
立
地
を
生
か
し
て

文
化
財
を
幅
広
く
学
び
、
守
り
、
生
か
し
、

後
世
に
伝
え
る
人
材
を
育
成
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
全
国
最
多
の
７
０
０
人
以
上
の

学
芸
員･

文
化
財
専
門
職
員
を
輩
出
し
て

き
た
実
績
を
持
つ
。

　
同
学
科
に
は
、「
考
古
学
」「
美
術
史
学
」

「
史
料
学
」「
保
存
科
学
」
の
４
つ
の
コ
ー

ス
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
１
、２
年
次
は

コ
ー
ス
に
分
か
れ
ず
、
４
分
野
に
つ
い
て

広
く
学
ぶ
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
重
視
さ
れ

て
い
る
の
が
、
本
物
の
文
化
財
を
題
材
と

し
て
研
究
を
行
う「
現
地･

現
物
主
義
」だ
。

タイの水中遺跡保存のために、
日本の保存技術を生かしたいです
タイに２度行き、現地の壁画などの文化財や、水中遺跡発掘現場を見学。
沈没船から出土した陶磁器の保存を卒業研究のテーマにしました。日本
の文化財の保存技術を世界で役立てたいと思っています。（島袋さん）

発掘調査して出土した遺物を
自分の手で計測します
須
す

恵
え

器
き

（＊ 1）について研究中です。出
土した土器は、外形を実測して（写真左）
図面（写真右）にします。それを基に、
作られた時代を特定することが考古学
の醍醐味の１つです。（鈴木さん）

遺物の保存には、分析機器や
薬剤の知識も必要です
卒業研究では、水中から出土した陶磁
器の修復にはどの保存方法が適してい
るのかを繰り返し実験。結論を導くた
めには、粘り強い作業が必要であるこ
とを実感しました。（島袋さん）

世界遺産の宝庫、奈良で本物に
触れながら、文化財専門職を目指す

奈良大学 文学部 文化財学科

１
年
次
か
ら
本
物
の
文
化
財
に

触
れ
な
が
ら
学
ぶ

大学の学び　最新ナビ
による のための大 高学 校生 生

＊プロフィールは 2019 年３月時点のものです。

文学部
文化財学科４年
鈴木郁哉
すずき・ふみや
静岡県立島

しま

田
だ

高校卒業。
社会や歴史への関心が高
く、同学科に入学。

文学部
文化財学科４年
島袋花子
しまぶくろ・はなこ
沖縄県立 球

きゅう

陽
よう

高校卒業。
神社仏閣の保存・修復に
興味があり、同学科に入学。

＊ 1 古墳時代（５世紀前半）に朝鮮半島から伝わった技術を使って焼いた土器。丘陵の斜面をくりぬいた窯の中で高温で焼かれたため、それまでの野焼きによるものと比

べて、硬く焼き締まった土器であることが特徴。
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１
年
次
の
基
礎
科
目
か
ら
そ
の
精
神
を

重
視
し
た
教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
。
文
化

財
学
科
４
年
の
鈴
木
郁ふ

み

哉や

さ
ん
は
、
こ
う

振
り
返
る
。

　「『
考
古
学
概
論
』
で
は
、
奈
良
県
内
の

遺
跡
を
見
て
回
り
、『
美
術
史
概
論
』
で
は
、

毎
週
の
よ
う
に
美
術
館･
博
物
館
で
絵
画

や
仏
像
を
観
察
し
ま
し
た
。
１
年
次
か
ら

様
々
な
文
化
財
に
直
接
触
れ
る
こ
と
で
、

文
化
財
を
学
問
的
に
見
る
目
が
鍛
え
ら
れ

ま
し
た
」

　
同
学
科
で
特
徴
的
な
の
は
、
文
化
財
に

関
連
す
る
仕
事
が
し
た
い
と
明
確
な
目
標

を
持
っ
て
入
学
す
る
学
生
が
多
く
、
主
体

的
に
学
ぶ
風
土
が
根
づ
い
て
い
る
こ
と

だ
。
鈴
木
さ
ん
は
、
１
年
次
か
ら
「
考
古

学
実
習
室
」
で
行
わ
れ
る
自
主
ゼ
ミ
に
参

加
。
有
志
の
学
生
が
、
同
学
科
で
発
掘
し

た
遺
物
の
整
理
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

　「
発
掘
さ
れ
た
土
器
の
破
片
の
色
や
口

縁
部
分
の
模
様
か
ら
、
作
ら
れ
た
時
代
を

特
定
す
る
先
輩
方
を
見
て
、
自
分
も
そ
う

な
り
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。
先
輩
に
誘
わ

れ
て
、
平
城
京
跡
の
発
掘
に
参
加
す
る
な

ど
、
１
年
次
か
ら
現
場
で
作
業
す
る
こ
と

を
通
じ
て
、
学
び
た
い
こ
と
が
絞
ら
れ
て

い
き
ま
し
た
」（
鈴
木
さ
ん
）

　
島
袋
花
子
さ
ん
は
、
２
年
次
か
ら
今
津

節せ
つ

生お

教
授
の
研
究
室
を
訪
ね
て
い
る
。

　「
私
は
沖
縄
県
出
身
の
た
め
、
水
中
遺

跡
に
興
味
が
あ
り
ま
し
た
。
今
津
教
授
の

『
保
存
科
学
講
読
』
の
授
業
で
、
陸
上
よ

り
水
中
の
方
が
出
土
す
る
遺
物
が
多
い
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。
タ
イ
の
水
中
遺
跡
の

現
地
視
察
に
も
同
行
さ
せ
て
も
ら
い
、
さ

ら
に
関
心
が
高
ま
り
、
３
年
次
か
ら
今
津

研
究
室
に
入
り
ま
し
た
」（
島
袋
さ
ん
）

　　
３
年
次
か
ら
専
攻
コ
ー
ス
ご
と
に
専
門

的
な
実
習
が
行
わ
れ
る
。
保
存
科
学
コ
ー

ス
を
専
攻
し
た
島
袋
さ
ん
は
、「
保
存
科

学
実
習
」
で
木
材
や
金
属
な
ど
の
保
存
技

術
を
学
ん
だ
。

　「
遺
物
の
色
や
形
が
変
わ
ら
な
い
よ
う

に
保
存
す
る
た
め
に
、
特
別
な
溶
液
で
含が

ん

浸し
ん

（
＊
２
）
す
る
作
業
を
し
ま
す
。
材
質

に
よ
っ
て
適
切
な
溶
液
や
そ
の
濃
度
が
異

な
り
、
木
材
は
収
縮
率
な
ど
も
考
慮
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
数
学
や
化
学
の
知

識
を
大
学
で
こ
れ
ほ
ど
使
う
と
は
思
っ
て

も
い
ま
せ
ん
で
し
た
」（
島
袋
さ
ん
）

　
考
古
学
コ
ー
ス
を
専
攻
し
た
鈴
木
さ
ん

は
、
須
恵
器
を
研
究
し
て
い
る
。

　

　「
卒
業
研
究
で
は
、
奈
良
近
郊
で
発
掘

さ
れ
た
初
期
須
恵
器
に
絞
り
、
形
状
ご
と

の
分
布
な
ど
を
調
べ
ま
し
た
。
一
つ
ひ
と

つ
の
史
料
を
地
図
上
に
示
し
て
い
き
、
地

域
に
よ
っ
て
祭
司
用
が
多
い
な
ど
、
使
わ

れ
方
に
差
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
時

は
、
大
き
な
達
成
感
が
あ
り
ま
し
た
」（
鈴

木
さ
ん
）

　
学
芸
員
の
資
格
取
得
に
必
要
な
「
博
物

館
実
習
」
は
、
奈
良
県
内
の
博
物
館
で
行

わ
れ
る
。
島
袋
さ
ん
は
、
世
界
遺
産
で
あ

る
春か

す

日が

大
社
国
宝
殿
で
、
鈴
木
さ
ん
は
奈

良
県
立
橿か

し

原は
ら

考
古
学
研
究
所
で
、
１
週
間

の
実
習
に
参
加
し
た
。

　「
展
示
物
の
日
本
刀
の
手
入
れ
の
方
法

を
学
び
ま
し
た
。
保
存
方
法
に
つ
い
て
よ

り
詳
し
く
学
べ
た
ほ
か
、
展
示
の
工
夫
も

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」（
島
袋
さ
ん
）

　
今
後
、
２
人
は
と
も
に
同
大
学
の
大
学

院
に
進
ん
で
、
研
究
を
深
め
る
と
い
う
。

　「
卒
業
後
は
、
実
際
に
遺
跡
発
掘
に
か

か
わ
れ
る
文
化
財
専
門
職
を
目
指
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
」（
鈴
木
さ
ん
）

　「
水
中
考
古
学
の
研
究
を
深
め
、
博
物

館
な
ど
で
保
存
・
修
復
に
か
か
わ
る
仕
事

が
し
た
い
で
す
」（
島
袋
さ
ん
）

　
本
学
科
は
、
１
９
７
９
年
に
日
本
で
初
め

て
の
文
化
財
学
科
と
し
て
創
設
さ
れ
ま
し

た
。
総
合
的
に
文
化
財
学
を
学
べ
る
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
最
も
重
視
し
て
い
る
の
が
「
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
力
」
の
育
成
で
す
。
例
え
ば
、
博
物
館
に

就
職
し
た
ら
、
展
示
物
す
べ
て
を
把
握
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
自
分
の
専
門
分
野

以
外
の
文
化
財
に
関
す
る
知
識
や
技
術
も
求

め
ら
れ
ま
す
。
加
え
て
文
化
財
を
守
る
法
律

の
知
識
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
も
必
要
で
し
ょ
う
。
そ
う
し

た
現
場
で
求
め
ら
れ
る
実
践
力
を
、
体
験
的

に
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
　

　
ま
た
、学
外
に
も
学
び
の
場
が
あ
り
ま
す
。

文
化
財
専
門
職
と
し
て
就
職
し
た
先
輩
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
て
、
先
輩
が
調
査

に
か
か
わ
る
発
掘
現
場
や
博
物
館
で
ア
ル
バ

イ
ト
を
す
る
学
生
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
後
、
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
の
が
、
文

化
財
の
防
災
に
つ
い
て
で
す
。
阪
神
淡
路
大

震
災
以
降
、
文
化
財
を
通
し
た
文
化
の
復
興

も
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
文
化
財
が
被
害

に
遭
っ
た
際
、
即
座
に
行
動
が
で
き
る
よ
う

な
文
化
財
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
育
成
し
て

い
き
ま
す
。

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
を
備
え
た

文
化
財
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
に

大

の

い

学

思
文
学
部

文
化
財
学
科 

教
授

今
津 

節
生

い
ま
づ
・
せ
つ
お

実
習
で
実
物
に
触
れ
て
学
び
、

研
究
手
法
を
確
か
な
も
の
に
す
る

文
化
財
専
門
職
を
目
指
す
学
生
が

全
国
か
ら
集
ま
り
、
主
体
的
に
学
ぶ

世
界
遺
産
で
学
芸
員
実
習
を

行
う
な
ど
、
現
地
・
現
物
で
学
ぶ

＊２　木材や金属などに、薬品や樹脂、水などの液体を浸して含ませること。
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なぜ、学校現場に
「対話」が求められているのか

これからの会議・研修のあり方、つくり方
職員会議・教員研修を充実させてチーム学校をつくる

今、学校現場では、次期学習指導要領等に向けて、教師同士の日常的な学び合いが求められている。
職員会議や教員研修などで、教師集団が知見を結集し、学校をチーム化させる一助となるよう、

今号からは、対話の場づくりに取り組む実践者に話を聞いていく。

　学
校
を
取
り
巻
く
状
況
が
変
わ
り
、
学
校

全
体
と
し
て
、
そ
し
て
教
師
一
人
ひ
と
り
と

し
て
の
指
導
の
あ
り
方
に
変
化
が
求
め
ら

れ
て
い
る
今
、
校
内
の
会
議
や
研
修
に
お
け

る
対
話
の
重
要
性
が
増
し
て
い
ま
す
。

　な
ぜ
、
変
化
に
対
応
す
る
た
め
に
対
話
が

重
ん
じ
ら
れ
る
の
か
。
学
校
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
興
味
深
い
例
を
お
話
し
し
ま
す
。

　先
日
、
東
海
地
方
の
僧
侶
た
ち
の
宗
派
を

超
え
た
勉
強
会
に
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と

し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。近
年
、

檀
家
の
減
少
と
い
う
問
題
に
直
面
し
て
い

る
寺
は
宗
派
を
問
わ
ず
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
も
ち
ろ
ん
、
寺
に
と
っ
て
檀
家
数
は
重

大
な
問
題
で
す
。
し
か
し
、「
ど
の
よ
う
に

し
て
檀
家
を
増
や
す
の
か
」を
考
え
る
前
に
、

現
代
の
寺
は
地
域
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な

存
在
で
あ
り
た
い
の
か
、
今
、
寺
に
は
何
が

求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
を
話
し
合
い
た
い

と
、若
い
僧
侶
た
ち
が
声
を
上
げ
た
の
で
す
。

若
い
僧
侶
た
ち
は
、「
寺
の
あ
り
方
、
僧
侶

と
し
て
の
使
命
は
今
ま
で
と
同
じ
で
よ
い

の
だ
ろ
う
か
」
と
自
ら
に
問
い
ま
し
た
。

　そ
し
て
、
資
質
・
能
力
を
重
視
す
る
新
し

い
学
力
観
に
基
づ
い
た
指
導
の
確
立
が
求

め
ら
れ
て
い
る
学
校
も
、「
学
校
や
教
師
の

役
割
」
を
根
本
か
ら
問
い
直
す
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
学
校
組
織
の
中
で
先
生
方

が
多
様
な
考
え
を
語
り
合
い
、
そ
れ
ら
を
混

ぜ
合
わ
せ
、変
化
す
る
社
会
の
中
で
の
学
校
、

教
師
の
役
割
を
問
い
直
し
、
新
し
い
指
導
の

あ
り
方
を
構
築
し
て
い
く
。
そ
の
よ
う
に
学

校
現
場
で
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す

よ
う
な
自
由
な
対
話
が
必
要
で
し
ょ
う
。

　大
き
な
変
革
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
こ

れ
ま
で
の
常
識
に
と
ら
わ
れ
ず
に
課
題
に

対
話
の
あ
る
集
団
で

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

生
ま
れ
る

津屋崎ブランチ LLP 代表、
LOCAL&DESIGN（株）代表取締役

山口 覚
やまぐち・さとる　行政、教育機関、地域、企業など、様々な場で対話を促進し、
構成員が主体的に課題に取り組む集団づくりを支援するファシリテーターとして
活躍。高校における探究学習で、生徒が対話のスキルを身につけるためのワー
クショップを行ったり、まちづくりをテーマにした住民会議で高校生ファシリテー
ターを養成するなど、高校現場や高校生とのかかわりも多い。本コーナーの監
修者の１人（２０１７年６月号、8月号、２０１８年４月号、６月号を監修）。

実践者に
聞く！
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向
き
合
っ
た
時
に
生
ま
れ
ま
す
。若
い
先
生
、

赴
任
し
た
ば
か
り
の
先
生
も
含
め
、
す
べ
て

の
先
生
が
、「
こ
れ
か
ら
の
学
校
は
ど
ん
な

存
在
で
あ
り
た
い
の
か
」「
学
校
に
は
何
が

求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
」
を
自
由
に
語
り
合

え
た
時
、
学
校
に
も
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
起

こ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
と
は
い
え
、
本
質
を
問
い
直
す
と
い
う
こ

と
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
、
同
じ

属
性
の
人
が
集
ま
っ
た
集
団
、
人
間
関
係
が

固
定
化
し
て
い
る
集
団
に
い
る
時
、
私
た
ち

は
常
識
や
思
い
込
み
に
支
配
さ
れ
が
ち
で

す
し
、
誰
も
が
思
っ
た
こ
と
を
自
由
に
発

言
す
る
会
議
に
は
な
か
な
か
な
り
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
こ
そ
、
対
話
を
促
す
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
と
い
う
役
割
が
必
要
に
な
る
の
で
す
。

　
　

　
私
が
か
か
わ
っ
て
い
る
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ

ブ
の
例
を
お
話
し
し
ま
す
。
そ
の
ク
ラ
ブ
の

監
督
は
、
全
国
に
名
を
知
ら
れ
た
強
豪
校
で

サ
ッ
カ
ー
を
学
び
ま
し
た
。
現
役
時
代
の
練

習
は
非
常
に
厳
し
く
、
監
督
に
と
っ
て
サ
ッ

カ
ー
は
楽
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
そ
う

で
す
が
、
社
会
人
に
な
っ
て
数
年
ぶ
り
に

サ
ッ
カ
ー
を
再
び
始
め
た
時
、
サ
ッ
カ
ー
の

楽
し
さ
に
改
め
て
気
が
つ
い
た
と
い
う
の

で
す
。「
サ
ッ
カ
ー
が
楽
し
い
も
の
で
あ
る

こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
い
、
あ
の
時
の
自
分
の

よ
う
に
サ
ッ
カ
ー
を
嫌
い
に
な
っ
て
い
る

子
ど
も
が
い
る
の
で
は
な
い
か
」。そ
う
思
っ

た
彼
は
、自
ら
ク
ラ
ブ
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
幼
稚
園
児
か
ら
大
人
ま
で
２
０
０
人
以

上
の
メ
ン
バ
ー
が
い
る
そ
の
ク
ラ
ブ
で
は
、

今
、
練
習
メ
ニ
ュ
ー
に
対
話
を
取
り
入
れ
て

い
ま
す
。「
一
人
ひ
と
り
が
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

す
る
こ
と
も
大
切
だ
け
れ
ど
、
対
話
を
通
し

た
チ
ー
ム
力
向
上
に
も
取
り
組
も
う
」「
サ
ッ

カ
ー
を
楽
し
み
、
サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
て
社
会

に
貢
献
で
き
る
力
を
養
う
た
め
に
、
練
習
の

中
に
対
話
を
取
り
入
れ
よ
う
」
と
、
監
督
は

メ
ン
バ
ー
に
呼
び
か
け
た
の
で
す
。

　
月
に
数
回
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て

私
が
そ
こ
で
行
っ
て
い
る
こ
と
は
、
一
見

サ
ッ
カ
ー
と
は
関
係
の
な
い
こ
と
で
す
。
よ

く
す
る
の
が
、
絵
や
写
真
を
見
て
、
そ
れ
を

ほ
か
の
人
に
言
葉
で
伝
え
る
ゲ
ー
ム
で
す
。

う
ま
く
伝
わ
ら
な
か
っ
た
グ
ル
ー
プ
と
う
ま

く
伝
わ
っ
た
グ
ル
ー
プ
に
ど
ん
な
伝
え
方

の
違
い
が
あ
っ
た
の
か
を
話
し
合
っ
て
い

く
中
で
、
自
分
の
話
が
相
手
に
伝
わ
ら
な
い

時
、
そ
の
理
由
は
相
手
で
は
な
く
、
自
分
の

中
に
あ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
に
気
が
つ
き

ま
す
。
そ
の
ゲ
ー
ム
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、

一
人
ひ
と
り
の
伝
え
る
力
が
高
ま
っ
て
い

一
人
ひ
と
り
が

対
話
の
力
を
身
に
つ
け
れ
ば

集
団
は
強
く
な
る

山口氏がつくる対話の場では、参加者に合わせて、写真のような「対
話の心得」が提示される

同じ属性で、人間関係が固定化した
集団であるほど、話し合いの場では

ファシリテーターの存在が必要

57  Apr i l  2019

0-01-J-
21456-000 2019 年度VIEW21高校版 4月号 56頁 ＣＭ

ＹＫ
念
校
04/03
引寺

再
念
校
04/05
引寺 − −/−

− − −/−
− − −/−

−
0-01-J-
21456-000 2019 年度VIEW21高校版 4月号 57頁 ＣＭ

ＹＫ
念
校
04/03
引寺

再
念
校
04/05
引寺 − −/−

− − −/−
− − −/−

−
P56-58_view21koukou-4g.indd   57 2019/04/05   11:38



き
ま
す
。
ま
た
、
そ
う
し
た
場
に
、
保
護
者

を
招
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
親
子
で
取
り
組

む
中
で
、自
分
が
子
ど
も
に
対
し
て
常
に「
上

か
ら
目
線
」で
接
し
て
い
た
こ
と
に
気
づ
き
、

子
ど
も
と
の
接
し
方
が
変
わ
っ
た
と
い
う

保
護
者
も
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
に
、
言
わ
ば
対
話
の
レ
ッ
ス
ン

を
繰
り
返
す
中
で
、
選
手
同
士
の
話
し
合
い

が
練
習
中
も
お
の
ず
と
増
え
て
い
き
ま
し

た
。
ま
た
、
合
宿
の
ル
ー
ル
を
選
手
た
ち
だ

け
で
話
し
合
っ
て
決
め
て
も
ら
っ
た
と
こ

ろ
、ル
ー
ル
を
み
ん
な
が
守
る
よ
う
に
な
り
、

監
督
や
コ
ー
チ
の
負
担
が
激
減
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
チ
ー
ム
は
着
実
に
成
長
し
、
今
で

は
地
域
の
強
豪
に
迫
る
活
躍
を
見
せ
る
ま

で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
結
果
は
、
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
だ
か

ら
、
子
ど
も
だ
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
で

し
ょ
う
か
。
私
は
そ
う
は
思
い
ま
せ
ん
。
大

人
は
、「
言
っ
て
も
分
か
っ
て
も
ら
え
な
い
」

と
思
い
込
み
、
伝
え
合
い
、
分
か
り
合
う
こ

と
を
早
々
に
諦
め
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
し

か
し
、
対
話
を
重
ね
て
い
く
中
で
、
伝
え
方

や
聞
き
方
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し

て
、
お
互
い
を
信
頼
し
、
集
団
と
し
て
強
く

な
る
の
で
す
。
そ
れ
は
学
校
と
い
う
場
に
お

い
て
、
先
生
方
に
も
実
現
で
き
る
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
先
生
方
は
、
今
、
伝
え
合
う
こ

と
が
で
き
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

　
最
近
、
私
は
、
学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て

行
政
と
住
民
が
話
し
合
う
場
で
の
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
を
務
め
ま
し
た
。
統
廃
合
か
否

か
で
行
政
、
住
民
が
対
立
す
る
中
、
私
は
双

方
に
、「
自
分
の
信
念
を
ぶ
つ
け
続
け
る
の

で
は
な
く
、
自
分
と
相
手
の
意
見
の
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
考
え
ま
し
ょ
う
。
そ
し

て
今
、
私
た
ち
の
目
の
前
に
あ
る
も
の
以
外

の
選
択
肢
は
本
当
に
な
い
の
か
を
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
」
と
、繰
り
返
し
訴
え
ま
し
た
。

　
数
か
月
に
わ
た
る
話
し
合
い
の
中
、
自
分

と
異
な
る
意
見
に
向
き
合
う
こ
と
で
、
参
加

者
は
、「
自
分
の
意
見
＝
全
員
の
意
見
で
は

な
い
」
と
い
う
こ
と
を
少
し
ず
つ
理
解
し
て

い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
統
廃
合
か
否
か
と

い
う
二
者
択
一
で
ス
タ
ー
ト
し
た
議
論
は
、

分
校
の
設
置
な
ど
を
含
む
４
つ
の
選
択
肢

に
た
ど
り
つ
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

　
私
は
行
政
に
、「
最
後
に
は
１
つ
の
道
を

選
ぶ
に
し
て
も
、
そ
れ
以
外
の
道
を
選
ば
な

か
っ
た
理
由
を
ぜ
ひ
住
民
に
説
明
し
て
く

だ
さ
い
。
そ
し
て
、
そ
の
道
を
選
択
す
る
こ

と
で
生
ま
れ
る
デ
メ
リ
ッ
ト
に
ど
う
対
応

す
る
の
か
も
、
併
せ
て
伝
え
て
く
だ
さ
い
」

と
お
願
い
し
ま
し
た
。
話
し
合
い
の
結
果
が

自
分
が
望
ん
だ
も
の
で
な
く
て
も
、
結
論
に

至
る
過
程
で
自
分
の
意
見
に
耳
を
傾
け
て

も
ら
え
れ
ば
、
参
加
者
は
そ
れ
ま
で
の
話
し

合
い
を
無
駄
と
は
思
わ
な
い
で
し
ょ
う
。

　
そ
れ
は
学
校
の
会
議
で
も
同
じ
で
す
よ

ね
。
学
校
と
し
て
目
指
す
も
の
、
教
科
や
学

年
と
し
て
の
指
導
の
あ
り
方
な
ど
を
先
生

方
で
話
し
合
う
際
、
自
由
な
対
話
に
よ
っ
て

表
出
し
た
多
様
な
意
見
を
丁
寧
に
拾
い
上

げ
、
合
意
形
成
に
反
映
し
て
い
く
こ
と
で
、

先
生
方
は「
こ
れ
か
ら
も
話
し
合
お
う
」と
、

自
分
の
い
る
組
織
の
未
来
に
希
望
を
見
い

だ
せ
る
は
ず
で
す
。

対
話
に
よ
っ
て

私
た
ち
は
対
立
を

乗
り
越
え
ら
れ
る
の
か
？

話し合いのプロセスが生かされていることが
分かれば、「これからも話し合おう」と
私たちは希望を持つことができる
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Reader ’s  VIEW　

カリキュラム・マネジメントの重要性を実感
　２月号の特集での「大学入学共通テスト」の試行調査

の問題分析は、今後の授業のあり方を考える上で参考

になった。従来の指導では補えない部分もあり、単元

末に演習問題を取り入れていかなければならない。特に、

読解力の育成では、他教科との連携がさらに重要になる

ことから、カリキュラム・マネジメントの必要性を感じた。

静岡県・沼津市立沼津高校　谷
や の

野公
きみひこ

彦

「読解力」の意味を改めて考える
　「読解力」は「問題を読み解く力」と捉えていたが、

２月号の特集を読み、教科横断で育成すべき読解力と、

各教科・科目で育成すべき読解力があり、学校が組織

的に育成しないと身につかないと実感した。

栃木県立茂木高校　阿
あ く つ

久津功
いさお

他教科との共通点を発見
　２月号の特集の座談会が参考になった。私は英語科

担当だが、国語科担当の先生が言われていた「多彩な

ジャンルの文章を読む機会を増やすとともに、精読も

必要」というのは、英語にもあてはまる。英字新聞から

広告、学術論文、SF 小説まで読ませ、生徒の感性を磨

いていきたいと思った。　和歌山県立橋本高校　寺田順子

「読解力」とは何か？
　「読解力」があるかどうかは感覚的に分かるが、「読解

力」を定義し、その向上を評価する指標の設定は難しい。

また、「読解力」の必要性を教師間で共通認識を持つこ

とも難しい。２月号の特集は、そうした現状を理解するこ

とに意義があったと思う。

福岡県・福岡市立博多工業高校　森永明子

三者面談を有意義にするシートの工夫
　普段得られない情報を三者面談で保護者から引き出

すためにも、２月号の「改良！　指導ツール　ビフォーア

フター」で取り上げられたような三者面談シートが必要

だ。生徒の３年間の履歴を見ることができ、意識と行動

の変化に結びつく記入法を模索していたので、２月号の

シートを参考にしたい。 　　　　　 鹿児島県　匿名希望

クィア・スタディーズとは何かを記事で勉強
　教育現場では、ジェンダーフリーを掲げておきながら、

ジェンダーやセクシュアリティについて触れるのは学校

としてふさわしくないとする雰囲気や伝統的な男女観が

残っている。我々教師の理解も乏しく、生徒に正確な情

報を提供することが難しいのが現状だ。そうした中、「大

学の学び　最新ナビ」の早稲田大学文化構想学部の記

事で、「クィア・スタディーズ」がどんな学問なのかを知

ることができ、ありがたかった。生徒に正しい進路指導

をするためにも、新しい学問分野について勉強すること

が大切だと改めて思った。

静岡県立御殿場高校　美
み な

那川
がわ

雄
ゆういち

一

2019 年 2 月号へのご意見

次号は6月20日発行（予定）
『VIEW21』高校版は年 6 回の発行です

高校版 2019 　 月号6

先生方からの
ご意見を
紹介します

『VIEW21』高校版や教育に関連する最新情報
をタイムリーにお届けします。＊お友だちの登録方
法は、右の 2 次元バーコードを読み取っていただく
か、LINE アプリの「友だち追加」＞「ID 検索」で「@
view21」とご入力いただき、追加をお願いいたします。

『VIEW21』高校版　公式アカウント

友 だ ち 募 集 中！

　今号から、高校の先生が小学校や中学校など、校種の異なる学校を訪れ、新
たな指導のヒントをつかんでいただくことを目指したコーナー「高校教師　study-
tour」をスタートさせました。初回は、STEM/STEAM 教育（＊）でも注目されてい
るプログラミング教育です。次期学習指導要領を見据え、高校でも関心が高まって
いるプログラミング教育を先行して進めている小学校の取り組みから、高校の先生
に気づきを得ていただきたく、取り上げました。取材が始まると、お互いの共通する
点や異なる点に刺激を受け、また、本質的な部分で小学校と高校のご指導がつながっ
ていることが分かり、２人の先生が共感し合われている姿に、この企画を実現させ
てよかったと思いました。ご協力いただいた両先生に感謝します。次号も先生方の
刺激となる異校種取材が行えるよう頑張ってまいります！　（西村）

＊ 2019 年３月時点の情報です。

＊ STEM は、Science、Technology、Engineering 、Mathematics の頭文字で、STEM 教育は、科学・技術・工学・数学に重点を置いた教育、人材育成のこと。STEAM
教育は、それに Art（芸術）が加わる。
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今月の表紙　岡山県立倉敷天
あま

城
き

高校　中
な か み ね

峯明
め い ろ う

朗先生

生 徒 と 紡 ぐ

中峯明朗先生　教職歴 34 年。同校
に赴任して５年目。指導教諭。２学
年主任。地歴公民科。サッカー部顧問。

岡山県立倉敷天城高校　全日制／普通科・理数科／共学／１学年 約 240 人／ 2018
年度入試合格実績（現浪計）国公立大は、東京大、京都大、大阪大、岡山大、九州
大などに 140 人が合格。私立大は、慶應義塾大、早稲田大などに延べ 311 人が合格。

一人ひとりを見つめて
　　　明

めいろう

朗先生の世界史の授業は、「熱血」という言
葉がぴったりですよね。「歴史はドラマだ！」と言って、
身振り手振りも大きく、教壇の上を歩き回って、一人
ひとりにストーリーを語りかけるように話すから、つ
い先生をじっと見て、聞いちゃいます。
　　　そうそう。だから授業中に先生とよく目が合う！
　　　「自分に言われている」と思えれば、しっかり聞
いて、理解も深まるだろう？　「言葉は目から入ってく
る」といつも言っているのは、そういうことなんだよ。
　　　先生が一人ひとりを見ていると実感したのは、
下校時に先生から「元気か？」と言われた時です。確
かにその頃忙しくて、疲れているかもと思って。先生
のその気遣いがうれしくて、頑張ろうって思いました。
　　　あの時は、担任の先生から様子を聞いていて、
気になっていたからね。そうして普段から話をしてい
れば、相談したい時に話しかけやすいだろう？
　　　そうかも！　志望学部を医療か教育かで迷った
時、明朗先生に相談しました。私の思いを聞いて、「ど
ちらも人との触れ合いが大切な職業だから、両方とも
向いていると思うよ」と言われて、どちらを選んでも

大丈夫だからじっくり考えようと思えました。
　　　部活動でも観察眼が鋭くて、ちょっと気持ちが
緩んでいたら、先生がすごい勢いで真っ直ぐ歩いてき
て、「自分だけよければいいんか！」と叱られて。しっ
かりしなければと、気が引き締まりました。
　　　きみたちはリーダーなのだから、みんなを引っ
張るという自覚を持ってほしくて、わざとみんなの前
で言ったんだよ。小さなことだからこそ、周りの気持ち
を大切にしてほしいんだ。例えば、廊下のロッカーの上
に物を置きっぱなしにしないというルールも、全員が
心がけているから、毎日気持ちよく過ごせるんだからね。
　　　学年集会の最後に、明朗先生が生徒に大切にし
てほしいことを話されますよね。中でも、「１人でも
怠けている人がいるせいで、真面目に努力している人
が損をするような学年にはなってほしくない」と言わ
れたのが、心に強く残っています。3年生になったら、
苦しいことやつらいことがあると思うけれど、全員で
受験に向かっていく雰囲気をつくっていきたいです。
　　　その気持ちがあれば大丈夫！　これから1年、
みんなで頑張ろう！

生徒

先生

先生
先生

生徒
生徒

生徒

生徒

＊プロフィールは 2019 年３月時点のものです。

先生

生徒

年間勤務した前任校は、県下有数の進学校で

した。そのため、同僚や生徒との会話は成績

に関連した話題が多く、それはとても大切なことだ

と分かった上で、生徒が将来を見据えて、自身をもっ

と高みへ押し上げたくなるような働きかけをしたい

と考えるようになりました。「景気が悪い」「先が見

えない」と大人から言われながら育ってきた生徒が、

「自分は、こんなふうに人生を生き抜くぞ！」と、希

望を持って目指す将来像を描けるようにしてあげた

いと思ったのです。しかし、教師としても、社会人

としても、まだまだ経験の浅い私には、生徒に明確

に示せる言葉はすぐには見つかりませんでした。

　生徒が生きる未来はどんな社会で、どんな力が求

められるのか。私はいろいろな本を読み、校内外の

様々な人に話を聞きました。地元有力企業の人事部

長に面会を申し込んだこともあります。そんな中、

経済産業省が主催した有識者会議から、これからの

社会で求められる資質・能力として定義された社会

人基礎力が示されました。その中には、主体性、働

きかけ力、実行力といった要素から成る「アクション」

という資質・能力がありました。これこそが、自校

の生徒に私が示すべきものだと感じました。

徒たちは優秀であるため、仲間や教師の考え

を察知し、スマートにリアクションするこ

とができます。半面、自らアクションを起こそうと

することは少ないため、壁にぶちあたる機会は多く

はありませんでした。しかし、失敗経験は改善や成

長につながる貴重な機会として必要です。そこで私

は、「Action」という言葉をいろいろな場面で発し、

生徒に前に踏み出すことを求めました。感動的な

「Action」はクラスを超えてたたえようと、トロフィー

も作りました。生徒たちはホームルームや学校行事

で自ら目標を掲げ、高校生活をよりよいものにする

ために新しい企画を立て始めました。時には、それ

までの学校の常識を打ち破るような提案も出されま

したが、「Action」を促した責任を果たすため、生徒

とともに管理職のもとに説明に行きました。そして、

提案が実現できなかった時は１人の仲間として生徒

に自分の力不足をわび、一緒に悔し涙を流しました。

　「Action」は生徒だけでなく、自分自身にも求めま

した。県内の若手教師に呼びかけ、経験や悩みを語

り合う勉強会を立ち上げたのもその１つです。勉強

会は今も続き、１人で頑張っている人、モヤモヤを

抱えている人がいると聞けば、私から電話をして「一

緒に頑張ろう」と声をかけています。そうした自分

の「Action」は、失敗も含めてできるだけ生徒に話

してきました。未来は確かに予測できませんが、分

からないからといって立ち止まって待つわけにはい

きません。分からなくても一歩踏み出している自分

の姿を、人生の後輩である生徒に見せたいからです。

学年主任として生徒を送り出した年、私は前

任校を離れました。離任式の日、卒業式を終

えた 3 年生全員から、「最高の Action はあなただ」

というメッセージとともにトロフィーが返ってきま

した。「Action」という言葉が言
こと

霊
だま

を宿して私と生徒

に染みついたのだと、この上ない喜びを感じました。

No. 013
大分県立竹田高校

田所　伸先生
たどころ・しん

◎教職歴１6 年。同校に赴任して２年目。進
路指導副主任。地理歴史科担当。前任校
在 籍 時 に 立 ち上 げ た「Oita Education 
Seminar」は、現在も存続。学校の違いを
超えて教師が自主的に集い、学び合うスタイ
ルは、その後、長崎県など全国に広がった。

大分県立竹田高校　全日制／普通科／共学／１学年約160人／2018年度入試合格実績（現役のみ）：国公立大は、岡山大、広島大、長
崎大、熊本大、大分大などに43人が合格。私立大は、神奈川大、近畿大、西南学院大、立命館アジア太平洋大などに延べ 71 人が合格。
※プロフィールは、2019 年３月時点のものです。
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